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1,本書は、平成 5年度から平成 9年度にかけて松江市教育委員会および財団法人松江市教育文化振

興事業団が実施した、西尾地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業にかかる発掘調査報告書

である。なお、関連事業として実施した、大井 2期地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

にかかる発掘調査の成果も掲載した。

2.本書で報告する発掘調査は、島根県松江農林振興センターから松江市教育委員会が依頼を受け、

財団法人松江市教育文化振興事業団が委託を受けて実施したものである。

3.調査組織は下記のとおりである。

依頼者 島根県松江農林事務所 (平成 2年度～平成 5年度 )

島根県松江農林振興センター 農村整備部 農道整備課

主体者 松江市教育委員会

・平成 2年度

(藤谷A・ B遺跡発掘調査、遅倉横穴墓群試掘調査 )

〈事務局・実施者〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    文化財係長  岡崎雄二郎

教 育 次 長  北村 悦男   主   事  昌子 寛光 (調査担当)
社会教育課長  杉原 精訓    主   事  寺本 康

。平成 4年度 (安蔵主遺跡試掘調査 )

く事務局・実施者〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    主   事  昌子 寛光 (調査担当)
生涯学習言卜長  松尾 光浩    主   事  寺本 康
文 化 課 長  中西 宏次    嘱 託 員  富田 茂雄
文化財係長  岡崎雄二郎

・平成 5年度 (米坂遺跡試掘調査 )

〈事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    文化 課 長  村松 榮
生涯学習部長  中西 宏次    文化財係長  岡崎雄二郎

〈実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  吉岡 俊雄    調 査 員  瀬古 諒子 (調査担当)
事 務 局 長  日高 稔夫    嘱 託 員  北島 牙日子

調査 係 長  中尾 秀信
・平成 6年度 (米坂遺跡発掘調査 )

〈事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    文化 課 長  中林 俊

口



生涯学習部長  中西 宏次    文化財係長  岡崎雄二郎

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  大塚 雄史    調 査 員  江川 幸子 (調査担当 )

事 務 局 長  佐藤千代光    嘱 託 員  井上 修一

調 査 係 長  中尾 秀信

・平成 7年度 (遅倉横穴墓群発掘調査 )

く事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  伊藤 博之    文化財係長  岡崎雄二郎

文 化 課 長  中林 俊 (～ 6月 )

柳原 知朗 (7月 ～)

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  大塚 雄史    調 査 員  江川 幸子 (調査担当)

事 務 局 長  佐藤千代光    嘱 託 貝  宮本亜希子

調 査 係 長  中尾 秀信
。平成 8年度 (米坂古墳群発掘調査 )

〈事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富 (～ 4月 )文 化財室長  岡崎雄二郎

原  敏  (5月 ～)文 化財係長  中尾 秀信

教 育 次 長  石田 博

生涯学習課長  松本 修司

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  大塚 雄史    調 査 員  江川 幸子 (調査担当)

事 務 局 長  板垣 信治   嘱 託 員  松下 剛

調 査 係 長  瀬古 諒子
・平成 9年度 (米坂古墳群・柴尾遺跡発掘調査 )

く事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  原  敏     文化財室長  岡崎雄二郎

教 育 次 長  田中寿美夫    文化財係長  中尾 秀信

生涯学習課長  谷 正次

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  大塚 雄史    調 査 員  江川 幸子 (調査担当)

事 務 局 長  板垣 信次    嘱 託 員  藤原 堅

調査 係 長  瀬古 諒子



・平成 10年度 (報告書作成事業 )

〈事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  原  敏     文化財室長  岡崎雄二郎

教 育 次 長  田中寿美夫    文化財係長 (主幹)吉 岡 弘行

生涯学習課長  谷 正次

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  宮岡 寿雄   調 査 係 長  瀬古 諒子

専 務 理 事  北村 悦男   調 査 員  江ナ|1幸子

事 務 局 長  柳浦 孝行    嘱 託 員  藤原 堅

なお、大井 2期地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業にかかる発掘調査の調査体制は、下

記のとおりである。

依頼者 島根県松江農林事務所
。平成 2年度 (岩汐峠遺跡試掘調査 )

〈事務局 。実施者〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    文化財係長  岡崎雄二郎

教 育 次 長  北村 悦男   主   事  昌子 寛光 (調査担当)

社会教育課長  杉原 精訓    主   事  寺本 康
・平成 4年度 (岩汐遺跡発掘調査 )

〈事務局 。実施者〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富    主   事  昌子 寛光 (調査担当)

生涯学習部長  松尾 光浩    主   事  金山 正樹

文 化 課 長  中西 宏次    嘱 託 員  富田 茂雄

文化財係長  岡崎雄二郎
・平成 5年度 (岩汐峠遺跡発掘調査 )

〈事務局〉松江市教育委員会

教 育 長  諏訪 秀富   文化 課 長  村松 榮

生涯学習部長  中西 宏次    文化財係長  岡崎雄二郎

文化 課 長  村松 榮

文化財係長  岡崎雄二郎

く実施者〉財団法人松江市教育文化振興事業団

理 事 長  吉岡 俊雄    調 査 員  江川 幸子 (調査担当)

事 務 局 長  日高 稔夫    嘱 託 員  伊藤 巌

調査 係 長  中尾 秀信 ′



4.発掘調査の実施および報告書作成にあたっては、下記の方々より多大なご教示、ご協力をいただ

いた。記して感謝の意を表したい (敬称略、順不同 )。

渡部貞幸 (島根大学法文学部教授 )、 井上貴央 (鳥取大学医学部教授 )、 西尾克巳 (島根県埋蔵文化財

調査センター)、 内田律雄 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 足立克巳 (島根県埋蔵文化財調査セン

ター)、 丹羽野裕 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 広江耕史 (島根県埋蔵文化財調査センター )、

錦田剛 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 椿真治 (島根県埋蔵文化財調査センター主事 )、 深田浩

(島根県埋蔵文化財調査センター主事 )、 柳浦俊― (島根県埋蔵文化財調査センター主事 )、 中原斉

(′鳥取県埋蔵文化財センター)、 木原光 (益田市教育委員会 )、 入江強― (西尾農免農道期成同盟会会

長 )、 中村唯史

5。 井上貴央氏 (′鳥取大学医学部教授)には遅倉横穴墓出上の人骨取 り上げををお願いして、貴重な

稿をいただき、本書に掲載した。

6.本書の作成には下記の者が携わった。

(遺物実測)荻野哲二 (松江市教育委員会嘱託員 )、 遠藤正樹、井上、藤原、江川

(表作成)三 代梨沙、青山悦朗

(浄 書)青 山、藤原、江川

(拓 本)荻 野、藤原、江川

7.本書に掲載した遺物写真は、島根県埋蔵文化財調査センターの撮影場を借用し、石川崇の指導を

得て江川が撮影した。

8.本書の執筆、編集は江川がおこなった。

9.出土遺物は松江市教育委員会生涯学習課文化財室で保管している。
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(下 )

図版74(上 )
(下 )

図版75(上 )
(中 )

(下 )

図版76(上 )
(中 )

(下 )

図版77(上 )
(中 )

(下 )

図版78(上 )
(中 )

(下 )

図版79(上 )
(中 )

(下 )

図版80(上 )
(中 )

(下 )

図版81(上 )
(中 )

(下 )

図版82(上 )
(中 )

(下 )

図版83(上 )
(中 )

(下 )

図版84(上 )
(中 )

(下 )

図版85(上 )
(中 )

(下 )

図版86(上 )
(中 )

(下 )

図版87(上 )
(中 )

(下 )

図版88(上 )
(中 )

(下 )

図版89(上 )
(中 )

(下 )

図版90(上 )
(下 )

7号墳残丘・主体部検出状況
9号墳残丘・主体部検出状況
10号墳周溝検出状況
11号墳残丘 。主体部検出状況
12号墳残丘・主体部検出状況
重機を利用した北西斜面の調査風景

1号墳墳丘南北セクション

1号墳周溝西側セクシヨン
1号墳周溝内遺物出土状況
2号墳墳丘東西セクション
2号墳周溝西側セクシヨン
2号墳周溝内遺物出土状況
2号墳周溝内遺物出土状況
8号墳周溝西側セクション
3号墳周溝内土器出土状況
3号墳主体部遺物出土状況
3号墳主体部平面プラン
3号墳主体部完掘状況
4号墳墳丘南北セクシヨン
4号墳主体部検出状況
4・ 5号墳間周溝内紡錘車出土状況
5号墳墳丘東西セクション
5号墳墳丘南北セクション
5号墳周溝西側セクション
5号墳主体部の石、遺物散乱状況
5号墳主体部と石の出土状況
5号墳主体部完掘状況
6号墳周溝南側セクシヨン
7号墳墳丘南北セクション
7号墳周溝南側セクシヨン
7号墳主体部検出状況
8号墳墳丘
1～ 7号墳墳丘除去後全景
9号墳墳丘南北セクシヨン
9号墳周溝内遺物出土状況
9号墳主体部完掘状況
10号墳周溝セクション

11号墳墳丘南北セクション

11号墳主体部完掘状況

12号墳墳丘南北セクション

12号墳墳丘東西セクション

12号墳周溝東側セクシヨン

12号墳主体部の石材出土状況

12号墳主体部の石一次除去後

12号墳主体部白色粘土検出状況

12号墳主体部完掘状況

12号墳周溝内遺物出土状況

埋葬施設A検出状況
埋葬施設B蓋石検出状況
埋葬施設B完掘状況
埋葬施設B完掘状況 (北西より)
埋葬施設CoDoE検出状況(東より)
埋葬施設 C・ DoE検 出状況 (北 よ
り)



図版91(上 )埋葬施設C蓋石検出状況
(中 )埋葬施設C蓋石一次除去後
(下 )埋葬施設C蓋石・須恵器床除去後

図版92(上 )埋葬施設C石棺内遺物出土状況
(下 )埋葬施設C石棺基礎石

図版93(上 )埋葬施設D検出状況
(下 )埋葬施設D玉類出土】犬況

図版94(上 )埋葬施設D重出土状況
(中 )埋葬施設D西側側石
(下 )埋葬施設D東側側石

図版95(上 )埋葬施設E供献土器出土状況
(下 )埋葬施設 E蓋石検出状況

図版96(上 )埋葬施設E蓋石以下の土層
(中 )埋葬施設 E小口石と平面プラン
(下 )埋葬施設E床面遺物出土状況

図版97(上 )埋葬施設F蓋石検出状況
(中 )埋葬施設F蓋石一次除去後
(下 )埋葬施設F床石検出状況

図版98(上 )埋葬施設 F掘 り方検出状況
(下 )埋葬施設G検出状況

図版99(上 )埋葬施設H蓋石検出状況
(中 )埋葬施設H石棺内セクション
(下 )埋葬施設H完掘状況

図版100(上 )米坂古墳群作業風景
(下 )現地説明会風景

図版101 1号墳周溝出土遺物
2号墳周溝出土遺物
2号墳南側平坦面出土鉄製品
3号墳主体部出土遺物

図版102 3号墳周溝及び周辺出土遺物
5号墳主体部出土遺物
4。 5号墳間出土紡錘車
9号墳周溝出土遺物

図版103 9号墳南西平坦面出土遺物
9号墳南西平坦面出土鉄鉾

図版104 10号墳周溝出土遺物
12号墳周溝出土遺物
12号墳周辺出土土器
埋葬施設D出土遺物集合写真

図版105 埋葬施設 C主体部出土遺物
埋葬施設D屍床土器

図版106 埋葬施設D屍床土器
図版107 埋葬施設D屍床土器 (上より)
図版108 埋葬施設D屍床土器 (上より)
図版109 埋葬施設D屍床土器 (上より)

埋葬施設D出土玉類
埋葬施設D出土土器

図版110 埋葬施設E主体部床面出土土器
埋葬施設E供献土器
埋葬施設E主体部床面副葬の刀子
米坂古墳群出土石器

図版111 米坂古墳群出土鉄製品X線写真
図版112(上 )柴尾遺跡遠景

(下 )柴尾遺跡近景

(上 )T-1完 掘状況
(中 )T-1セ クション
(下)T-1セ クション (一部 )
(上)T-1杭 出土状況
(中 )T-2完 掘状況
(下 )T-2セ クション
(上 )T-3完 掘状況
(中 )T-3セ クション
(下 )柴尾遺跡 トレンチ配置状況
(上 )岩汐遺跡遠景
(下 )岩汐遺跡近景
(上 )T-2完 掘状況
(中 )lG完 掘状況
(下 )lG西 壁セクション
(上 )T-1西 壁セクション (部分 )
(中 )2G完 掘状況 (北より)
(下 )2G完 掘状況 (東より)
(上 )2G西 壁セクション
(中 )3G完 掘状況 (東より)
(下 )3G完 掘状況 (西より)
(上 )T-2西 壁セクション (部分 )
(中 )3G西 壁セクション
(下 )4G西 壁セクション
岩汐遺跡T-1出 土遺物
岩汐遺跡T-2出 土遺物
岩汐遺跡T-2出 土遺物
岩汐遺跡T-3出 土遺物
岩汐遺跡 lG出土遺物
岩汐遺跡 2G出土遺物
岩汐遺跡 3G出土遺物
岩汐遺跡 4G出土遺物
岩汐遺跡 5G出土遺物
(上 )岩汐峠遺跡遠景 (東より)
(下 )岩汐峠遺跡近景 (西より)
(上 )礫石経塚検出状況 (南より)
(下 )礫石経塚検出状況 (西より)
(上 )経石出土状況
(中 )経石の選別作業風景
(下 )D区完掘状況
礫石経塚出土中世土師器

礫石経塚出土古銭

礫石経地塚出土経石集合写真

経石 (I)
経石 (Ⅱ )

経石 (Ⅲ )

経石 (Ⅳ )

経石 (V)
経石 (Ⅵ )

経石 (Ⅶ )

岩汐峠遺跡A区出土遺物

図版113

図版114

図版115

図版116

図版117

図版118

図版119

図版120

図版121

図版122

図版123

図版124

図版125

図版126

図版127

図版128

図版129

図版130

図版131

図版132

図版133

図版134

図版135

図版136

図版187



第 I章 調査に至る経緯と経過
島根県松江農林振興センターでは、昭和61年度において朝酌町から西尾町をつらぬき西川津町に至

る農道建設として「西尾地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業」を計画した。これにともな

い松江市教育委員会が、昭和61年、62年度、平成 2年度に建設予定地内の埋蔵文化財の分布調査及び

試掘調査を実施した結果、古墳群、横穴墓群、遺物散布地など合計 7カ所の遺跡を発見し、それぞれ

「藤谷A遺跡」、「藤谷B遺跡」、「遅倉横穴墓群」、「安蔵主遺跡」、「米坂遺跡」、「米坂古墳群」、「柴尾

遺跡」と呼称することとした。

その後の協議の結果、遺跡の現状保存が困難であることから工事着工前に発掘調査を実施すること

となり、工事の進度にあわせながら平成 2年度の「藤谷A・ B遺跡」を始めとして平成 9年度の「柴

尾遺跡」まで、実質 6年間の歳月をかけて発掘調査を実施した。なお、現地における発掘調査は平成

4年度までは松江市教育委員会が実施し、平成 5年度以降は財団法人松江市教育委員会が実施した。

以下、簡単に概略を記す。

平成 2年度の「藤谷A・ B遺跡」調査では若干の土器片が出上したのみで遺構は検出できなかった。

同年度の「遅倉横穴墓群」調査では、須恵器が表採されたためトレンチ調査を実施した結果、横穴墓

群が存在することが明確となった。その後、電気探査調査により、建設予定範囲内に約16穴の横穴墓

が分布している可能性が指摘されたため、島根県松江農林振興センターと協議をおこなった結果、工
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事の設計変更をおこない、斜面の上半分を現状保存し、下半分について全面調査を実施することに決

定した。

平成 4年度の「安蔵主遺跡」調査では、砕片化した土器片がまとまって出土したが、明かな遺構は

検出されなかった。土層観察の結果、遺物は客土層の中から出土していることから、トレンチ調査の

みで調査を終了した。

平成 5年度の「米坂遺跡」調査では、地表面における土器片の散乱が著しく遺構の存在がほぼ確実

であったため、 トレンチ調査を実施して遺跡の広がりを確認して本調査の範囲をしばり込むことを目

的とした。

平成 6年度の「米坂遺跡」調査では、前年度調査の結果を受けて全面調査を実施した。その結果、

古墳時代後期初頭から半ば頃の住居跡を検出した。

平成 7年度の「遅倉横穴墓群」調査では、平成 2年度の調査結果をふまえて開発斜面全面調査を実

施した。その結果、出雲地方横穴墓導入期の横穴墓を含む 5穴の横穴墓を検出した。そこで、さらに

島根県松江農林振興センターと協議した結果、再度工事の設計変更をして 2穴が保存されることとなっ

た。

平成 8年度の「米坂古墳群」調査では、当初 6基の古墳調査を予定していたが、実際に伐開をおこ

なったところ 9基の古墳が確認されたため、西側半分は次年度にまわし、東狽1半分について全面調査

を実施した。また、墳丘半分が開発範囲にかかっていた 1基については、協議の結果、設計変更をお

こない保存することとなった。調査の結果、古墳時代中～後期の古墳 6基 と墳丘を持たない埋葬施設

7基を検出した。

平成 9年度の「米坂古墳群」調査では、前年度に残した西側半分について調査を実施した。その結

果、古墳時代中～後期の古墳 3基を検出した。また、「柴尾遺跡」調査では、最初におこなった トレ

ンチ調査で土層を観察したところ農道予定地内に遺跡の存在を示す状況が認められなかったこと、流

れ込みの遺物も皆無であったことから全面調査には至らなかった。

以上が、「西尾地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業」にかかる発掘調査の経緯と経過で

ある。 7遺跡について発掘調査を実施したわけであるが、農道設計段階から埋蔵文化財包蔵地をでき

るだけ避け、発掘調査の開始直後や終了後においても最大限に遺跡を現状保存するように協議をおこ

ない、実現化できたことはたいへん喜ばしいことであった。

なお、本書では、上記の農道整備に先だって実施した「大井 2期地区農林漁業用揮発油税財源身替

農道整備事業」にかかる発掘調査の成果も掲載した。これは島根県松江農林振興センターが昭和 59

年度に策定した農道整備事業で、平成 2年度に松江市教育委員会が埋蔵文化財の分布調査を実施し、

「岩汐遺跡」「岩汐峠遺跡」の 2カ所の遺跡を発見し、発掘調査を実施したものである。

「岩汐遺跡」は、松江市教育委員会が平成 4年度に発掘調査を実施し、遺構は検出されなかったが、

古墳時代を中心とする大量の遺物が出土している。

「岩汐峠遺跡」は、財団法人松江市教育文化振興事業国が平成 5年度に発掘調査を実施し、経塚を

検出したものである。
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位置と環境

「西尾地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業」による農道建設は、朝酌町から西尾町を経

て西川津町へ続くもので、和久羅山南麓のこのルートは、奈良時代に編纂された F出雲国風土記』に

記載のある、朝酌渡から島根郡家に続き隠岐国へ至る通路、「柾北道」と一部並走し、一部重なって

いると推定される!)「柾北道」は律令時代に官の道として制定されたものであるが、隠岐国は黒曜石

の産地であり、先土器時代から本土との交流があったこや、地形上の制約から考えてもその道ははる

か昔から人々に利用されてきた道であったに違いない。

今回の調査に協力していただいた作業員の 1人から、「幼少時に持田町に住んでいた頃、米坂越え

を歩いて矢田の渡しで舟に乗って、武内神社 (八幡町)にお詣りしていた。車が無かった頃はそれが

当たり前だったよ」という話しを聞いた。なんと「柾北道」が20世紀半ば迄主要道として利用されて

いたとは、驚きであると共に改めて歴史の面白さを痛感した次第である。

さて、西尾町は、和区羅山から派生する多数の低丘陵とその間の谷からなる、おだやかな地形を呈

している。低丘陵や緩斜面、適度な平地、南面する大橋川は人間の生活にとってたいへん好都合な場

所と思われる。

周知の遺跡は廟所古墳と観音山古墳 (いずれも一辺30mの方墳)2基と少ないが、それはこの場所

がこれまで大きな開発にさらされていないという好運のせいであろう。今回の調査によって古墳時代

中期から後期後期半ばにかけての住居跡、古墳群が発見されたように、地面下に埋もれている遺跡数

はまだまだ多いと推察される。

朝酌町は西尾町の東隣に位置する。南北に細長い谷が走り、平地部分は少ないが、そのわりには古

墳時代後期後葉から律令時代を中心とする周知の遺跡数が多い。

現時点で知られている集落跡は少なく、遺物散布地として西尾町との町境付近の新山遺跡、松力崎

遺跡程度だが、これは氷山の一角であろう。一方、古墳の数は多く、特に横穴式石室を内部主体に持

つ古墳が非常に多い。大橋川沿いの丘陵上には全長62mを測る前方後円墳の魚見塚古墳が位置するほ

か、墳丘は失っているが、整美な石棺式石室を内部構造に持つ朝酌岩屋古墳が、首長墓的な存在で、

古墳時代後期における大豪族の存在を物語つている。

また、小規模古墳の数が非常に多く、谷の西に位置する廻原丘陵には廻原古墳群があり、30余基の

古墳が分布していたと伝えられている。戦後の開墾によってほとんどが消滅しているが、現在でも石

棺式石室を持つ古墳 1基、天丼石が露出している古墳 2基が確認できる。開墾時に出土した遺物や丘

陵上に散乱する土器片から、古墳時代後期後葉以降に群集墳的に築かれたものと推察される。周辺に

は朝酌小学校校庭古墳や朝酌み小学校前古墳がある。また、遅倉横穴墓群の北東100mの丘陵上に

は、 5基からなる九日宮古墳群が築かれている。 3基については内部主体が石棺式石室であることが

知られている。さらに、これらの古墳とは谷を挟んで東側丘陵には 3基からなる荒神谷古墳群、 2基

からなる朝酌上神社古墳群、三王谷古墳が分布している。朝酌地区の古墳で特徴的なことは、内部主

体に石棺式石室を持つものが多いということであろう。
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大井町は朝酌町の東隣に位置する。近年の干拓によって平地が広がっているが、それまでは中海に

面する丘陵と丘陵間の谷地形がほとんどを占めていた。

ここは、『出雲国風土記』にも「大井浜。………又、陶器を造れり。」と記されているように、古代

における出雲地方の代表的な須恵器生産地で、特に6世紀後半から奈良期にかけては、出雲地域の須

恵器生産をすべてまかなう大生産地であった。現時点で須恵器窯として知られている遺跡は7カ所で、

窯数がわかっているのは3遺跡、合計 9基を数えるが、発見されていない窯数はかなり多いものと推

測される。また、須恵器工人に関係が深いと思われる住居跡がイガラビ遺跡や薦沢A遺跡、別所遺跡

で見つかっている。古墳の数も多く、別所古墳、8基からなるイガラビ古墳群|)2基からなる池ノ奥

古墳群、 5基からなるイズキ山古墳群などが知られている。いずれも、古墳時代後期以降の横穴式石

室を内部主体に持つ小規模古墳である。

ここで興味深いことは、大井町と朝酌町ではほぼ同時期の小古墳が多数分布しているのに、朝酌町

に多く見られる石構式石室を内部主体に持つ古墳が、大井町では少ないということである。どういう

わけか、石棺式石室を持つ古墳は大庭町周辺、朝酌町周辺、持田町周辺に集中して分布しており、こ

れらの地域は、「柾北道」の道筋と一致するのである。少々道筋からそれたようだが、このことは朝

酌地区を語るうえで重要な意味をもつものと考える。

以上では今回の調査場所全域を対象とした、おおまかな位置と環境を記した。詳細は各遺跡ごとに

後述することとする。

註(1)服部旦「朝酌地区と『出雲回風土記』」『島根の古代文化第 1号』島根県古代文化センター (1993年 )
(2)「魚見塚古墳」『八雲立つ風土記の丘』No140島根県立八雲立つ風上記の丘 (1996年 )
(3)東森市良「朝酌みの古墳文化」『松江市立女子高等学校研究紀要第1号』(1970年 )
(4)「イガラビ遺跡」『島根県松江市松江東工業団地内発掘調査報告書』(1990年 )

1 柴 尾 遺 跡 4 安 蔵 主 遺 跡 7 藤 谷 A遺 跡
2 米 坂 古 墳 群 5 藤 谷 B遺 跡 8 岩 汐 峠 遺 跡

3 米 坂 遺 跡 6 遅 倉 横 穴 墓 群 9 岩 汐 遺 跡

(番号は第 2図に対応する)
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第Ⅲ章 調査報告

「西尾地区農林漁業用揮発油税財源身誉農道整備事業」にかかる事前発掘調査として、遅倉横穴墓

群、藤谷A遺跡、藤谷B遺跡、安蔵主遺跡、米坂遺跡、米坂古墳群、柴尾遺跡について調査を実施し

た。その結果として、横穴墓群、遺物散布地、住居跡、古墳群といった多彩な遺跡の調査成果を得る

ことができたので、報告する。

また、前記の事業に先立つ「大井 2期地区農林漁業用用揮発油税財源身替農道整備事業」にかかる

事前発掘調査として、岩汐遺跡、岩汐峠遺跡について発掘調査を実施しており、その結果、遺物散布

地、礫石経塚の調査成果を得ているので、これらについても報告する。

ここに報告する調査成果は、大井町から朝酌町を経て西尾町まで、『出雲国風土記』に記された朝

酌郷を、大橋川とほぼ平行に横断して調査をおこなったもので、この地域に関して良好な考古資料が

得られたと確信している。この資料を様々な面で活用していただけることを願つている。

査 遺 跡 一 酸見 表調

遺  跡  名 遺跡の種類 時  代 備 考

遅倉横穴墓群 横 穴 墓 古墳時代後期
5穴調査。

山陰初現期タイプの横穴墓検出。

藤谷 A遺 跡 散 布 地 古墳時代 。現代 遺構は検出されなかった。

藤 谷 B遺 跡 散 布 地 古墳時代・現代 遺構は検出されなかった。

安 蔵 主遺 跡 散 布 地 古墳時代中期～現代
客土中から遺物が出土。

遺構は検出されなかった。

米 坂 遺 跡 住 居 跡 古墳時代中期～後期 堀立柱建物の住居跡検出。

米坂古墳群 古 墳 群 古墳時代中期～後期
古墳12基 と墳丘を持たない埋葬施設 8基

を検出。

柴 尾 遺 跡 調査区内に遺跡は存在しなかった。

岩 汐 遺 跡 散 布 地 古墳時代後期～平安
遺構は存在しなかった。灰原関係の遺物

を含む多量の遺物が出土っ

岩 汐 峠 遺跡 経  塚 戦国時代末期 礫石経塚を検出
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遅倉横穴墓群

位置と環境

遅倉横穴墓群は、松江市朝酌町字遅倉1173-11こ所在する。

そこは和久羅山から派生する低丘陵先端部の南面する急傾斜地で、調査前は雑木林であった。遺跡

の南側は東西に細長い谷になっており、現在は水田耕作がおこなわれている。

朝酌町一帯の上質は赤土主体で、これまでは横穴墓は存在しないだろうと言われてきたが、今回の

調査で初めて大横穴墓群が存在することがわかった。

遅倉横穴墓群周辺の遺跡を概観すると、古墳時代後期を中心とする遺跡、とりわけ小古墳の数が非

常に多い。遅倉横穴墓群から谷を挟んで200m南方の丘陵上には廻原古墳群があり、現在は 3基 しか

残っていないが、かつては30基を越える古墳が分布していたという。また、北方100mの丘陵上には

九日宮古墳群があり、 5基の古墳が分布している。両古墳群とも7世紀代の古墳と推測されており、

遅倉横穴群よりやや新しい築造であるが、遅倉横穴墓群はこれらの古墳群の先駆け的存在で、 7世紀

代にはいると、遅倉横穴墓群周辺は一大墓域の様相を呈しているのである。これらの一大墓域を築い

た人々の居住地域については明確となっていない。

＼

勤
＼
＼

竜どザ普

100m

第 3図 遅倉横穴墓群周辺地形図
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調査の概要
遅倉横穴墓群は、分布調査をおこなった際に凹状地形が見られたため、平成 2年度に試掘調査およ

び電気探査調査を実施した結果、横穴墓群の存在が明確となったものである。

調査は、平成 7年 4月 25日 から同年10月 19日 まで、実質80日 間をついやして、開発区域全面の約50

0ポについて実施した。調査地は、急勾配の斜面である上、南面する道路は往来のある農道で、農道

の向こうは耕作中の田国であった。したがつて、廃土は上方から少しずつ慎重に道路上に落とさねば

ならず、その都度重機で廃土を遠隔地へ運び去る作業を繰り返し、廃土処理の面で非常に神経を使う

調査となった。

調査は、まず存在が確認されていた 1号横穴墓周辺から開始した。 1号横穴墓は玄門部から玄室ま

で天丼部がすべて大きく崩落しており、崩落上の除去作業には 1週間を費やした。 1号横穴墓の墓道

検出時に、東側で 2号横穴墓の墓道堆積土や遺物が確認された。 2号横穴墓は比較的玄室内の流入土

が少なく、調査区内では唯一人骨が遺残する横穴墓であった。

1号横穴墓の西側上方と、 2号横穴墓東側にも、横穴墓の墓道特有の弓なり状黒色土が検出されて

横穴墓の存在がわかったが、開発範囲からわずかに外れていたため調査は実施しなかった。

調査区の上方では、 1、 2号横穴墓の 2穴について調査をおこない、少しずつ地山検出を下方に広

げていった。その結果、電気探査で4カ所の空洞が推定されていた調査区西側半分からは遺構は検出

されず、調査区東側で試掘調査の結果でその存在がすでにわかつていた 3、 4、 5号横穴墓について

の発掘調査を実施した。

調査区の地山は、軟石を多く含む赤土で、 2号横穴墓を除いては天丼部の崩落が著しく、残念なが

ら遺構の残存状況はきわめて悪かったが、反面、横穴墓掘削者の高い技術力に敬服した次第である。

なお、本書での横穴墓部分名称は、第 4図のとおりとする。

玄  室
|

第 4図 横穴墓の呼称
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1号横穴墓
1号横穴墓は調査区のほぼ中央上方に位置しており、標高は26～ 27mを測る。玄室の天丼が落盤し

て空洞ができていたため、分布調査の時点でその存在が確認されていた。

・墓道 (第 6図 )

墓道は狭長で、幅は前端側で50clll、 中央部で60cln、 閉塞側で75cIIl、 長さは4.4mを測る。高さは墓

道奥壁の残存部分で1.5mを測り、床面は閉塞部に向かって高く傾斜している。

2800m

2800m

27.00m

D′

0              2m

第 6図  1号横穴墓遺構実測図
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閉塞部直前では、地山を長さ65cm、 高さ12cmに小高く削り残しており、中央部には閉塞部から続 く

排水溝を設けている。

・墓道内の上層 (第 8図 )

地山直上には、軟質の地山石を多量に含んだ濁褐色土層 (27層 )が、かなり広範囲に広がっている。

この層に含まれる石は大小様々であるが、大きいものでは80cmを こえ、一次閉塞に利用されていたも

のと考えられる。閉塞部付近では、27層の上にふかふかした褐色土 (22層 )や明褐色土 (21層 )が盛

られている。これらは二次閉塞時の盛り上であろう。その上には黒色土 (19層 )が堆積している。こ

の黒色土中からは土器類が多数出土した。黒色土より上の上層は自然堆積によるものであろう。した

がって、 1号横穴墓は、初葬後少なくとも1回は開口があつたものと考えられる。

・閉塞部 (第 6図 )

主軸に対して直交する方向に溝が掘られている。溝幅は30～ 40cmで、深さは20cm前後である。閉塞

材は現存しなかったが、墓道の21層、22層の閉塞部側の端が斜めにきれいにそろっていることから、

板材のような有機物が利用されていたと思われる。

・墓道遺物出土状況 (第 9図 )

墓道床面直上から出土した遺物は、14-5、 6、 7、 2の須恵器の蓋郭で、いずれも閉塞部に近い

場所から出土した。そのほかは、50～ 60cm上方の黒色土中からの出土した。完形で出土したものは少

なく、15-1は 口縁部をドーナツ状に欠損しており、故意的に害Jら れたような状況であった。

・玄門部 (第 6図 )

羨道部は無く、玄門のみで墓道と玄室を繁いでいる。

玄門部は墓道より1段高く作られており、長さ90m、幅は閉塞部側で45cm、玄室側で60cmを 測る。天

井が崩落しているので高さは不明である。断面は丸みを帯びた加工で、床面と壁面の境界は明瞭でな

い。床面中央部には玄室から閉塞部へ続く排水溝が掘られている。排水溝は、幅約10cm、深さ約 5針を

測る。
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・玄室 (第 6図 )

玄室の平面は不整形で、左側が角丸方形、右側が半円形を呈し、奥行き2.lm、 最大幅2.4mを測る。

天丼は崩落しており高さは不明であるが、床面から立ち上がる稜線は無く、おそらく低いドーム状で

あったと思われる。床面はやや奥壁側が高いが水平に近い。周縁には排水溝が巡り、主軸上にも左右

を分かつように排水溝が掘られている。

この玄室は、明らかに左側の屍床を重視した作 りで、左側の屍床は角丸方形を呈し、奥行き1.8m、

最大幅1.2mを測る。これに対 し、右側の屍床は楕円形を呈し、排水溝の作 りも粗雑で、奥行き15m、

最大幅0.7mを 測る狭い不整形な作 りである。

玄室掘削時の工具痕を観察すると、刃先がコの字形の工具を使用し、刃先全面ではなく刃先の約半

分を壁面に押し当てて、引っ掻くように掘削した痕跡がうかがえる (第 7図 )。 それは、この横穴墓

が掘られた場所の上質が、水分を多く含有する赤土の中に大量の軟質地山石を含んでいるため、力任

せに軟石を砕きながら横穴を穿とうとした結果と推察される。

・玄室内遺物出土状況 (第 9図 )

左側屍床は、須恵器の甕片がまばらに敷かれた須恵器床である。この甕片を復原すると2個体の大

甕 (12図、13図 )が使用されていることがわかったが、口縁部分は屍床には使われてはおらず墓道周

辺から散在して出土した。また、短頚壼 (10-9)も 出土したがこれも口縁部分は故意的に打ち欠か

れていた。葬送時に器物の口縁部を欠くという行為は、一般的に見られるが、この横穴墓では屍床大

甕の口縁部についてもこだわっていたようである。蓋杯は、蓋は正位置で、イはすべて上下逆位置で

出上した。

2800m

1.濃褐色土
2掲色土
3暗褐色土
4 しまった暗褐色土
5(廃土 )
6淡黒色土
7淡黒褐色土
8軟質の地山石を含む
褐色上
9濃褐色土
10褐色土
11 黒褐色土

淡褐色土
しまった濁褐色土
淡黒色土
ふかふかの濁黒褐色土
淡黒色土
黒色土 (やわらかい)
黒色土 (遺物を多く含む)
しまった暗褐色土
明掲色土
ふかふかした褐色土
軟質の地山層を多く含む褐色土

軟質の地山石
ふかふかした褐色土
ふかふかした濁褐色土
ふかふかした濁褐色土中に
軟質の地山層が多量に混じる
地山崩落土
ふかふかした黒色土

0                2m

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22
23

24
25
26
27

28
29

第 8図  1号横穴墓墓道セクション図
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不の10-7、 8は、位置が多少不自然であるが、枕として利用されていたものと考えられ、二時開口

の時に移動されたと思われる。屍床のほぼ中央部分からは鉄鏃 3点が出土した。

右側屍床は、床面直上から巨大な石を含めて多数の地山石が床面直上から出上した。これらの石は

中央部の排水溝の上にも位置していることから、一次閉塞後に天丼から崩落したものと思われる。二

次開口時にはこれらの石は除去せずに、周囲の土砂のみを除去したのであろう。また、この崩落石の
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第 10図  1号横穴墓玄室内出土土器実測図

第11図  1号横穴墓玄室内出土鉄製品実測図
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直上からは郭 1点 (10-5)が、上下逆位置で出土していることから、これは二次開口の時に左側屍

床から移動されたものと考えられる。崩落石の下からは遺物は出土しておらず、ここが屍床として利

用された痕跡は見られない。

・遺物

横穴墓からの出土遺物としては古いタイプの須恵器が多い。玄室内から出上した蓋杯の蓋は、口縁

端部の内面に若干段の痕跡が残 り、天丼部は明瞭な回転ヘラケズリを施している。杯は、立ち上がり

が内傾するが、やや高めで、底部は丁寧な回転ヘラケズリを施している。墓道床面直上から出土した

蓋杯もほぼ同様である。これらが初葬時の副葬品であろう。

第12図  1号横穴墓屍床大甕実測図 (1)
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また、少し新しいタイプの須恵器も出土しており、玄室出上の10図 4や墓道出上の14図 4、 10、 11、

16な どがそれにあたる。

屍床に使われた大姿は、 2点 とも口縁の立ち上がりが短いものである。窯の中では正立させたまま

底部を 3点で支えて焼成したらしく、 2点とも底部には等間隔に3カ 所のくばみが見られる。13図の

大甕は底部の変形やひび割れが著しく、実用品ではなかったと思われる。

0                    1 0cm

第13図  1号横穴墓屍床大甕実測図 (2)

鍾
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第14図  1号横穴墓墓道出土土器実測図 (1)
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10cm

第15図  1号横穴墓墓道出土土器実測図 (2)
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第16図  1号横穴墓墓道出土土器実測図 (3)
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2号横穴墓

0              2m

第17図  2号横穴墓遺構実測図
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軽t  .晋芦
(玄室右側壁 )(奥壁の小動物の爪跡 )
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ションを観察すると、初葬後の開口状況がよくわかる。

横断セクションの 7層、 8層 とそれ以降の香号の層が初葬時の埋上である。二次開口の際に掘った

部分は 6層 を含めてそれより小さい数字の層である。そして 6層 と6層に挟まれた部分を一旦埋め戻

しており、 3次開口のために掘られた部分が、 3～ 5層である。当然、三次開口後に埋め戻した層は

1～ 5層 ということになる。したがって、2号横穴墓は、初葬後に少なくとも2回は開口されている

と思われる。

・墓道遺物出土状況 (第 20図 )

墓道から出土した遺物は少なかった。床面直上からは杯 2点 (23-1、 2)が正位置で出土し、こ

れらが初葬時の供献遺物であろう。床面より少し浮いた位置からは耳環 (24-2)が出上した。追葬

時の掻き出し遺物であろう。墓道前端付近では奏片等がかなり浮いた位置から出土しており、追葬時

の掻き出しか、もしくは供献遺物と考えられる。

・閉塞部 (第 17図 )

墓道と羨道入り国の間に閉塞部が設けられている。溝状の掘り込みは無かったが、墓道と羨道の高

低差を25clllと 高くすることによって、閉塞材の固定を助けている。大きめの自然石が羨道内に流れ込

むような状況で出上しているが、数量の面からしてこれらの石材だけで閉塞ができたとは考えられな

いので、まず板材のような有機物で閉塞した後、さらに石材で固定をはかったと推察される。そして、

有機物の閉塞材が朽ちた段階で石材が羨道部に流れ込んだのが発掘時の状況であろう。

30.00m

1.濁掲色土
2黒色土
3.掲色土
4炭を含む暗褐色土
5.ふかふかの褐色土
6.地山石を含む淡褐色土
7.地山石を多く含む明褐色土
8地山石を海に合すュ掲負キ

9,橙色土         ~―
10地山層を含む橙色土
11.小地山石を含む淡褐色土
12大 きめの地山石を少々含む明褐色土

褐色土 13.小地山石を含む明褐色土

1.炭 を少々含む暗褐色土
2褐色土
3.炭を含む褐色土
4地山石を多く含む明褐色土

3000m 5.地山石を密に含む褐色土

- 6地
山石を少々含む掲色砂質土
7地山小石を含む明褐色砂質土
8地山小石を含む褐色砂質土
9褐色砂質土
10明褐色砂質土

11褐色土砂質
12.掲色土
13紫色粘質土
14.褐色土
15掲色砂質土
16.地山石を含む橙色土
17地山石を含む褐色土
18.濁掲色粘質土
19小地山石を含む明褐色土

旧

３

４
0                2m

第19図  2号横穴墓墓道セクション図
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第20図  2号横穴墓閉塞および遺物出土状況図
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・羨道部 (第 17図 )

墓道より20蝕高くなっている。幅は閉塞部側で約60m、 玄門側で80釦、奥行きは最長部で70clllを測

る。天丼は一部崩落しているが、残存部の高さは70cIIl弱 を測る。床面は墓道部側にやや高く傾斜 して

おり、墓道部右端から閉塞部中央にかけて、左側が高くなる段差が設けられている。前述したが、羨

道内には閉塞石が散乱しており、その下からは24-1と対になると思われる耳環 (24-1)が出土し

た。

・玄門部 (第 17図 )

墓道と羨道の主軸は玄門部入り口で西方に12度曲がっている。

玄門部は羨道よりやや高くなっており、幅は羨道側で60釦弱、玄室狽Iでやや広がり90釦、奥行きは

1.3m、 高さは80cm弱 を測る。床面は玄室側に高く傾斜 しており、玄室から続 く排水溝の端が一部か

かっているが、玄門部としての施設は見られない。

玄門部の土質は、地山内の軟質の礫が少なく、工具の刃先全面を利用して比較的スムーズに掘り進

んだようである。主軸の方位が変化したのは、この土質を追ったためかもしれない。

・玄室 (第 17図 )

玄室の平面は、主軸方向に長い角丸長方形である。幅は玄門狽1で 1.6m、 奥壁側で1.5m、 長さは 2

mを測る。床面は奥壁側が高く傾斜しており、周縁と主軸上には幅10cm、 深さ 5 cm前後の拶F水溝を掘

り、左右に屍床を作 り出している。天丼はアーチ形で最高部は1.25mを測る。床面から壁面に立ち上

がる稜線は無い。

玄室内はさらに加工し易い土質で、刃先がコの字形の工具を、下半部では斜め方向に、上半部では

上下方向にスムーズに操って加工している痕跡が認められる。

・玄室内遺物出土状況 (第 20図 )

玄室内は足の踏み場に困るほど、大量の須恵器、須恵器片が出上した。右側の屍床は基本的には須

恵器床であろうが、須恵器床にしては大きすぎる甕片が二重、三重に重なって出土した。また、それ

らの甕片の隙間から21-1、 4、 10、 12の須恵器が出土した。埋葬時の様子を想像すると、壁に立て

掛けられた甕片が 1点見られたことから、周囲の壁に甕片を立て掛けていたことも考えられるし、甕

片を掛け布団状に利用していたことも考えられる。また、追葬時に邪魔なものとして集積されたこと

も考えられよう。ただ、壁面に小動物の爪痕が残っていたので、遺物の在り方は埋葬時とは若干異なっ

ているという目をもって全体を見なければならない。

左側の屍床も基本的には須恵器床であろうが、右側に比べてやや甕片が少ない。ここには人骨が遺

残していたが、下顎骨のすぐ近くに大腿骨が位置しており、小動物の仕業であろうか、大きく原位置

を動かされた状況であった。

玄室内には左右を問わず、多量の須恵器の器物が出上した。21-14、 18は口縁部を打ち欠かれた状

態であった。須恵器以外では、刀子が2点出上した。

―-24-―
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1 0cm

第21図  2号横穴墓玄室内出土土器実測図
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遺物

玄室から出上した蓋杯は、

第23図

2号横穴墓墓道出土土器実測図

3形式に分かれる。第21図 を見ると、 1、 2、 3、 10、 11が 1グループ、

| 4、  5、  6、  7、  8、 12、 13が 1グルー

プ、 9、 14が 1グループである。遺物の

みからみても、初葬後 2回以上開口した

ことがうかがえる。

さて、玄室から大量に出土した甕片を

接合してみたところ、甕の形状を呈さず

(図版30)、 窯内で大きく焼き歪んで使い

ものにならない不良品を利用したことが

うかがえる。

5cm

‐
　
鰯罐
繭
罐
盟
留
Ｖ

第22図  2号横穴墓玄室内出土鉄製品実測図

≪ζつ》「 
∞
   《§ε》

-2に

第24図

2号横穴墓墓道出土青銅製品実測図

1  と :三 :::::::i::ここ こ と 、 3

第25図  2号横穴墓墓道下斜面出土土器実測図

＼
卓

一-26-―



祭祀状遺構 (第 26図 )
2号横穴墓の東の標高28.70mに は、東西 2m、 南北 lmを測る平坦面があり、約50clllの 石を挟ん

で蓋イが出土する場所があった。平坦面の存在から、祭祀状遺構としてとりあつかう。 2号横穴墓に

ともなうものか、その東に位置する未発掘の横穴墓にともなうものかは不明であるが、遺物 (第27図 )

を観察した限りでは2号横穴墓掘削以前のものと考えられる。

1、 2号横穴墓周辺について
と、 2号横穴墓の周辺からは多くの須恵器が出土した (第29図 )。 1、 2号横穴墓関連の上器も多

く混じっていると思われるが、 1、 2号横穴墓東西の未調査区に位置する横穴墓に関連する土器も混

じっていると思われる。

したがって、 1、 2号横穴墓周辺出土土器として図面を掲載する。個々の遺物についての詳細は後

頁の遺物観察表を参照されたい。

＜ヽＥ
Ｏ
め
∞
側
　
ミ

＜ヽ

′―
―

第26図 祭祀状遺構実測図

第27図 祭祀状遺構出土土器実測図

0              50Gn

0           5cm
崇

1
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第28図  1、 2号横穴墓間出土土器実測図

惟

Ч シ

第29図  1、 2号横穴墓周辺出土土器実測図

J粍
13
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3号横穴墓
3号横穴墓は 1号横穴墓より7m低い標高19,00mに 位置する。工事用の道を作る際に、切り通し

で弓なり状の黒色土が観察でき、遺物も出土していたため、分布調査の時点でその存在は確認できて

いた。

・墓道 (第 30図 )

工事用の道により、前端部分は失っている。

残存する墓道の幅は、先端部分で1.4m、 閉塞部側で1.lm、 長さは2.9mを 沢1る。墓道奥壁の高さは

1.5mを 測る。閉塞部の手前20～ 30cIIIの地点では、右側の壁がカギ状に10cIIl入 り込んで、疑似羨道部

のような形状を呈しているが、左壁には見られないため、墓道の一部として扱う。床面は、閉塞部に

向かってやや高く傾斜している。

・墓道内の土層 (第 32図 )

単純で、セクションからは二次開回の痕跡は認められない。

昂
‰
ぞ
m

3号横穴墓遺構実測図
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第30図
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・墓道遺物出土状況 (第 33図 )

遺物はたくさん出土したが、床面直上からは出

上しなかった。

遺物は、床面より20～ 30cln上方の、地山石を少々

含む暗褐色土の上面から出上した。蓋郭は無かっ

たが、それ以外のバラエテイーに富んだ器種の須

恵器が出土した。須恵器は転倒はしていたが、36-

3、 7、 9で顔著に見られるように、原位置を動

いていないかのような出土状況であった。これら

の土器を供献して祭祀をおこなった直後に、盛り

上で覆ってしまったのであろうか。

・閉塞部 (第30図 )

主軸と直交する方向に、幅10c・ l、 深さ 5 cIIlの溝

を掘っている。閉塞物を立て掛けるための溝と考えられるが、検出できた閉塞物は高く積まれた大小

の自然石のみであった。これらの石だけでも閉塞は可能と考えられるが、上部に若干の隙間が見られ

る。閉塞部に溝が掘られている以上、積み石は、板材等の有機質の閉塞物を固定するものであったと

思われる。なお、有機質の閉塞物が消滅していても、石積みは崩れることなく形状を保って現存して

いた。

・玄門部 (第30図 )

玄門部の幅は、閉塞側で70cll弱、玄室側で70cln弱、長さは85～ 90cm、 高さは60clnを 測る。数値から

もわかるように、天丼が非常に低く、調査時は四つん這いで出入りをした。床面は墓道よリー段高く

なっており、玄室側にやや高く傾斜していた。排水溝は主軸上に掘られているが、中央部分で一旦途

切れている。

1 地山石を密に含む掲色土
2地山石を密に含む暗褐色土
3.小 さい地山石を少々含む暗褐色土
4地山石を多く含む掲色土
5地山石を含む掲色土

2m

第32図  3号横穴墓墓道セクション図

(玄室左側壁 )

第31図  3号横穴墓壁面工具痕拓影
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。玄門部遺物出土状況 (第33図 )

閉塞部から30cIIIの場所に、下に大養片を敷いた甕が、正立した状態で左壁に接するように置かれて

いた。甕の口縁部は打ち欠かれている。また、その右奥には杯が正位置で置かれていた。奏や杯の中

には酒や食物が入れて供えられていたのであろう。

・玄室 (第 30図 )

土質の影響か、玄室の平面形は実に不整形である。幅は、玄門側で1.3m、 奥壁側で0.9m、 長さは

最長部で1.5mを 測る。周縁と主軸上には、幅10cIIl、 深さ 5 clll前後の溝が掘られているが、明らかに

右側の屍床に重点を置いた作りで、左側は溝の掘り方も粗雑である。右側の屍床は、幅60clll、 奥行き

1.4m強を測るが、玄門側の左角はカギ状に掘り下げられている。この掘り下げ部分は、玄門部の廷

長線上に当たるため、玄門部をここまで掘り進んだ段階で、後方に下がって右側壁を掘り広げて玄室

姦
34-2

34-6

34-7

/ゴ冥更ΞttΞラ托4-5

添
34-3

―
⌒

34-1

ジ 34司

雲  36-5

第33図  3号横穴墓閉塞および遺物出土状況図
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を形成したものと推察される。左側屍床は、幅40釦、奥行き90clnを測る。天丼はドーム形で、高さは

70cln弱 を測る、玄門部に続いて非常に低い作 りである。

玄室は玄門部同様、軟石を多く含んだ赤土という掘りにくい土質であるため、工具痕は顕著に残っ

ていない。赤土を崩さないように、軟石をこつこつと砕きながらゆっくりと掘り進んだのであろう。

・玄室内遺物出土状況 (第 33図 )

右狽Iの屍床は、基本的には須恵器床であろうが、すき間が多い雑な敷き方である。遺物は須恵器の

蓋杯のみで、いずれも口縁部を下に向けて置かれていた。

。遺物

玄門部と玄室から出土した須恵器は、第34図 7が若千新しい様相を呈しているが、ほぼ同時期と考

えて良いだろう。

1

1           3

0                    1ocm

第34図  3号横穴墓玄室内出土土器実測図
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玄室の屍床に使われた甕片を接合すると、ほぼ1個体ができあがった。この横穴墓では 1号横穴墓

とは異なり、口縁部も屍床の材料として使っていたようである。

なお、第36図 2の杯は、他の土器と比べてやや古い様相を呈しているが、かなり高い位置から出土

したもので、 3号横穴墓と直接結びつくものではないと思われる。

個々の遺物に付いては、後頁の出土遺物観察表を参照されたい。

第35図  3号横穴墓屍床大甕実測図
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3号横穴墓墓道出土土器実測図
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4号横穴墓
4号横穴墓は表土を剥いで初めてその存在がわかった横穴墓で、ちょうど3号横穴墓と5号横穴墓

の中間に位置している。レベルもほぼ同じで、標高は墓道前端部で18.50mを 測る。

・墓道 (第37図 )

墓道の幅は、前端部で1.lm、 閉塞部の40cIII手前で1.3m、 閉塞部側で0.95m、 長さは4.2mを測る。

墓道奥壁の高さは2.3mを 測る。 3号横穴墓と同様、閉塞部の40clll手前でカギ状に右側で15m、 左側

で25clxl入 り込んで、羨道部のような形状を呈しているが、奥行きが40clllしかないため墓道として扱う。

床面は、閉塞部に向かってやや高く傾斜している。

2000m

2000m

20.00m

2000m

/

第37図  4号横穴墓遺構実測図
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(玄室左側壁 )

1 地山石を多く含む暗褐色土
2褐色土
3赤褐色土
4暗褐色土
5大 きめの地山石を多く含む褐色土
6小さめの地山石を多く含む褐色土
7ふかふかした褐色土

第38図  4号横穴墓壁面工具痕拓影

細かい地山石を多く含む掲色土
細かい地山石を少々含む褐色土
サラサラした褐色土

第39図  4号横穴墓墓道セクション図

(玄室右側壁 )

・墓道内の上層 (第39図 )

7層は閉塞部を安定させるために、まず最初に盛られた層であろう。順次 8、 9、 6層 と盛り上し

ていった状況が見られ、セクションからは二次開口をおこなった痕跡はみられない。

・墓道内遺物出土状況 (第40図 )

遺物は、すべて 6、 7、 9層の上面から出上した。出上位置はどういう理由か、43-5、 7が閉基

部手前の左肩から出土しているのを除けば、すべて主軸ライン上から出上である。いずれも須恵器で、

器種はバラエテイーに富んでいるが、郭は無い。大きめの器種が目立ち、墓道前端付近から提瓶が 3

点出土した。43-5、 7以外は口縁部が打ち欠かれており、43-9の横瓶は胴部の一端が丸く穿孔さ

れていた。

・閉塞部 (第 40・ 41図 )

閉塞部には、主軸に直交する方向に幅20飢、深さ10cln弱の溝が掘られている。閉塞物を立て掛ける

ための溝と考えられるが、玄門部に石がなだれ込んでいる様子から、板材等の有機物で閉塞した後、

―一 カメ片

磐
43-8

-2000m横瓶
43-9
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第40図  4号横穴墓閉塞および遺物出土状況図
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さらに石材で固定したと推祭される。そして、有機質の閉塞材が朽ちた段階で、石材が玄門部になだ

れ込んだものと思われる。

石材を除去したところ、玄門部から閉塞部に続く排水溝上に、甕片を奥の方から順番に少しずつ重

ねて並べた溝蓋が出上した。

・玄門部 (第 37図 )

玄門部は、墓道より手段高くなっており、幅は閉塞側で70clll、 玄室側で90cIIl、 長さ13 0 cIIl弱を測る。

床面は玄室側にやや高く傾斜しており、主軸上には玄室から続くつF水溝が掘られている。閉塞部側で

溝蓋を検出したのは上記のとおりである。天丼部は崩落が著しいが、高さは約70clnである。断面は、

床面と壁の境界が明瞭で、カマボコ状を呈している。

・玄室 (第 37・ 38図 )

玄室は、 1号横穴墓によく似た不整形な形状で、左側が角丸方形、右側が半円形を呈し、最大幅2.

lm、 最大奥行き2mを測る。天丼は、高さ約80clnと 非常に低いドーム形である。

この玄室は、明らかに左側屍床のみを意識して作られており、幅10cIIl前後の排水溝は主軸上と左側

周縁に限って掘られており、右側周縁には見られない。また、屍床の奥行きを延ばすために、左側だ

け奥壁を断面カマボコ状に掘り進めている。左側の屍床は、幅75cm、 奥行き1.7mを 測る。

玄室の工具痕は、 1号横穴墓のものと近似している。

・玄室内遺物出土状況 (第40図 )

左側屍床は須恵器床である。42-1、 4は杯に蓋をした状態で出上したが、その他の蓋杯はすべて

口縁部を下にした状態で出上した。屍床の玄門側には、口縁を打ち欠いた大きめの提瓶が倒れており、

その右奥には高杯が倒れている。中央付近の溝を挟んだ右側からは魃と高郭が倒れて出土したが、こ

れらは左屍床の被葬者にともなう供献品であろう。

右側からは、42-8の長頸壷 1点が倒れて出上した。

第41図  4号横穴墓閉塞石下の排水清蓋検出状況図
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第42図  4号横穴墓玄室内出土土器実測図
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・遺物

須恵器の蓋を見ると、すでに肩部の稜線が消えかける時期のもので、玄室と墓道から出上した土器

に時期差は見られない。

屍床の甕片は、数個体の大甕の一部分ずつを持ち寄ったらしく、復原はできなかった。

個々の遺物に付いては、後買の出土遺物観察表を参照されたい。

10cm

第43図  4号横穴墓墓道出土土器実測図 (1)
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第44図  4号横穴墓墓道出土土器実測図 (2)
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5号横穴墓
5号横穴墓は 4号横穴墓の東に位置する。試掘調査の際に墓道の上層が検出され、大量の甕片が出

上した。標高は 4号横穴墓よりやや高く、墓道前端部で19.50mを測る。

・墓道 (第45図 )

墓道は、幅広で短い。幅は、前端部で1.8m、 閉塞部の約 lm手前で右壁がカギ状に入 り込み、ま

た左側も自然に入り込んで狭 くなり0.85m、 閉塞側で1.lmを測る。長さは3.2mを 測る。墓道奥壁の

高さは1,8mを測る。床面は閉塞部に向かってやや高く傾斜している。

2100m

0               2m

第45図  5号横穴墓遺構実測図
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・墓道内の上層 (第47図 )

閉墓石が地山に近いレベルでかなり手前まで散乱している様子から、あまり埋土をしていない時点

で 2度目の開口をしたと考えられる。 2度目の開口後の埋土は、 3～ 7、 12層であろう。また、2層

がそれより下の層を切って斜めに玄門部へと下がっていることから、これが 3度目の開口の痕跡であ

り、 2層が開口後の埋土と′まわれる。したがって、 5号横穴墓は、少なくとも初葬後2回は開口があつ

たものと判断される。

・墓道内遺物出土状況 (第 48図 )

閉塞石が散乱している周辺から、多数の土器が出土した。おそらく初葬時の遺物であろう。この中

で注目したいのは、52-11、 12の上師器の甕である。墓道から土師器の甕が出土したのは今回の調査

―-43-―



では初めてで、炭も出土したことから、墓前祭祀がおこなわれていたことがうかがえる。

また、 2層の下面近くからは、須恵器の奏片が大量に出土した (図版2Ц下))。

・閉塞部 (第45図 )

閉塞部には主軸と直交する方向に幅20硼前後、深さ 5 cln強の溝が掘られている。閉塞物を立て掛け

るための溝と考えられるが、閉塞物は板材等の有機物であったと思われ、現存しなかった。閉塞物を

固定するために大きめの石材を利用していたらしいが、石材は二次開口時に墓道面へ投げ散らかした

状況で出上した。

・玄門部 (第45図 )

玄門は、墓道よリー段高く作られている。幅は閉塞部側で lm、 玄門側で1,2m、 長さは1.lm弱 を

測る。天丼は崩落しており、高さ、形状とも不明である。この玄門部の床面は、玄室側にやや高く傾

斜しており、玄室の屍床の一部が延びて約70cm玄門部に入り込み、屍床部が途切れた地点でつ1水溝も

終結している。屍床が入り込んでない玄門部の奥行きは40cmを 測る。

・玄門部遺物出土状況 (第48図 )

玄門部の屍床上からは鉄製品が出土した。左側屍床の上には52-2の太刀が主軸に対して45度の角

度で刃先を玄室左側に向けて置かれており、51-1の太刀が51-2の太刀と交差するように、主軸に

対して20度の角度で鍔側を左側屍床に刃先を右側屍床の玄室狽1に向けて置かれている。両者が交差す

る地点には51-3の刀子も置かれている。以上の 3点は、地山直上に無造作に置かれたような状況で、
互いに銹着していた。

・玄室 (第45図 )

玄室の平面はほぼ正方形で、幅は玄門側で2m、 奥壁側で19m、 奥行きは2.2mを 測る。床面は奥

壁側にやや高く傾斜しており、周縁と主軸上には幅20cln前後、深さ 5 cm前後の排水溝を掘っている。

屍床は右側と左側に作られているが、前記したように、両屍床とも主軸側が舌状に玄門部に張り出す

21,00m

た暗褐色土

11       
＼`＼＼淋

大きめの地山石を含む掲色土
8掲色土
9.し まった褐色土
10小地山石を密に合む暗褐色土
11 細かい地山石を密に含むしまった暗掲色土
12ふかふかした褐色土
13地山石を多く含むふかふかした褐色土

第47図  5号横穴墓墓道セクショ

1 ふかふかした暗褐色土
2暗褐色土 (甕片含む)
3濁褐色土
4地山石を含む暗褐色土
5 地山石を含むしまった暗褐色土
6,大 きめの地山石を含む暗掲色土 0                 2m

ン図
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第48図  5号横穴墓閉塞及び遺物出土状況図
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第49図  5号横穴墓玄室内出土土器実測図 (1)
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特異な形状を呈している。右側屍床は、幅0,85m、 奥行きは張り出し部分で2.65m、 玄室内部分で 2

mを測 り、左側屍床は、幅0,9m,奥行きは張り出し部分で2.65m、 玄室内部分で 2mを 測る。天丼

は一部崩落しているが、高さ1.15mを測るドーム形である。玄室の四角からは稜線が立ち上がるが、

高さ70cm前後で消滅している。

玄室内の上質は、おおまかに表現すると下半部が岩で、上半部がやや軟質の赤土主体になっている。

掘削時の工具痕を観察すると、右側壁では、下半部は岩をこつこつと砕いており、上半部では刃先が

コの字状の工具でスムーズに掘削した様子がうかがえる。また、左狽1壁では、下半部と上部の岩をこ

つこつと砕き、その中間の軟質の赤土掘削には、刃部がやや九い鋤先状の工具を利用している様子が

うかがえる。このことから、横穴墓掘削時には、少なくとも2種類の工具を使用していたことがわか

る (第46図 )。

・玄室内遺物出土状況 (第48図 )

両屍床とも須恵器床であるが、甕片の敷き方は実にまばらである。墓道の 2層下面付近から大量の

奏片が出土したのは、根拠は無いが須恵器床の甕片を運び出したものかもしれない。

須恵器の器物は大量に出上したが、原位置を確実に保つものは50-4の甕くらいであろう。床面に

は天丼から落盤した石も多く、二次開口以降の際には、その石を除去せずに、落石の上にも須恵器を

置いたようである。

第50図  5号横穴墓玄室内出土土器実測図 (2)
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・遺物

玄室内から出土した須恵器は、第49図の16が新しい様相を呈しているほかは、あまり時期差が認め

られなかった。須恵器床の奏片は、多数の甕の破片を少量ずつ使用したらしく、ほとんど接合できな

かった。

第51図 1の太刀は、刃先を少々欠損するが残存長73.2clnを 測る。両端がやや尖った楕円状の鍔や、

長さ2.4clnの 目釘も残っていた。刃部には木質が錆ついて残っており、木製の鞘におさめられていた

ことがわかる。 2の太刀は、中子を久損するが、刃部の長さは39.5clllを測る。鍔は 1の太刀と銹着し

ており、細かい観察はできなかったが、X線写真を見た限りでは環状を呈していた。

0                      1 0cm

5号横穴墓墓道出土土器実測図 (1)

笏

'/
7ウIテ

第52図
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墓道から出土した須恵器には若干の時期差が認められたが、あまり幅広くはない。上師器の甕 2点

は両方とも煤が付着していた。

個々の遺物については、後買の遺物観察表を参照されたい。

10om

第53図  5号横穴墓墓道出土土器実測図 (2)

―-50-―



落とし穴
調査区の東端ぎりぎりの場所で、標高24.00mの急斜面から落とし穴を検出した。

・遺構 (第 54図 )

残存部での上場は、1.2m× 0,9mを測る角丸方形で、下場は径 0。 7mを測る円形を呈している。深さ

は一番深いところで、1.lmを 測る。底面の中央には円形の掘り込みがあり、上場で径19clll、 下場で 1

3cln、 深さは40clnを測る。

軟石主体の一部赤土が混じる地山に掘られており、壁面には細い工具で上下方向に削られた加工痕

が残っている (第 55図 )。

・遺物

出上しなかった。

3          2

8

＼

ヤ 10
1 日の細か
2     //
3     //
4     //
5      //

23,00m

第54図 落とし穴遺構実測図

第55図  落とし穴壁面工具痕拓影
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試掘トレンチ出土遺物
平成 2年度に実施した試掘調査の結果、4カ所のトレンチから須恵器が出土した。

T-2は 5号横穴墓の墓道にかかっているため、 5号横穴墓関連の遺物が出土したと思われる。
た、T-3は 4号横穴墓に接しているため、4号横穴墓関連の遺物が出土している可能性が高い。
T-1、 T-4は調査区外に設定したトレンチである。

10om

第56図  T-1出 土土器実測図

第57図  T-2出 土土器実測図
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T-1は調査区の西のはずれ下方で、出土遺物を観察すると (第 56図 )、 須恵器蓋の口縁端部内面
に段の痕跡を残すものが 3点あり、杯は立ち上がりがやや高めで内傾している。

T-4は 4号横穴墓の上方で、出土遺物を観察すると (第59図 )、 糸切り底に高台をもつものが見
られる。このことから、調査区範囲外にも横穴墓が分布していることがわかり、現時点で出土遺物の

みから判断すると、少なくとも7世紀後半までは追葬もしくは墓前祭祀がおこなわれていたことがう

かがえる。

第58図  T-3出 土土器実測図
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T-4出 土土器実測図第59図
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小結

遅倉横穴墓群で、調査を実施した 5穴の横穴墓が営まれた時期は 6世紀後半から7世紀初頭までで

あった。横穴墓としては比較的早い時期に造られ、短期間で追葬が終わっている。造営順序は、出土

遺物から判断して、 1→ 3→ 4→ 5→ 2号横穴墓の順である。

一番古い時期の 1号横穴墓は、墓道が狭長で、玄門部も長い。玄室は平面が不整楕円形で、左側屍

床しか使用されていない。天丼は低いドーム形を呈している。初葬は 6世紀後半の比較的早い時期と

思われる。このタイプの横穴墓は、北谷ヒナ横穴墓群 (′鳥取県江府町)の 3号横穴墓や中竹矢 1号横

穴墓 (松江市)な どに類例があり、山陰地方における横穴墓初現期の形態といわれている。その分布

状況は出雲地方東部の各地に点々と見られるため、このタイプの横穴を掘削する専門工人が、需用に

応じて各地に出向いて穿ったことがうかがえる。

3号横穴墓は墓道にやや広がりが見られ、玄室は実に不整形で、右側屍床しか使用されていないよ

うな形状である。天丼はドーム形で低い。初葬時期は6世紀末で、追葬の痕跡は見られない。

4号横穴墓は玄門部が長く、玄室は左狽1だけに屍床を設けた作りで、天丼はきわめて低いドーム形

である。玄室の形状だけを見ると1号横穴墓とよく似ている。初葬時期は3号横穴墓に続く6世紀末

で、追葬の痕跡は見られない。

5号横穴墓は墓道が広く、墓前祭祀の痕跡を残している。玄室はほぼ正方形で、 41爵からは天丼に

向けて稜線が立ち上がっている。屍床は左右対称で一部玄門にまで張り出す特異な作りを呈している。

墓道に張り出した屍床の上には、太刀がクロスして置かれていた。初葬は4号横穴墓に続く6世紀末

で、少なくとも2度の追葬があったと思われる。

2号横穴墓は、 5穴の内では唯一羨道が作り出されている。玄室は縦長の整った方形で、左右対称

に屍床が作られている。天丼はアーチ形で、他の 4穴に比べて高い。初葬時期は4号横穴墓に続く6

世紀末で、少なくとも2度の追葬があったと思われる。

以上に記したとおり、 5穴の横穴墓の内部構造は非常にバラエテイーに富んでいるが、基本的には、

(a)初現期タイプの系統を引く天丼が低いドーム形で、玄室の平面形が不整形なものと (b)出雲

地方で盛行する整形なものとに大別できよう。 aは 1、 3、 4号横穴墓で、玄室の半分だけに屍床を

設けるという点でも共通している。bは 2、 5横穴墓である。 2、 3、 4、 5号横穴墓の初葬にはあ

まり時期幅はないと思われるのだが、明確に違う2タ イプの内部構造が見られて興味深い。

5穴の横穴墓の共通点としては、天丼の崩落が著しく残存状況が悪いこと、屍床がすべて須恵器甕

片を敷いた須恵器床であること、須恵器以外の副葬品が少ないことがあげられよう。

最後に、遅倉横穴墓群の被葬者の性格について述べるならば、 2号横穴墓の内部施設で顕著に見ら

れるように焼き損じた須恵器の不良品を多用していること、須恵器の副葬品が多いわりに須恵器以外

の副葬品が少ないことから、須恵器生産と密接な関係があった人々であったと思われる。

註(1)江府町教育委員会『北谷ヒナ横穴群』(1990)
(2)島根県教育委員会「中竹矢遺跡」『国道9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』(1983)
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遅倉横穴墓群 2号横穴墓から検出された人骨について

鳥取大学医学部解剖学第二講座

井 上 貴 央
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遅倉横穴墓群 2号横穴墓から検出された人骨について

鳥取大学医学部解剖学第二講座

井 上 貴 央

1.は じめに

松江市の遅倉 2号横穴墓から数片の人骨が検出された。人骨検出の報を受け、現地に二回赴き、骨

の取り上げを行った。取 り上げられた骨は脆弱であったので、パラロイドによる保存処理を行った。

骨の保存状況は良好ではないが、得られた所見について報告する。

2.骨の検出状況

骨の出土状況を図に示した。玄室内には須恵器の破片が散布 してあり、いわゆる須恵器床をなして

いた。玄室内には玄門から流入した土砂が玄室の前方約半分に堆積 していた。玄門から見て左側から

4点の人骨片が検出され、これらをhl～配 4と して取り上げたが、hlと h2の骨は流入土砂の下

から検出されたものである。h3と 配 4の人骨は流入土砂の被覆はまぬがれていたが、須恵器床の上

には5.6cmの厚さの土砂が堆積 しており、その上面から検出されたものである。これらの骨はバラバ

ラに散布しており、埋葬当時の原位置をとどめていないことは確かである。

3.検出人骨

No l

長管骨であり、上腕骨遠位端のように見受けられるが、部位を確定できない。

Nα 2

右側大腿骨の近位骨頭から骨体にかけての部分であるが破損が大きい。骨端線は閉じているようで

あり、成人骨であることは間違いない。骨質は薄く、華奢であることから判断して、女性骨である可

能性が高い。

No 3

下顎骨で左の第三大臼歯相当部より後部を久くが他はほぼ完存している。右側では中切歯～第二小

臼歯、左側では中切歯、側切歯、第二大臼歯が脱落しており、これらの歯槽は開存している。その他

の歯牙は下顎骨に釘植している。右第三大臼歯は萌出しているが、前方転移をきたしている。歯牙の

咬耗はあまり進んでおらず、Martinの 1～ 2度である。下顎骨は全体が華奢で女性骨である可能性

が強い。

No 4

左側腫骨の近位端から骨体部にかけての後面ないし内側面の部分である。骨質は薄く、華奢である。

近位骨端は残存しておらず、骨端線の閉鎖状況は明らかではないが、全体的な大きさから判断して、

成人女性骨の可能性が高い。
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4.検出人骨の検討

本横穴墓から検出された人骨は4片にすぎない。これらの人骨片が同一人物のものかどうかについ

ては、人骨が原位置をとどめていないので判断が難しいが、骨の風化の程度、4片 とも華奢な骨であ

ること、すべての骨が玄室左側から比較的まとまって検出されていることを考えると、同一人物の可

能性が高い。

骨の特徴や歯の萌出状況、歯の咬耗具合から判断すると、今回検出された人骨は壮年女性のものと

推定される。

5。 おわりに

稿を終わるに当たり、遅倉横穴墓群の人骨の調査の機会を与えて頂いた財団法人松江市教育文化振

興事業国の関係各位、発掘調査の実務を担当し、骨の取り上げに協力いただいた江川幸子氏、骨のク

リーニング及び保存処理に協力いただいた鳥取大学医学部解剖学第二講座の影岡優子氏に厚く御礼申

し上げる。
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0                                              1m

遅倉 2号横穴墓人骨出土状況図
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1号横穴墓玄室出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cn) 胎   土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

10-1 須恵器 蓋
口径130

器高43
05mm程度の

石英粒を少 含々む
良好

(内、外、断)

濃灰色
右回転

10-2 須恵器 霊
口径130～ ■ 2

器高51

長石微粒を多く含む

表面ザラザラ
良好

(内、外、断)灰色

外面の一部に自然釉
右回転 焼き歪みあり

10-3 須恵器 蓋
口径142

器高50

長石微粒を

わずかに含む
悪 い

(内、外、所)

淡灰色
右回転

10-4 須恵器 蓋
口径126

器高41

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

10-5 須恵器 杯
日径106 受部径137

器高40
長石微粒を

少々含む
やや軟

(内 )褐色、(外)濃灰色

(断)褐色と濃灰色が半々
右回転

10-6 須恵器 杯
口径110 受部径138

器高48
緻密、石英、長石微

粒をわずかに含む

底外面が

特に軟

(内、外、断)

灰～淡灰色
右回転

10-7 須恵器 杯
口径113 受部径144

器高44
石英、長石微池を

わずかに含む
工
心

(内、外、断)

淡灰色
右回転

10-8 須恵器 杯
口径108～ 97 受部径134
器高45

lmm弱の石英、石長微栽

を多く含む表面ザラザラ
良好

(内、外)灰色

外面は一部自然釉
右回転

10-9 須恵器 短顕壼
要径83 月同部最大径120
要部高85

長石微粒を

密に含む
良好

(内、外、断)

濃灰色
右回転
ヘラ記号「 |」 あ

り

1号横穴墓玄室出土鉄製品観察表

面

号

図

番
種 類 法 三

塁 (cnl) 備 考

11-1 鉄鏃
全長106 茎長7 刃長41
刃厚02 茎厚(上 )06(下 )05～ 04 完存

11-2 鉄鏃 残存長99 茎長30 ≧部のみ残存

11-3 鉄鏃 残存長55 茎部のみ残存

1号横穴墓屍床土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cln) 胎   土 焼 成 色 調 ろくる 備  考

須恵器 養
径

高

口

器

顕径145

胴部最大径451

長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)

灰～濃灰色
右回転

須恵器 養
口径220(推定)頸径150

胴部最大径446

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
底部の焼き歪みが

著しい
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1号横穴墓墓道出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cnt) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備   考

14-1 須恵器 蓋 口径122
石央、長石微粒を

多く含む
良好

(内、断)灰色

(外 )黒色～灰色
右回転

14-2 須恵器 蓋
口径118(推定)
器高40

石英、長石微粒を

多く含む
良好

(外 )黒灰色

(内、断)淡灰色
右回転

14-3 須恵器 蓋
長石、石英微粒を

少 含々む
良

(内、外、断)

淡灰色
右回転

14-4 須恵器 重の蓋
口径76(最大径100)

器高33
緻密だが長石微粒

をわずかに含む
良好

(内、外、断)

淡灰～灰色
右回転

ヘラ記号「×」あ

り

14-5 須恵器 杯
口径103 受部径137

器高49
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

14-6 須恵器 杯
口径110 受部径147

器高140

大きめの長石をと

ころどころに含む
貞好

(内、外、断)

灰色
右回転

14-7 須恵器 杯
口径118 受部径153

器高不明

長石、石英微粒を

少 含々む
貞好

(内、外、断)

灰色
右回転

14-8 須恵器 郭 口径108 受部径135(推定)
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

14-9 須恵器 杯 回径99 受部径128
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

14-10 須恵器 I14N

口径105 受部径126

器高不明

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外)灰色

(断 )外側半分が褐色
右回転

14-H 須恵器 杯
口径84 受部径1075
器高375

石英、長石微粒を

少 含々む
良好

(内、外、断)

灰色
右 回転

14-12 須恵器 高郭 底径59
長石微粒を

多く含む

良 (やや

軟部あり)
右回転

14-13 須恵器 高杯
口径95～ 87 底径54
器高655

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外)濃灰色

(断 )赤褐色
右回転
杯部は焼き歪みが

顕者

14-14 須恵器 豆

胴部最大径72

頚径30(推定)

長石微粒を

少々含む
良好

(内、

(断 )

外)灰色

褐色
不 明

14-15 須恵器 短頸壷
口径62 月同部最大径138
底径76 器高91

緻密
底部がtt

に悪い

(内、外、断)

淡灰褐色
不 明

ヘラ記号「×」あ

り

14-16 須恵器 平瓶
口径75 底径56 頸径54
器高153胴部最大径132(推 )

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転
ヘラ記号「×」

り

あ

14-17 須恵器 嘔
口径68 底径32
器高95 月同部最大径66

長石、石英微粒を

多く含む
良好

(外)濃灰色

(内 )灰褐色、(断 )赤褐色
右回転

14-18 須恵器 甕 口径213 頸径155
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外)灰色

(断 )淡褐色
右回転

15- 1 須恵器 甕
口径128 顕部106

器高272

長石、石英微粒を

わずかに含む
良

(内、外、断)

灰～淡灰色
不 明

15-2 須恵器 甕
口径168 顕径134

器高280 胴部最大径301
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

須恵器 甕
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外)灰色

(断 )淡灰色

右回転
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2号横穴墓玄室出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 旦

星 (cn) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備   考

21-1 須恵器 蓋
口径122

器高40

2mれ程の石棚 稜

石英、長石微粒を密
良好

内

断

外)灰色

淡赤褐色
右回転

21-2 須恵器 蓋
口径122

器高42
石英微粒を

多く含む
良好

(内、外)灰色

(断 )掲色
不明

ヘラ記号「汁J あ

り

21-3 須恵器 蓋
口径■ 9

器高44
石英微粒を

多く含む
良好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転

21-4 須恵器 蓋
口径106

器高46
長石微粒を

少々合む

やや

軟

(内、外、断)

淡灰色
右 回転

21-5 須恵器 蓋
口径110

器高46
石英微粒を

わずかに含む

やや

軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

21-6 須恵器 蓋
口径115

器高44
長石微粒を

わずかに含むのみ

やや

軟

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転

21-7 須恵器 蓋
口径128

器高42
長石微粒を

わずかに含む

やや

軟

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転

21-8 須忘器 蓋
口径99

器高38

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

淡灰色
右回転
ヘラ記号「×」

り

あ

21-9 須恵器 蓋
口径■ 0 かえり径86
器高31

石英、長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転
ヘラ記号「○」あ

り14と セット

21-10 須恵器 杯
口径107 受部径135

器高39
微粒～やや大きめ

長石、石英を多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
ヘラ記号「×」

り

あ

21-■ 須恵器 不
口径108 受部径132
器高40

石英微粒を

少々含む
史好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転

21-12 須恵器 郭
口径99、 受部径125

器高47
長石微粒を

少々含む

やや

軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

21-13 須恵器 郭
口径89 受部径108
器高37

石英、長石の

微粒を少 含々む
良好

(外 )灰色

(内、断)褐色
不 明

ヘラ記号「×」

り

あ

21-14 須恵器 邦
口径100

器高405
長石微粒を

密に含む
良好 (内、外 ) 灰 色 右回転

ヘラ記号「○」あ

り

21-15 須恵器 小壼
口径49 器高49
底径47

lmm弱の石英を

少 含々む
良好 (内、外 ) 灰 色 右回転

21-16 須恵器 長頸壷
顕径34 底径33
胴部最大径72

石英、長石の微

粒 を少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
不 明

21-17 須恵器 短頸壷
口径77

頸径74
石英、長石微粒を

密に含む

やや

軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

21-18 須恵器 短顕壷 頸径89
長石粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色

右回転

2号横穴墓玄室出土鉄製品観察表

面

号

図

番
種 類 法 旦

星 (cm) 備 考

22-1 刀子
全長92 刃長52 茎長 4
刃部最大幅125 刃部最大厚025 ≧最大厚025

完存

22-2 刀 子
全長133 刃長80 室長53
刃部最大幅14 刃部最大厚04 茎最大厚03

完存
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2号横穴墓墓道出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cln) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

23-1 須恵器 郭
口径103 受部径127

器高42
長石微粒を

少々合む
惜
軟

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転

23-1 須恵器 不
口径103 受部径127

器高42
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転

2号横穴墓墓道出土耳環観察表

面

号

図

番
種 類 法   量 (cIIl、 g) 備 考

24-1 耳環
上下21 左右21
断面04× 055   重さ26 青鋼に金ぱく張り

24-2 耳環
上下21 左右225
断面05× 065   重さ52 青銅に金ぱく張り

2号横穴墓墓道下斜面出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cln) 胎   土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

25-1 須恵器 蓋
口径140

器高45

石英、長石微粒

を密に含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

25-2 須恵器 蓋
口径130

器高385

長石微粒を

少々含む
良好

色灰＞

色

外

褐

内

断
右回転

25-3 須恵器 蓋
口径116

器高41

長石微粒を

少々含む

一立口
軟

(内、外、断)

淡褐色
右回転

25-4 須恵器 不
口径120 受部径143

器高47

lmm弱の石英
長石微粒が密

良好
(内、外、断)

灰色
右回転

25-5 須恵器 lr
口径95 頸径89
器高115

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

2号横穴墓南東祭祀遺構出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cln) 胎    土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

27-1 須恵器 蓋 口径117
長石微粒を

少々含む
重
心

(内、外、断)

淡灰色
右回転

27-2 須恵器 不
口径116 受部径139

器高43
長石微粒を

少々含む

良

一部やや軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

27-3 須恵器 不
口径104 受部径131

器高39

石英、長石微粒

をわずかに合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
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1・ 2号横穴墓間出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法   量 (cnl) 胎 上 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

28-1 須恵器 不
口径103 受部径135

器高40
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

28-2 須恵器 杯
口径107 受部径130

器高355

長石微粒を

わずかに合む
良好

(内、外)灰色

(断 )灰色～褐色
右回転

28-3 須恵器 蓋
口径102

器高375

織密、長石粒を

少量含む

底の一部

少々軟

(内、外、断)

灰～褐灰色
右 回転
ヘラ記号「○」あり

4と セット

28-4 須恵器 郭
口径86 受部計109
器高36

緻密、長石微粒

を少々混入する

底部のみ

軟

(内、外)淡灰色

焼きの悪い底は白灰色
右回転
ヘラ記号「○」あり

3と セット

28-5 須恵器 短顕壺
口径72

胴部最大径78

長石微粒を

多く含む
良

(内、外)灰色

(断 )淡褐色

1・ 2号横穴墓周辺出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cnl) 胎 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

29-1 須恵器 蓋
口径128

器高39
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)淡灰色

断面やや掲色がある
右 回転

29-2 須恵器 蓋
口径131

器高39
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

29-3 須恵器 蓋
口径141

器高40
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)

灰色
右 回転
形(天丼)の歪みが著し

い。ヘラ記号「/」あり

29-4 須恵器 蓋
口径126

器高45
長石粒を

少々合む
軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

29-5 須恵器 杯
口径112 受部径141

器高43
長石微粒を

わずかに含む

良

(やや軸

(内、外、断)

淡灰色
右 回転

29-6 須恵器 不 口径103 受部径126
長右微粒を

わずかに含む

やや

軟

(外 )灰色

(内、断)淡灰褐色
右回転

29-7 須恵器 杯
口径■ 3 受部径141
器高905

長石粒を

少々含む
良好

内、外)灰色

断)褐色
右回転

29-3 須恵器 郭
口径104 受部径138

器高41
長石粒を

少々含む

やや

軟

外)淡灰色

内、断)褐色
右回転

29-9 須恵器 不 口径107 受径部134
長石微粒を

少々含む
良好

内

断

外)灰色

淡灰色
右回転

29-10 須恵器 杯 口径97 受部径118
長石粒を

少々含む

良

(や朝

(内、外、断)

淡灰色
右回転

29-11 須恵器 郭
口径85 受部径106
器高23

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

29-12 須恵器 高郭 口径122(復元)
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)

灰色

29-13 須恵器 高杯 底径91
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

29-14 須恵器 短顕重 口径52 顕径53
長石微粒を

わずかに合む
良好

(内、外、断)

灰色

29-15 須恵器 堪
顕径40 胴部最大径87
底径5・ 5

長右微粒を

わずかに合む
良好

(内、外、断)

濃灰色
右回転
ヘラ記号「×」あ

り

29-16 須恵器 提 瓶
顕径50

胴部最大径143× 108

長石粒を

少々含む
良好

(内、外)黒灰色

(断 )淡灰色
右回転 火ぶくれあり
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3号横穴墓玄室出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 (cln) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

34-1 須恵器 蓋
口径126

器高40
石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

34-2 須恵器 蓋
口径123

器高37

石夫、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外)

灰色
右回転

34-3 須恵器 蓋
口径125

器高36
長石微粒を

多く含む
ミ好

(内、外 )

灰色
右回転

34-4 須恵器 不
口径113 受部径135

器高395

石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外)

灰色
右回転

34-5 須恵器 杯
口径■ 2 受部径138
器高405

石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

34-6 須恵器 不
口径110 受部径133

器高40
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

34-7 須恵器 郭
口径104 受部径132

器高475

石英、長石微粒

を少々含む
悪 い

(内、外)

淡灰褐色
右回転
焼成時のひび吉Ⅲれ

あり

34-8 須恵器 甕
口径162 頸径121

器高303 胴部最大径300
長石微粒を

多く合む
貞好

(内、外、断)

灰色
右回転
ヘラ記号「+」

り

あ

3号横穴墓玄室屍床土器観察表

図面

番号
種 類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

須恵器 甕
口径256 頸径205

器高525 胴部最大径470
長石微粒を

わずかに合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
底 3ケ所に焼 き台

の愈着あり

3号横穴墓墓道出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

36-1 須恵器 不
口径107 受部径135

器高45
石英微粒を

少々含む
悪 い

(内、外 )

灰色
右回転

ヘラ記号「×」あ

り

36-2 須恵器 杯
口径120(推定)

器高50 受部径146
長石、石英微粒

を多く含む
悪 Vヽ

(内、外、断)

灰色
右回転 ひび割れあり

36-3 須恵器 小型高郭
口径94 底径62
器高102

石英微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

36-4 須恵器 瑾
口径81 頸径27
器高111 月同部最大径71

石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

36-5 須恵器 ぬ
顕径21 底径37
胴部最大径72

石英、長石の微

粒を少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

36-6 須恵器 長顕壺
口径63 頸径32 底径40
器高135 月同部最大径83

石英粒を

多く含む
良好

(内 、外、断)

灰色
右回転

36-7 須恵器 対
口径85 頸径85
器高135 月同部最大径1205

長石、石英微粒

を多く合む
良好

(外 )灰褐色

(内 )灰色 (断 )褐色
右回転

36--8 須恵器 平 瓶
口径76 顕径58 底径80
器高150 胴部最大径164

石英、長石微粒

を多く合む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

36-9 須恵器 平瓶
口径89 顕径62 底径83
器高160 胴部最大径149

緻密わずかに

長石微粒を合む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

ヘラ記号「/」 あ

り

36-10 須恵器 甕
長石粒をわずか

に含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
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4号横穴墓玄室出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 程 法   量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備   考

42-1 須恵器 蓋
口径134

器高415
石英微粒を

多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転
ヘラ記号「/」

り

あ

42-2 須恵器 蓋
口径130

器高41

lmm前後の石英

微粒を多く含む
良好

(内、外)

灰色
右回転
ヘラ記号「/」 あ

り

42-3 須恵器 蓋
口径118 受部径142

器高42

05mm前後の石央

微粒を多く含む
良好

(内、外)灰色、外面に

緑色自然釉を厚くかぶる
右回転

42-4 須恵器 不
口径119 受部径142

器高39

石英微粒を

密に含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

42-5 須恵器 杯
口径118 受部径142

器高36

長石微粒を

わずかに含む
良好

(外、内)

灰色
右回転

42-6 須恵器 高杯
口径92 底径64
器高99

石英微粒を

多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

42-7 須恵器 高郭
口径86 底径65
器高94

石英微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

42-8 須恵器 長顕壺
口径60 顕径39
器高183 胴部最大径106

石英微粒を

多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

42-9 須恵器 込
口径95 頸径31 底径41
器高125

石英微粒を

少々含む
良好

(内、外)

灰色
右回転

42-10 須恵器 提瓶
口径158 頸径102

器高284 月同部最大径240
長石微粒を

密に合む
良好

(内 、外、断)

灰色
右回転

4号横穴墓墓道出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

43- 1 須恵器 蓋
口径122

器高41

長石粒を

多く含む

良

(やや翰

(内、外、断)

灰色
右回転

43-2 須恵器 蓋 口径110
長石微粒を

多く合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

43-3 須恵器 高杯
口径134 底径83

器高88
石英、長石微粒を

多く含む

ミ

(やや軟)

(内、外、断)灰色、杯見こみ

に径8cmの淡灰色円形斑
右回転

43-4 須恵器 嘔
顕径255 底径385

胴部最大径645

石英、長石微粒を

わずかに合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

43-5 須恵器 平瓶
口径705 顕径55

器高155 胴部最大径148
石英、長石微粒を

多く含む
良好 灰 色 右回転

43-6 須恵器 平瓶
口径82 頸径61
器高160 胴部最大径163

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断 )

灰色
右回転

43-7 須恵器 短顕壺
口径94 顕径75 底径57
胴部最大径138 器高132

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

濃灰色
右回転

43-8 須恵器 霊

口径164 頸径127

器高211

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転

43-9 須恵器 横瓶
口径97 顕径74
器高1795 胴部最大径23

石英微粒を

少々含む
史好

(内、外、断 )

灰色
不 明
胴部を丸く打ち欠

いている。

44-1 須恵器 提瓶
〒

１

径

高

口

器

頸径57

胴部最大径164

石英微粒を

多く含む
良好

(内、外、断 )

灰色
右回転 焼き台の念着あり

44-2 須恵器 提瓶
口径76 頚径61
器高224 月同部最大径160

緻密長石微粒を

少々含む
良好

(外 )黒 ～灰色

(内、断)灰色
右回転

44-3 須恵器 提瓶
顕径68

胴部最大径178

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
不 明
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5号横穴墓玄室出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 偏  考

49-1 須恵器 蓋
口径123

器高44
長石微粒を

多く合む
良好

(内、外)

灰色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

49-2 須恵器 蓋
口径125

器高45
石英、長石を

多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

49-3 須恵器 蓋
口径 ■ 4

器高425
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

49

-4 須恵器 蓋
口径130

器高39
石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外、断 )

灰色
右回転
火ぶくれ、焼 き歪

みあり

49-5 須恵器 杯
口径109 受部径136

器高395

石英、長石微粒

を密に含む
良好

(内 )灰

(外 )褐灰色、灰色斑あり
右回転

49-6 須恵器 杯
口径108 受部径137

器高37
石英、長石微粒

を密に含む
良好

(内、外)灰色

外面に褐色付着物あり
右回転

49-7 須恵器 杯
口径■ 1 受部径137
器高37

石英、長石微粒

を多く含む
良好 (内、外 ) 灰色 右回転

焼成時のとビ割れ

あり

49-8 須恵器 郭
口径■ 5 受部径137
器高40

長石、石英粒(l mI

前後)を多く含む
良好 (内、外 ) 灰 色 右回転

焼成時のとビ割れ

あり

49-9 須恵器 杯
口径107 受部径134

器高42
石英微粒を

少々含む

良好

火ぶくれあり

(内、外)灰色

(底 )褐緑色の自然釉付着
右回転
焼成時のとビ割れ

あり

49-10 須恵器 杯
口径108 受部径132

器高50

石英、長石微粒

をわずかに合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
焼き歪みが著しい

焼成時のとビ害!れあり

49-11 須恵器 郭
口径116 受部径138

器高385
石英、長石微粒

を少々含む

堅い

歪み

(内、外 )

灰色
右回転

49-12 須恵器 郭
口径127 受部径127

器高45
石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

49-13 須恵器 郭
口径113 受部径141

器高41
五英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

49-14 須恵器 杯
口径115 受部径143

器高425

lmm前後の長石、

石英粒を多く含む

やや

軟

内

外

灰掲色

灰色
右 回転

49-15 須恵器 郭
口径111 受部径137

器高495
石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転 火ぶくれが著しし

49-16 須恵器 杯
口径109

器高52
石英、長石微粒

を密に含む
良好

(内、外 )

灰色
右 回転

49-17 須恵器 高郭
口径91 底径73
器高965

石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

49--18 須恵器 魃
口径102 月同部最大径93

器高122 底径40
石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右改訂

50-1 須恵器 平瓶
口径70 頸径51
器高146 胴部最大径1345

長石、石英微粒

を密に合む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

50-2 須恵器 平瓶
口径82 頸径57
器高147 胴部最大径171

石英、長石微粒

をわずかに含む
良好

(内、外 )

灰色
右 回転

50-3 須恵器 鷲
口径87 顎径80
器高141 月同部最大径121

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

淡灰色
右回転

50-4 須恵器 甕
口径139 頭径103

器高254
石英微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
火ぶくれ、焼 き歪

みあり
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5号横穴墓玄室出土鉄製品観察表

図面

番号
種 類 法 量 (cln) 偏 考

51-1 大刀
全長732 刃長不明 茎長 7 目釘長24 茎厚045
刃厚 (峰)05 鍔上下84 左右60 厚03 目釘残る。 2つの大刀と銹着。

51-2 大刀 刃長395

51-3 刀 子
残存長43 刃幅12
峰厚04

5号横穴墓墓道出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法   量 (cHl) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

52-1 須恵器 蓋
口径108

器高44
石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

52-2 須恵器 蓋
口径114

器高42
石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

52-3 須恵器 郭
口径120 受部径142

器高48
長石微粒を

少々含む
良好

色灰＞

色

外

褐

内

断
右回転

52-4 須恵器 郭
口径100 受径部124
器高39

石英、長石微泣

を少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

52-5 須恵器 不
口径102 受部径128

器高33
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

52-6 須恵器 郭
口径109 受部径132

器高不明

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

52-7 須恵器 杯
口径104 受部径130

器高不明

石英微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

52-8 須恵器 郭
口径93 受部径■ 8
器高42

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転 焼き歪みが著しい

52-9 須恵器 士霊
口径60

器高51
石英、長石の

極微粒を密に含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

52-10 須恵器 平瓶
口径45 月同部最大径118
器高121

石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

52-11 土師器 甕
口径161 頚径138

器高165

石英、長石微粒

を多く含む

やや

軟

(内、外、断)

淡明褐色
ススの付着あり

52-12 土師器 甕 口径224 顕径199
石英、長石粒を

密に含む
曽
軟

(内、外、断)

淡掲色
ススの付着あり

須恵器 甕 口径506 頸径370
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
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T-1出 土土器観察表
面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 備  考

56-1 須恵器 蓋
口径122

器高39
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

56-2 須恵器 蓋
口径108

器高34

長石微粒を

わずかに含む
ミ好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

56-3 須恵器 蓋 口径140(推定)
長石微粒を

少々含む
軟

(内、外、断)

淡灰色
石 回転

56-4 須恵器 蓋
口径134

器高47
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

56-5 須恵器 郭
口径109 受部径136

器高435

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

T-2出土土器観察表
面

号

図

香
種類 器 種 法   量 (cm) 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

57-1 須恵器 蓋
口径124

器高40
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転
ヘラ記号「×」

り

あ

57-2 須恵器 甕
口径195

頸径145

長石粒を

多く含む
貞好

(内、外、断)

灰色
右回転

T-3出土土器観察表
面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cln) 胎 上 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

58-1 須恵器 蓋 口径122
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

58-2 須恵器 甕
口径200

頸径180

長石微を多く含む

石英粒着千含む
良好

(内、外)灰色

(断 )淡褐色
右回転 火ぶくれあり

T-4出 土土器観察表
図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

59-1 須恵器 蓋
口径132(推 定)

器高385

長石粒多く含む

石英粒も少 あ々り
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

59-2 須恵器 郭
口径137(推 定)

器高54 底径87
長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

59-3 須恵器 難
口径78(推定)

顕径74(推定)

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転

59-4 須恵器
短頸壺

(耳付 )

口径120(推 定)

顕径126(推 定)

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外)灰色

(断 )淡褐色
右回転
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藤谷A遺跡 。藤谷B遺跡

第60図 藤谷A・ B遺跡位置図
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位置と環境
藤谷△・B遺跡は、松江市朝酌町226番地1他に所在する。

藤谷A遺跡は、遅倉横穴墓群が位置する丘陵の南東に隣接する低地の端で、現在は水田として活用

されている。藤谷B遺跡は遅倉横穴墓群が位置する丘陵の北西に隣接する狭い谷で、現在は休耕地に

なっている。両遺跡とも遅倉横穴墓群の周縁の地といってよい。

調査の概要

両遺跡の調査は平成 2年12月 3日 から平成 3年 1月 25日 まで、実質10日 間を費やして実施した。

藤谷A遺跡は、重機を利用して142m× 3mの範囲の表土を剥ぎ (第 61図 )、 遺物出土面での人力に

よる遺構の精査をおこなったが、遺構は検出できなかった。また、遺物も須恵器の小片や現代の陶磁

器がわずかに出土したのみであった。

藤谷 B遺跡は、 4カ所にトレンチを設定して調査をおこなった (第 61図 )。 以下、 トレンチごとに

概要を記す。

(T-1)

遺構は検出できなかった。セクションは、上から表土、厚い褐色上、暗褐色上、地山となっており、

遺物は出上しなかった。

(T-2)

遺構は検出できなかった。セクションは、上から表土、礫を含む褐色土、地山となっており、表土

中から須恵器と近代の陶磁器の破片が若干出上した。須恵器は、第60図 に示した高台付皿で、復原口

径 19clll、 復原底径 14.6cIII、 器高3.lclnを 測る。器面調整は全体に回転ナデで、底部は糸切 り痕が残る。

胎土は長石微粒を密に含み、焼成は良好、ロクロは右回転である。

(T-3)

遺構は検出できなかった。セクションは、上から表上、褐色土、地山である。表土中から須恵器小

片が出土したが図面化はできなかった。

(T-4)

遺構は検出できなかった。セクションは、上から表上、地山である。遺物は出土しなかった。

小結

藤谷A遺跡、藤谷B遺跡とも遺構は検出できず、遺

物は近代の陶磁器がほとんどで、須恵器はわずかに出

上したのみであつた。したがって、両遺跡とも、遅倉

横穴墓群と非常に近い位置関係から、遅倉横穴墓群か

ら転落した、もしくは人為的に投げ捨てられた土器が

埋もれていた可能性が高いと思われる。

第61図 藤谷 B遺跡出土土器実測図
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第63図  安蔵主遺跡 T-1平 面図

位置と環境
安蔵主遺跡は、松江市西尾町字安蔵主768外に所在する (第6

2図 )。

和久羅山の山裾に位置しており、東、北、西側の三方を低丘

陵に囲まれている。現況は陽当たりの良い畑地である。畑の耕

作土中からは須恵器を中心とする土器片が表採されている。

周辺の遺跡としては、北西100mに古墳時代後期の集落跡、

米坂遺跡がある。

調査の概要

発掘調査は平成 4年 10月 2日 から同年10月 23日 の間、計15日

間を費やして実施した。

調査は、まず遺跡の性格を知るために、トレンチを 2本掘っ

て土層堆積状況を見ることにした。以下、 トレンチごとに概要

を記す。

(T-1)

石列を検出したが、その他の遺構は検出できなかつた (第63

図 )。 セクシヨンを観察すると、上方は人為的な手が加えられ

ているようで、2～ 5層中から遺物が大量に出上し、それ以下

からは出土しなかった。石列は7層の上に作られていた (第65

図)。

0                1 0cm

第64図  安蔵主遺跡 T-1出 土土器実測図
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遺物の出土状況は、各層とも土師器、須恵器、陶磁器が混じりあい、新旧の秩序は見られなかった。

どの上器片も風化が著しい小片ばかりで、図面化できたのは第64図 に示した 3点のみである。 1は土

師器の高杯の脚部で、脚高4.5cIIl、 復原底径8.7clllを測る。焼成は良好で、色調は内外面とも灰褐色～

暗灰色である。 2は備前焼の壺で、復原口径 11.6clllを測る。焼成は良好で、色調は内面灰色、外面濃

灰褐色、断面紫灰色である。 3は備前焼の悟 り鉢で、復原口径20.4clnを 測る。焼成は良好で、色調は

内外断面とも紫灰色である。

(T-2)

遺構は検出できなかった。セクションは自然堆積に近く (第65図 )、 表土中から若干の上器片が出

土した。

小結

2カ所のトレンチ調査をおこなった結果、石列以外の遺構は出上しなかった。遺物は、T-1か ら
多く出上したが、遺構に伴うものではなく、上層を中心とする同一層中に幅広い時代の摩減した土器

の小片が混在する出土状況であった6

周囲を見渡すと、西から東にかけての丘陵の裾部分に削平したような崖が広く認められる。このこ

とから、本来はもっと大きく張り出していた丘陵の裾に住居跡等の遺跡が存在したものが、いつの時

代かは不明であるが、開墾、削平され、その上が本調査地を含む畑地に客土されたことが推察される。

T-1で検出された石列は、おそらく客上がおこなわれる前の畑地にともなうものであろう。
したがって、安蔵主遺跡では、遺構は存在せず、客土中に遺物が混入している遺跡と判断され、ま

た、遺物の残存状況も非常に悪かったことから、全面調査には至らなかった。
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米 坂 遺 跡

位置と環境

米坂遺跡は松江市西尾町字米坂750-3ほかに所在する (第 66図 )。

そこは和久羅山から派生する丘陵の先端部で、微高地と平坦地で構成されている。微高地では20年

近く前までは畑地として大根などを作っていたというが、現在では荒廃してうつそうとした薄暗い竹

林と化している。平坦地は比較的広い谷地形の一部分で、大きめの山石がごろごろしている。おそら

く、鉄砲水による土石流の推積が繰り返されてきたのであろう。現在は茶畑を中心に耕作がおこなわ

れている。耕作土中からは細かい土器片が多数表採される。

また、谷の西側には小川があり、和区羅山系から湧き出る冷たい清水が豊富に流れている。地元の

人の話しでは、どんな渇水の年でもかれることがないそうである。

周辺の遺跡としては、北西100mの地点には古墳時代中期から後期半ばに築造された米坂古墳群が

あり、南東100mの地点には安蔵主遺跡がある。また、米坂遺跡と安蔵主遺跡の間は盛り上工事がお

第66図 米坂遺跡位置図

唾
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こなわれて地形が変えられているが、山際付近で敲石を表採したことから、この付近の地面下にも人

知れず埋もれている遺跡が存在する可能性が高いと思われる。

調査の概要

米坂遺跡周辺は広く土器片が散布していたため、まず、平成 5年度に、開発予定地内における遺跡

の範囲を確定するため約 1カ 月をついやしてトレンチによる試掘調査を実施した。トレンチは平坦地

に3本、微高地に5本設定した (第67図 )。

その結果、T-1・ 2は土石流の痕跡が顕著で、礫を多量に含む土層堆積がみられた。土器の細片

が少々出土したが、遺構の検出はできなかった。

T-3も T-1・ 2と ほぼ同様の状態であったが、ピットをわずかに検出した。
T-4・ 5では、住居跡と考えられる遺構を検出し、比較的残りが良い土器が出上した (第 70図 )。

::暴蔑号督g搭 董々褐色土洋華答感
を

(地山表現層は土石流の堆積土 )

T-1東壁セクション

T-2西壁セクション

T4セ クション

:1唇書鶏 色歩ロックを多量に含む棒華答感
を

4礫を多量に含む
(地山表現層は土石流の堆積土 )

35,00m

3.暗褐色土
4暗褐色土
(地山表現層は軟質の礫を多量に含む淡掲色土 )

3700m

第68図 米坂遺跡試掘 トレンチセクション図 (1)

T‐3東壁セクション

1,表土(耕作土 )
2小礫を含む掲色土
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土器を観察すると、須恵器の蓋は口縁端部が厚くて平坦面に近い段を有するものがあり、土師器の甕

では二重口縁のなごりをとどめているものがあった (第 70図 )。

T-6・ 7・ 8は、いずれも地山が浅く、遺物、遺構とも検出できなかった。

以上の試掘調査結果から、米坂遺跡は、T-5からT-3を含む約600ポの範囲について全面発掘

調査を実施することとなった。

全面調査は平成 6年 4月 18日から同年8月 31日 まで、72日 を費やして実施した。竹林であったため、

まず重機を利用して表土除去とともに竹根の除去をおこない、その後人力による調査をおこなった

(第 71図 )。

東区は西に傾斜する緩斜面で、遺構は調査区の北東を中心に、不整形な土墳や溝のほかピット多数

を検出した。調査区の東側は遺構が少なく、試掘調査の成果からも遺構は東側へは広がらず、北側ヘ

はさらに広がつているものと推察された (第 72図 )。 本調査区は地山が浅く、近年までおこなわれて

いた畑作のせいか、地山直上まで細片化した土器が多く出上した。原位置を保っている土器も一部見

うけられたが、遺物の残存状況は極めて悪かった。

西区は平坦面で、東区との境には崖状の段差が見られる。かつて石垣を築いていたと思われる石材

が出土し、これは後世の畑作に伴う遺構と判断されたが、古墳時代にはすでにこの崖状の地山加工が

おこなわれていたようである。西区の東半分は東区とほぼ同様な状況であつたが、西半分では土石流

による堆積上の上から高密度のピット群を検出した (第 73図 )。 おそらく掘立柱建物に関連するピッ

ト群と思われるが、411状の並びがところどころに見られるのみで、建物を構成するような配置は確認

できなかった。このピット群は周囲にも広がっているようである。遺物はおもにピット群の東側で土

器1留まりとして出土した。土器はほとんど細片化しており、特に西半分については残存状況は極めて

悪かった。

以上、東区と西区に分けて記したが、米坂遺跡は地山が浅い上に、後世の土地利用が盛んであった

ため遺跡の残りは非常に悪かった。それでも両区とも焼土や炭、竃片が多く出土し、ピットが多数検

出されたことから、堀立柱建物の住居跡であることが判明した。以下、遺構ごとに説明する。

2

第70図 米坂遺跡 T-5出 土土器実測図
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遺 構
。SX-01(第 74図 )

東区中央の北端の平坦地に位置する。地山を浅く掘り込んだ不整形な土墳で、深さは一番深いとこ

ろで約10cIIIを測る。埋土は炭や土器小片を多く含んだ濁褐色上である。遺構面のほぼ中央からは、本

来は完形を保っていたと思われる土師器の甕 (第83図17)が出上した。遺構の性格は不明である。
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第74図  SX-01遺物出土状況図
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。SX-02(第 75図 )

SX-01のやや南西に位置する。地山を浅く掘り込んだ不整形な土墳で、深さは約10cIIIを 測る。埋

土は炭や土熙ヽ 片を多く含んだ濁褐色上である。遺構面のほぼ中央にはさらに直径40cIII、 深さ10clnの

円形の掘り込みがあり、若干浮いた状態で、須恵器の郭 4点 (第 83図 5～ 8)が原位置を保った状況
で出上した。遺構の性格は不明であるが、完形のイ 4点が整然と出上していることから、住居に付随

する土間のような場所であったかもしれない。

ヽ
83 洋8♀ 7

0                    1

第75図  SX-02遺物出土状況図
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第76図  SD-01周辺遺物出土状況図

③
プ
③

濁褐色土

―-84-―



・SD-01(第 76図 )

SX-02の東に位置する。平面L字形の溝で、東西約2.8m、 南北約 2m、 深さ約15clnを測る。形
状からは、掘立柱建物にともなう溝の可能性が高いが、建物を構成するピットの配置は確認できなかっ

た。溝の内側からは、土師器小片のほか手捏ね土器 (第83図 12)が出上した。
。SD-02(第 77図 )

SD-01のやや北に位置する。湾曲した溝で東西約2.7m、 深さ10cln弱 を測る。性格は不明である。
・SD-03(第 78図 )

SX-01の西に位置する。平面L字状の溝で、南北2.2m、 東西1.9m、 深さ約10clllを 測る。形状か

らは、掘立柱建物にともなう溝の可能性が高いが、建物を構成するピットの配列は確認できなかった。

溝の内側には、地山直上に粘土による作り付けの竃の一部が残存していた。この竃は、粘土を平面U
字形に積み上げてその内側を掘り下げたものである。かなり使い込まれたらしく、粘土はよく焼き締

鮎β

∪           lm

第77図  SD-02周辺遺物出土状況図

0           1m

第78図  SD-03周辺遺物出土状況図
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まっており、内側の掘り込みには炭が詰まっていた。後世の耕作の影響か、電の半分以上は削 り取ら

れており、残存部分も高さ 8 cln程度しか残っていなかった。本来の高さは不明である。 SD-031よ こ

の竃を保護するための簡易な建物の排水施設とも考えられる。

・SD-04(第 79図 )

平面 L字形で、北側がほぼ直線で長さ約 3mを測る。性格は不明であるが、東区の中では傾斜が急

な場所であるため、平坦面を作りだそうとしたものかもしれない。溝の肩付近には、砥石 (第85図 1)

が落ち込んだ状態で出土した。

・SD-05(第 79図 )

やや弧状の溝で、長さ約4m、 幅20～ 30cIIl、 深さ25cIIIを測る。土師器の甕 (第83図 16)が落ち込ん

だ状態で出土した。性格は不明である。

・SX-03(第 80図 )

西区中央の北寄りに位置する。東側の高い方に溝を掘り、地山を弧状に20cIIl程度削平して平坦面と

なしている。約 4ポの範囲から、焼土や多量の炭のほか甑か竃の把手 (第84図 9)が出上し、ここは

煮炊きをおこなった場所であることがわかった。甑や奏の上師器片の出土量が多かったが、須恵器も

イ (第84図 3)や魃 (第84図 5)が出上した。須恵器はSX-02か ら出上したものよりも古いタイプ

である。周辺からは多数のピットを検出したが、建物を構成するピットの配置は確認できなかった。

・SX-04(第 81図 )

SX-03の南に位置する。3.2m× 2mの不整形な楕円状に地山を約30m掘 り込んで平坦面となし

ている。床面からは多量の炭と焼け石のほか篭片 (第84図 8)も 出上し、煮炊きをおこなった場所と

わかった。東側の掘り込みの肩付近から土師器の破片がまとまって出土したが、掘り込まれた床面か

暗掲色土 濁掲色土

B綾ビ
第79図  S D-04周辺遺物出土状況図

―-86-一

lm



らは遺物はあまり出土しなかった。

・SX-05(第 82図 )

SX-04の南に位置する。東側の高い方を深さ約20cIII、 幅約 5mに わたって掘り込んで平坦面とな

しており、調査範囲外の南方にも続いていると思われる。掘り込みの肩にピットが並ぶが性格は不明

である。遺構内には若干の土器片のほか多量の山石が浮いた状態で散乱していた。
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第80図  SX-03遺物出土状況図
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遺 物
まず、東区の上器について記す (第83図 )。

東区では多量の上師器の細片が出土したが、後世の畑作の影響か微細片化したものがほとんどであっ

た。したがって、図面化できた土器は、少量出土した須恵器11点 と、大量に出土した土師器のうちの

わずか6点である。

ど三三三三三三::三三二:三二」蛍  1    

＼
(三
:三三::三二二三:::'〉

ン
8

第83図 米坂遺跡東区出土土器実測図
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須恵器は、器種としては蓋、杯、高杯が出土した。不思議と甕の破片は少なく、数点しか出土しな

かった。杯は、いずれも底外面に明瞭な回転ヘラ削りを施し、立ち上がりはやや高いが内傾するもの

である。蓋は、天丼に明瞭な回転ヘラ削りを施し、口縁端部内面には段をとどめているが、肩部の稜

は凹線に移行しつつある段階のものである。11の ようにやや古いタイプの高杯脚も出土しているが、

5、 6、 7、 8の郭は原位置を保って出上しているので、東区で生活が営まれた最終時期はこの土器

を指標としてよいだろう。

土師器は、器種としては甕、手捏ね土器、高郭が出土したが、いずれも風化が著しく器面調整はほ

とんど不明である。

第84図 米坂遺跡西区出土土器実測図
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第85図 米坂遺跡出土砥石実測図

次に西区であるが、さらに図面化できた土器は少なく、須恵器 5点と土師器 5点のみである (第84

図 )。

須恵器は、器種としては蓋、イ、ジョッキ形土器、魅がある。ここでも甕の破片は10数点しか出土

しなかった。杯は立ち上がりが直立して高く、口縁端部は厚みがあつて平坦面に近い段を有するもの

で、蓋は肩部の稜はシャープさを失っているが、口縁端部は杯と同様厚みがあつて平坦面に近い段を

有するものである。 4のジョッキ形土器は、口縁端部内面にゆるい段を有している。底部や把手部分

は久損している。 5の魃は胴部半分弱しか残存しないが、胴部が張るもので最大径は約10cIIlを 測る。

頸の付け根は約 5 clll程度で、伴出した蓋杯と同時期のものであろう。

土師器は、器種としては高杯、小壷、電、甑または竃の把手がある。 6の高杯は脚が低いタイプの

ものである。 7の竃は一部しか残っていないが、二次的に火を受けた痕跡がある。

土器以外の遺物としては砥石、玉、石器が出上した。

＼

キ

‐

‐

‐

‐

ザ

砥石は3点出土した (第85図 )。 いずれも東区から出土したもので、1・

2は遺構面、 3は遺物包含層中から出土したものである。 1と 3はバチ形

で、よく似た形状である。

玉は 1点出土した (第86図 )。 西区の最西端やや南寄りの遺構面直上か

ら出上したもので、材質は水晶である。切子玉に似ているが、側面のカッ

トは無く、ソロバン玉と同じ形をしている。法量は、直径1.lcIIl、 高さ0.8
傷宮86

cln、 重さ1.2gを測る。孔は、一方に軽く袂りを入れた後、反射側から錐  米坂
で一気に穿っている。

◎

①
図遺跡出土玉実測図

(実物大 )
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石器類 (第87図 )は古墳時代以前の遺物で、掘立柱住居跡の遺構とは直接関係ないものである。 1

～ 6は黒曜石製の鏃で、 6は超小型品である。 7は安山岩製の鏃である。そのほか黒曜石の剥片数十

点も遺物包含層中から出土しており、当該地で石器を製作していたことがうかがえる。時期は不明で

ある。11は玄武岩製の分銅形石器で、東区南西斜面の地山直上から出土した。これは縄文時代の遺物

である。
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第87図 米坂遺跡出土石器実測図
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月ヽ 結

米坂遺跡は古墳時代中期から後期半ばにかけて営まれた、掘立柱建物の住居跡である。

調査の便宜上、東側の微高地を東区、西側の平地を西区として、まず東区から調査を開始した。東

区では溝状遺構をともなう掘立柱建物があったと思われる。遺構の切り合い関係がほとんど見られな

いことから、短期間の営みであった可能性が高い。遺構にともない最終床面から原位置を保って出土

した土器は、 6世紀後半の須恵器であったことから、この時期をもって東区での営みは廃絶したと考

えられよう。では、東区が営まれた時期の上限はというと、遺物包含層中から退化した二重口縁の甕

小片が出土しているので、 5世紀半ばまでさかのぼり得ると思われる。しかし、今回の調査ではその

時期の遺構を確認することはできなかった。

西区では東区寄りに地山を加工して平坦面を作り出しており、そこでは煮炊きをおこなった痕跡が

顕著に検出できた。SX― o3では、持ち運び式竃が地山直上で出土したほか、やや浮いた位置から、
6世紀初頭の須恵器の杯が出上した。また、西区西側半分については掘立柱建物があったと思われる

が、ピット数が多すぎて、建物を復原することはできなかった。長期間にわたって小規模な掘立柱建

物が建てかえられてきたのであろう。しかし、これらのピット群にともなう遺物は、玉が上点遺構面

直上から出土したのみであり、そのほかは風化が著しい土師器の小片ばかりであったため時期を確定

することはできなかった。

ところで、単純に東区と西区から出土した数少ない土器を比較すると、東区では6世紀半ばの遺物

が目立ち、西区では、 6世紀初頭の上器が目立つ。それは、東区が微高地であることから、当初東区

にあった古い時期の遺物を、 6世紀半ばになって居住区とする際に標高が低い西区へ廃棄された状況

も考えられるが、主たる居住空間が西区の平地から東区の微高地に移ったことを示唆しているとも考

えられよう。

米坂遺跡は、約100年間という長い期間にわたって営まれた集落遺跡である。西区の大量のピット

群に対して東区では遺構が少ないことから、 6世紀半ば近くに東区の微高地に居住域が移った可能性

が高いと思われる。ただ、ここでの推察は、地形の面から判断して米坂遺跡の範囲は南北にかなり広

がつているはずであるのに、調査を実施したごく一部から導きだした推論にすぎないことを付記して

おきたい。

さて、米坂遺跡は後述する米坂古墳群と谷を挟んで向かい合っており、その間の距離は約100mで

ある。また、米坂遺跡が営まれた時期と米坂古墳群が造営された時期はほぼ一致しており、両遺跡の

在り方は居住域と墓域との関連の面で非常に興味深い。このことに関しては、米坂古墳群の欄で改め

て触れたいと思う。
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T-5出 土土器観察表
面

号

図

香
種類 器 種 法 皇

星 (cnl) 胎  土 焼成 色 調 ろくろ 備 考

70-1 須恵器 高郭蓋
口径128 器高61
つまみ径35 つまみ高10

密 l mm未満の白色

砂粒を少量含む
良好

(外 )淡青灰色、責緑色

の自然釉(内 )淡青灰色
右回転

70-2 須恵器 霊 口径■ 8(推定)
長石微粒を

少 含々む
良好 (内、外、断)淡褐色 右回転

70-3 須恵器 杯 受部径138
密、白色微砂粒を

合む
良
(内、外)灰色

(断 )淡灰色
右回転
火ぶくれ、

歪みあり

70-4 土師器 甕 口径118
l mm前後の砂粒を

多く含む
良 (内、外)淡橙白色

70-5 土師器 甕 口径230(推定)
l mm前後の

砂粒を含む
良 (内、外)淡橙白色

70-6 土師器 高杯 密 良好 (内、外)橙褐色

東区出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (clll) 胎  土 焼成 色 調 ろくろ 備 考

84-1 須恵器 蓋 口径130
石英、長石微粒を

少 含々む
良好

(内、外)灰色

(断 )褐色
右回転

84-2 須恵器
杯

高杯か?

口径■ 0 受部径130
器高不明

長石微粒を

多く含む
良好

(外面口縁以外、断面)褐

色(口縁、内面)淡灰色
右回転

84-3 須恵器 邦
口径■ 0 受部径130
器高49

長石微粒を

多く含む
良好 (内、外、断)灰色 右回転

84-4 須恵器
ジョッキ形

土器
口径116(推定)

石英、長石粒を

多く含む
良好

(内、外)淡灰色

(断 )灰色
右回転

84-5 須恵器 魃 頸径49
緻密、石英微粒を

わずかに含む
底付近

軟
(内、外、断)淡灰色 右回転

84-6 土師器 高杯 底径80
石英、長石微粒を

多く含むが緻密
良好 (外 )橙色

84-7 土師器 短頸重
口径92

頸径72
l mm弱の石英

長石粒を多く含む
やや良 (内、外、断)黒～褐色

84-8 土師器 篭 不明
l mln前後の石英

長石粒を少 含々む
良好 (内、外、断)淡褐色

84-9 土師器 不明
石英、長石微粒を

多く含む
良好 (内、外、断)淡明褐色

84-10 土師器 不明
石英、長石微粒を

多く含む
やや軟 (内、外、断)淡明褐色

西区出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cm) 胎  土 焼成 色 調 ろくろ 備 考

83-1 須恵器 蓋
口径127

器高35
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外)青灰色

(断 )褐色
右回転

83-2 須恵器 蓋
口径135

器高39
長石、石英粒を

少 含々む
良好

(外 )灰色

(内、断)淡灰色
右回転

83-3 須恵器 蓋
口径128

器高415
石英、長石粒を

多く含む
良 (内、外、断)淡灰色 右回転

83-4 須恵器 蓋 口径136(推定)
長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外)灰～黒灰色

(断 )褐色
右回転

83-5 須恵器 杯
口径■ 6 受部径140
器高48

0 5mm前後の石英

長石粒を密に含む
良好

(内 )灰色

(外 )濃灰色～淡灰色
右回転

83-6 須恵器 郭
口径■ 9 受部径138
器高40

石英、長石微粒を

多く含む
悪い (内、外、断)淡灰白色 右回転

83-7 須恵器 杯
口径121～ 126

器高40 受都径151～ 148
石英、長石微粒を

多く含む
ミ好 (内、外)濃青灰色 右回転

83-8 須恵器 杯
口径106 受部径134
器高35

石英、長石微粒を

わずかに含む
良
(内 )赤褐色

(外 )赤褐色～黒色
右回転
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面

号

図

番
種類 器 種 法 旦

里 (cm) 胎  土 焼成 色 調 ろくろ 備 考

83-9 須恵器 杯
口径132～98
器高45 受部径146～ 128

長石微粒を

少 含々む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右回転

83-10 須恵器 杯
口径110 受部径132
(推定)

緻密 良好
(内、外、断)

灰色
右回転
火ぶくれ、

歪みあり

83-11 須恵器 高杯 底径7.2(推定)
緻密、長石微粒を
わずかに含む

軟
(外 )淡褐色

(内、断)白灰色
右回転

83-12 土師器 手捏ね土器
口径56

器高46
l mm弱の石英

長石粒を少 含々む
重
心

(内、外、断)

淡橙褐色

83-13 土師器 高郭脚 底径82
石英、長石粒を

少 含々む
曽
軟
淡橙色

83-14 土師器 高邦 底径84
石英、長石微粒を

少 含々む
曽
歌

(内、外、断)

橙褐色

83-15 土師器 高杯 底94 石英、長石微粒を

多く含む
良

(内、外、断)

橙色

83-16 上師器 甕
口径158 頸径121
器高不明

l mm前後の石英粒を

多く含む、ウンモも少々
管
軟

(内、外、断)

淡褐色

83-17 土師器 甕
口径13.6(推定)

頸径109(推定)

l mm強の石英、長

石粒を多く含む
悪い

(内、外、断)

淡褐色

砥 石 観 察 表

図面番号 種 類 法   量 (cm、 g) 石 材 備 考

85-1 砥石 残存長縦6.0 横28 重さ9885 片端を欠損

85-2 砥石 残存長縦55 横43 重さ15434 約半分を久損か ?

85-3 砥石 縦72 横30 厚さ2.1 重さ10046 一部欠損

表察観玉

図面番号 種 類 法   量 (cal、 g) 材 質 備 考

切子玉 最大径105 高さ08 重さ12 水晶 完形

石 器 観 察 表

図面番号 種 類 法   量 (cm、 g) 石 材 備 考

87-1 石鏃 縦27横 22 厚さ04 重さ135 黒曜石 先端と片翼をわずかに欠損

87-2 石鏃 縦25 横 (最大)24(推定)厚さ03 重さ122 黒曜石 片翼を欠損

87-3 石鏃 残存長18 残存幅17 最大厚035 重さ097 黒曜石 先端と翼を欠損

87-4 石鏃 縦20(推定)横 (最大)1,4 厚さ03 重さ065 黒曜石

87-5 石鏃 縦20横 15 厚さ03 重さ106 黒曜石

87-6 石鏃 残存長11 残存幅10 最大厚02 重さ018 黒曜石 翼端をわずかに欠損

87-7 石鏃 縦1.5 横15 厚さ02 重さ033 安山岩

87-8 剥 片 縦16横 21 厚さ04重 さ169 黒曜石

87-9 剥片 縦18横 14厚 さ03重 さ097 黒曜石

87-10 剥片 縦28横 27 厚さ055 重さ237 黒曜石

87-11 分銅形石器 縦■ 5横44厚 さ12 重さ97.01 玄武岩
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米坂古墳群

位置と環境

米坂古墳群は、松江市西尾町字垣1420-2他 に所在する。

調査区は、和久羅山から南に派生する低丘陵尾根上とその東側緩斜面で構成されている。調査前は、

樹高10mを越える大木や潅木、笹等が生い茂る山林であった。丘陵の東側は幅の広い谷になっており、

なかば荒れているが、現在も畑地として利用されている。この谷から米坂古墳群より100mばかり北

米坂
1～ 12号墳

0          100m

―第88図 米坂古墳群位置図および古墳分布図
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方の地点で西方に向かう山道に入ると、いわゆる米坂越えのルートがある。このルートは幅 lm前後

の山道であるが比較的緩やかで、西尾町西谷と持田町を結ぶ最短距離の道として、自動車が普及する

近年までは一般的に利用されていたという。古くは奈良時代の書物『出雲国風土記』に記された、国

庁から朝酌の渡しを経て島根郡家へいたる駅路、江北道にあたる可能性も高い。丘陵の西狽1は、大木

が茂る深い谷になっている。丘陵尾根上の緩やかな道を南に下れば、多数の五輪塔が散乱している場

所があり、常念寺の裏山にいたる。

さて、米坂古墳群調査地周辺の分布調査をおこなったところ、今回の開発範囲に含まれる12基の他

に、20基の古墳を確認した (第88図 )。 戦後の開墾によって斜面部分を中心に畑地として利用された

痕跡がみられ、既に墳丘を失った古墳も存在しうることを考慮すると、米坂古墳群は30基以上の古墳

で構成される古墳群といえよう。米坂古墳群の古墳は表面観察をした限りでは、ほとんどが小規模で

比高が低い方墳、いわゆる“ザブトン古墳 "であった。内部主体に横穴式石室を持ちそうな古墳は見

られない。この古墳群の特徴は、小規模古墳が互いに墳裾を接するように、きわめて高密度に築かれ

ていることである。

周辺の遺跡としては、谷を挟んで東方100mに 、前記した古墳時代中期から後期後半にかけての住

居跡、米坂遺跡がある。今回は開発範囲についてのみ調査を実施したが、遺構の検出状況や地形から

判断すると、遺跡の範囲は南北に大きく広がっていると思われる。この遺跡は米坂古墳群とほぼ並行

して営まれており、集落と墓域を考える上で貴重な遺跡といえる。また、直線距離にして東南400m

の地点には一辺30mの方墳、廟所古墳があり、東南500mの地点には一辺30mの方墳、観音山古墳が

ある。両古墳とも未調査であるが、古墳時代中期の大型古墳ではないかといわれている。

その他に周知の遺跡は確認されていないが、西尾町周辺は和久羅山麓で低丘陵が広がり、低湿地も

ある。また、南は大橋川に面しており、漁労や水上交通にも至便の場所である。地面下に人知れず眠っ

ている遺跡の数はまだまだ多いと推察される。

米坂古墳群各古墳観察表

仮番号 墳形 規 模 備 考 阪番号 墳形 規 模 備 考

1 方形 7× 7m 墳頂に石材散乱 方形 9× 9m

ク 12× 12m 第 図参照 の
る // 7× 7m

つ
じ 9× 9m ０

∪ ク 8× 8m

ク 13× 13m 盛土高い 14 ク 6× 6m わずかな高まり
Ｒ
じ ク ? わずかな高まり 貞

υ ク 16× 16m 不整形

6 9× 9m 16 ク 5× 5m わずかな高まり

7 ク 9× 9m 17 ク 7× 7m わずかな高まり

8 ク 7× 7m 18 ク 7× 7m わずかな高まり
∩
υ ク 10× 10m 残存状況良好 ∩

υ ク 7× 7m わずかな高まり

10 彦 9× 9m 残存状況良好 （
υ
の
る ク 6× 6m わずかな高まり
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調査の概要

米坂古墳群は、当初の分布調査では開発区域内に 7基の古墳が確認されており、発掘調査は平成 8

年度事業として終了する予定であった。ところが、平成 8年 4月末の伐開作業途中の段階で、新たに

3基の古墳の存在が確認された。松江市教育委員会と協議した結果、調査範囲を拡張する必要が生じ

た場所については、平成 9年度に調査を実施することに決定した。また、墳丘の半分が開発範囲にか

かっていた 8号墳については、農道の設計を変更して保存することに決定し、調査は墳丘の盛 り土を

一部観察するにとどめることとなった。

平成 8年度の調査は、平成 8年 5月 31日 から平成 9年 2月 21日 まで、実質140日 間をついや して実

施した。調査面積は約3,310ポである。

調査は、まず重機を利用して、地形に変化が見られない場所についてのみ表土掘削をおこなった。

その結果、尾根上古墳群の西の広い傾斜地は表土直下が地山となっており、遺跡が存在しないことが

わかつたので、調査範囲を丘陵尾根上から東側斜面に限定した。

次は人力に頼って、 2号墳から順次、各古墳の表土剥ぎをおこない、同時に畦を残しながら周溝内

の堆積土を除去して残丘の検出をおこなった。どの古墳も墳形は方墳で、残丘は低かったが、周濡は

主としてコの字形に深く掘られたものが多かった。

次に墳頂における主体部検出にかかった。主体部は墳丘の比較的浅いところに作られていたらしく、

残 りが悪かった。 2、 6号墳では検出できず、 3号墳では後世の道によって大半を失っており、 5号

墳は盗掘にあっていた。主体部を完掘できたのは、 4、 7号墳のみであった。

最後に墳丘の盛 り土状況を観察し、墳丘を除去して墳丘下の遺構の有無を確認した後、 2～ 8号墳

の 7基の古墳に関する調査を終了した。

また、古墳の調査に並行して、古墳が築かれていない場所についても精査を実施した。その結果、

墳丘をすべて失っていた 1号墳の周溝を検出した。そのほか墳丘を持たない、バラエテイーに富んだ

埋葬施設A～ Hの 8基を検出し、これらについての調査もおこなった。

平成 8年10月 27日 には、現地説明会を開催した。秋晴れの遺跡には約100人の人々が見学に訪れ、

いつもは静寂な古墳群もこの日ばかりはにぎやかな一日となった。。

平成 9年度の調査は、平成 9年 4月 14日 から平成 9年 6月 30日 まで、実質26日 間実施した。調査面

積は約210ポである。

当初 3基の古墳について調査をおこなう予定であったが、新たに周溝のみをとどめる10号墳を検出

し、 4基の古墳について調査を実施した。墳丘は 4基 とも方墳で、 9、 11号墳は比高が低かった。

主体部は 3基の古墳について検出した。その後、墳丘の盛 り土状況を観察し、墳丘を除去して墳丘

下の遺構の有無を確認して、 4基の古墳の調査を終了した。

以上、米坂古墳群発掘調査は 2年度にわたり、実質166日 をかけて、約3,520ポ について調査を実施

し、12基の古墳と8基の墳丘をともなわない埋葬施設を検出し、調査を終了した。
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1号墳
1号墳は米坂古墳群の中では一番東端の低い場所で、標高41.00mの緩傾斜地に築かれている。墳

丘は後世の開墾によって削平されており、山道の凹部以外は平坦地と化していたが、地山面の精査中

に初めて周溝の輪郭が見つかり、この古墳の存在がわかった。表土を除去した時点で、すでに盛り上

の下の旧表土と思われる黒色土が露出しており、盛り土は全く残存していなかった (第 92図 )。 旧表

土以下は小炭を含む淡褐色砂質土で、その中から、古墳築造以前の上師器の甕片 (第 96図 )と 石鏃

(第 159図 1)が出上した。

・墳丘 (第 91図 )

盛り土をすべて失っている。規模は、周溝から復原すると一辺1lm、 周溝を含めると一辺約13mを

測る方墳である。

・周溝 (第91図 )

墳丘の北、西、南側に平面コの字状に掘られており、残存部のみで観察すると、深いところで地山

lm     1                   5m

第91図  1号墳検出状況および遺物出土状況図

94-2,3,415
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面から約0,8m近 く掘り込まれていた。周溝の底近くからは、土師器の杯、高杯、壷、鉄製品が出土

した。土師器類は完形のままその場で潰れて埋もれたような状態で出上した。

・主体部

残存しなかった。

・遺物

周溝内から、土師器の郭 2′点、高郭 2点、壺 1点、鉄鏃の茎部 2点が出土した。第94図 1の杯は外

面にハケメ調整が残り、内外面とも赤色顔料が塗られていた。 3の高杯は杯部が九いタイプのもので

ある。鉄鏃は95図 1が茎部で、 2が基部にあたり、同一個体になる可能性もある。

1 0cm

第94図  1号墳周清出土土器実測図
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第95図  1号墳周清出土鉄製品実測図
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第96図  1号墳墳丘下出土土器実測図



2号墳
2号墳は 1号墳の北西で、 2号墳の墳裾の南東の角が 1号墳の周溝の北西の角に接するほどに、き

わめて近接して築造されている。墳丘は標高43.00m前後の緩やかな斜面上に築かれている。

墳丘の頂部にはゴミ焼きの穴が掘られていたり、墳丘の南をかすめるように溝状に山道が通つてい

たりで、少々墳形が歪んではいたが、墳丘の残りは非常に良く、一見して方墳であることがわかる。

・墳丘 (第 97図、第98図 )

規模は、一辺13m、 周溝を含めると一辺16mを測る、調査区域内では一番大きい方墳である。盛り

上は、旧表上の上から盛り始められており、一番残りがよい場所で約90cIIIの高さが残っていた。

0                     5m

第97図  2号墳検出状況および遺物出土状況図

/
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・周溝 (第 97図 )

墳丘の北、西、南側に平面コの字状に掘られており、西側の一番深いところでは、旧表土面から約

1.2m、 地山面から約0.8m掘 り込まれている。周溝内からは、底面にきわめて近いレベルで土師器の

郭 3個体が出土し、器種は定かではないが微細化して軟弱な土師器の破片が集中して出土する場所が

1カ所みられた。須恵器も長頸壷の底部が出土したが、周溝内堆積上のかなり上方だったので、これ

は流れ込みの遺物と考えられる。周溝の南西の角付近では、底から約25cIIl上面において大量の炭が出

上した。周溝が20cIIl以上埋もれた時期のものであるから、築造当初とはかなり時間的隔たりがあると

思われるが、伴出遺物が無いため、時期やその意味するところは不明である。

・主体部

主体部は見つからなかった。墳丘上や周辺にはかなり大きめな山石も含めて、山石の散乱が見られ

たことから、石材を利用した主体部が壊された可能性が高いと思われる。そうだとすると、主体部は

墳丘のかなり高い位置にあったことが想像される。ちなみに、 2号墳の南方平坦面を精査している時

に、標高43.50mの 2号墳に近い場所から鉄鏃の破片 2点が出上した。これらは2号墳の副葬品であっ

たかもしれない。

0         5cm

―第99図

2号墳同溝出土土器実測図

。遺物

周溝内から杯が 3点出土したが、図面化できたのは第99図の 2点

である。 1は、口縁端部がやや肥厚して内傾するもので、底部外面

には手持ちのヘラケズリを施している。内外面には赤色顔料が塗布

されている。 2は、口縁が素直にのびるもので、内面にはヘラミガ

キ、外面は底部から器体の半ばまで、かなり広い範囲に手持ちのヘ

ラケズリを施している。

1号墳南方平坦面からは鉄鏃片が 2点出上した。 1は、鏃身と茎

の一部が残る長茎三角鏃である。 2は、茎部のみの残存である。 2

点とも近位置から出上したので、同一個体の可能性もある。

鱒

に

1

0           3cm

―第100図

2号墳南側平坦面出土鉄製品実測図

鰻
　
　
饉

山ｍ

‐‐

一-106-―



3号墳
3号墳は2号墳の北西に位置する。墳丘は標高45m前後の緩傾斜地に築かれていたが、後世の山道

によって墳丘の半分以上が削り取られていて残りが悪かった。

・墳丘 (第 101図、第102図 )

規模は、8.5m× 8.5mを 測り、周溝を含めると10m X10mを測る方墳である。盛り上は旧表土上か

ら盛られており、墳丘の西側では旧表土上に約70clxlが残っていた。残存する一部分の観察でしかない

が、盛り上は各層が水平に整然と盛られていた。墳丘の西側の盛り上はほとんど流されており、旧表

土すら残っておらず、地山の上に二次的に堆積した層が観察できた。したがって、 2号墳と3号墳の

切り合い関係は土層面からは明確にできないが、 3号墳の墳丘の東側墳裾を図面上で復原すると、 2

号墳の西側周溝の上に位置することから、 3号墳が築かれた時期は、 2号墳の周溝がかなり埋まった

新しい段階であったことが推定される。

・周溝 (第 101図 )

墳丘の北、西、南側に平面コの字状に掘られていた。西側の深いところでは、旧表土から約50cm、

地山から約30cm掘 りこんでおり、西側の断面はほぼV字形を呈していた。西側の周溝がやや狭く、鋭

第101図  3号墳検出状況および遺物出土状況図

後世の道による削平

―-107-―
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・主体部 (第 103図 )

盛り土内に掘られた土壊で、わずかに残存していた。かつて、山道の切り通しで割石10点を確認し

たという報告があるが、今回の調査では、石材等の施設の痕跡は見られなかった。土墳の長さは不明

だが、幅は残存部上場で60cIIl、 下場で46clnを測る。一部分の観察でしかないが、西側がやや高くなっ

ているようである。この主体部を図面上で復原すると、その主軸は方墳の辺と平行ではなく、対角線

と一致する東西方向に位置している。主体部内の副葬品としては、墓娠西端から約30cIIIの地点の中央

に、須恵器の杯 2点 (第 104図 )がともに上向きに重ねられた状態で床面直上から出上した。

40,50m

50cm

第103図  3号墳主体部および遺物出土状況図
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・遺物

第104図は、主体部内から出上した須恵器である。 1の郭は、

立ち上がり端部の内側に段の痕跡を残し、内面の器壁は底から九

みをもって立ち上がりにつながっている。底外面には丁寧な回転

ヘラケズリが見られる。 2の杯は、立ち上がり端部に変化が見ら

れず、内面の器壁は底と立ち上がりの境に凹稜がはいる。両者は

土器編年上では別のタイプとして分けられるもので、この古墳の

築造時期が、郭が 1タ イプから2タ イプヘ移行する時期にあたる

ことが推察される。

第105図は、周溝底部および肩部から出上した須恵器である。

1の杯は、立ち上がり端部の内面に凹線状に段の痕跡を残すもの

で、底部外面の回転ヘラケズリは面積が狭く、回転ナデの面積が

広くなっている。焼成時のひび害Jれが著しい。 2の杯は、九みを

帯びた器形で、立ち上がりが垂直で高く、やや平坦に近いしっか

りした段を有している。明らかに他の 3個体とは時期を異にする

もので、尾根上の別の古墳から転落したものと考えられる。

第104図

3号墳主体部出土土器実測図

第105図

3号墳周溝出土土器実測図

―-110-―



4号墳
4号墳は 3号墳の北西、 5号墳の北東に位置している。尾根状古墳群の中では最北端、最低所で、

標高45.50m前後の緩傾斜地に築かれている。

・墳丘 (第 106図、第107図 )

流土や採土によって残りが悪かったが、調査の結果、8,2m× 8.2mを 測る方墳であることがわかつ

た。残丘の高さは0,7mである。盛り土は、旧表上の上から盛られており、旧表土上0.6mが残存して

いた。

・周溝 (第 106図 )

墳丘の南東側にのみ直線状に掘られている。他の 3辺側は自然地形が下がっているため、周溝を掘

る必要がなかつたのであろう。南東側の周溝は、深いところで地山面から約50cIII掘 り込んでいる。周

5m

第106図  4号墳検出状況および遺物出土状況図

主体部
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溝内からは紡錘車が 1点出土した。また、南東の角付近からは同一個体と思われる土師器の小片が多

数出土したが、風化が著しく器種の特定はできなかった

。主体部 (第 108図 )

墳丘のほぼ中央に、墳丘の辺と平行の方向に掘られた土媛である。規模は、上場の長さ1.93m、 幅

0.6m、 下場の長さ1.85m、 幅0.3mを測り、不整形な長楕円の形状を呈している。墓墳は盛り土内に

掘られており、検出面から床面までの深さは約20clnで、床面は中央部分がやや深くなっていた。副葬

品は出上しなかった。

・遺物

周溝内から紡錘車 1点と土師器片多数が出土した。第109図は紡錘車である。須恵質で、表面にハ

ケメの痕跡が残る。やや浮いたレベルで 5号墳寄りに出上したことから、 5号墳にともなう可能性も

高い。土師器片は多数出土したが、風化が著しく、薄い外部の小片ばかりで器種は特定できなかった。

0                  1m

第108図  4号墳主体部実測図

劇 幣

帥

第109図 紡錘車実測図
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5号墳
5号墳は4号墳の南西、 6号墳の北東に位置し、墳丘は、標高47.00m前後の尾根上緩斜面に築か

れている。墳丘の比高は高く残存状況が良さそうであったが、墳頂や墳丘斜面には内部主体に利用さ

れていたと思われる大小の石材が散乱していた。

・墳丘 (第 110図、第111図 )

残存状況が良く、規模は9.5m× 9.5m、 周溝を含めると1lm× 1lmを測る方墳であった。残丘は高

く、1.lmを 測る。盛り上は旧表土上から盛られており、一番高いところで旧表土上70clll強が残って

いた。

・周溝 (第 110図 )

墳丘の北西側、南西側、南東側に、平面コの字状に掘られており、南西側の周溝は、 6号墳の墳丘

m

第110図  5号墳検出状況図
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0                 1m

第112図  5号墳主体部実測図

を切って掘られたようである。なお、北東側に掘られた周溝は、4号墳にともなうものと思われる。

周溝の深さは、深いところで旧表土面より70cIII、 地山面より40clllを測る。周溝内から遺物は出土しな

かった。

・主体部 (第 112図 )

盗掘にあっているようで、墳頂の表土直下には石材や粉々になった須恵器片が散乱していた。大部

分は撹乱されていたが、北側から東にかけての墓墳ラインがわずかに検出でき、そだによると、主体

部の方向は墳丘の辺の対角線方向に一致することがわかった。墓媛の規模は不明である。内部施設は、

周辺に散在する石を見た限りでは、石棺状のものではなく、後に記す12号墳のようなタイプであった

と考えられる。墓崚の東端付近の撹乱土中からは、須恵器の蓋 2点分とイ 2点分の細破片が出土した。

・遺物

盗掘による撹乱土中から、須恵器の蓋 2点、郭 2点分の破片が出

土した。第113図の 1は蓋で、器形が丸みを帯びている。肩部の稜

は鋭 くないが、口縁端部はやや肥厚して内面には明瞭な段が施され

ている。 2は杯で、これも器形が丸みを帝びている。立ち上がりは

やや内傾するが高さがあり、口縁端部内面には明瞭な段を有し、底

部外面には丁寧な回転ヘラケズリが施されている。

なお、他の蓋 1点 と郭 lJ点は、風化が著しかったため復原、図面

化ができなかった。形態は 1、 2と近似している。

第113図
0         5cm
崇

5号墳主体部出土土器実測図
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6号墳
6号墳は尾根上古墳群の 1つで、 5号墳の南西、 7号墳の北東に位置する。墳丘は、標高49.50m

前後の緩斜面に築かれていた。

・墳丘 (第 114図 )

規模は、6m× 5mを測り、周溝を含めると7m× 6m測る、方墳である。やや東西に長いようで

あるが、墳丘の北東側が一部 5号墳の周溝によって削り取られているためであろう。盛り上は、旧表

土上から盛られているが、調査時は 1層 しか残っていなかった (第 115図 )。 旧表土中からは古墳時代

前期の複合口縁の甕小片が出上した。

・周溝 (第 114図 )

墳丘の東、南、西側に平面コの字状に

掘られていた。南側の一番深い場所でも

旧表土下30cll程度の浅い周溝であった。

周溝内からは土師器の小片が出上した。

・主体部

残存しなかった。

・遺物

周溝内から土師器の破片が出上したが、

小片であるため器種は特定できなかった。

第114図  6号墳検出状況および遺物出土状況図
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第115図  6号墳セクション図
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7号墳
7号墳は尾根上古墳群の 1つで、南西は6号墳に、南は8号墳に、南西は9号墳にそれぞれ墳裾が

接している。墳丘は、標高49.50m前後のほぼ平坦地に築かれている。

・墳丘 (第 116図、第117図 )

比較的残りが良好で、規模9.5m× 9.5m、 周溝を含めると10.5m× 10.5mを 測る方墳である。残丘

の高さは約 lmである。盛り上は旧表土上から盛られており、一番高いところで、旧表土上に70cIIIの

盛り上が残っていた (第 117図 )。 盛り上内からは、古墳時代前期の上師器、二重口縁の奏の微小片が

数点出上したが、図面化はできなかった。これらは出土状況から、採土場にあつたものが偶然混じり

こんだものと思われる。

・周溝 (第 116図 )

墳丘の南側と西側に掘られていた。深さは、南側では旧表土面から約60clll、 地山面から約30clllを測

り、西側では旧表土面から約40cIIl、 地山面から約20cIIIを測る。南西の角だけを掘り残しているのは、

5m

第116図  7号墳検出状況図
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ちようどそこが 9号墳の墳裾の角にあたるからかもしれない。周溝内から遺物は出土しなかった。

・主体部 (第 118図 )

墳丘の辺と平行の方向に掘られた上墳であった。墓壊プラン検出面では、北寄りの中央部から人頭

大の石が出土した。墓媛は 2段掘り状で、方形を呈している。規模は、上面で長さ2,2m、 幅0.68m、

下面での上場の長さ2.lm、 幅0.44m、 下場の長さ2.Om、 幅0.44mを測る。墓壊検出面から床面まで

の深さは28cIIIで、床面はほぼ水平であると木棺等の痕跡は無く、副葬品は出上しなかった。

・遺物

出上しなかった。

51.00m

〕                 lm

第118図  7号墳主体部実測図

黒掲色土
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8号墳
8号墳は西は9号墳に接し、北は 7号墳に接している。尾根状古墳群の最南端、最高所で、標高50.

50m前後のほぼ平坦地に築かれている。墳丘の北半分が開発範囲内に入っていたが、その後の設計変

更で保存されることが決まった。したがって、全面調査はおこなわず、一部トレンチ掘りをして盛り

上の様子のみ観察した (第 119、 120図 )。

。墳丘

表面の測量調査の結果、約9.5

mX9.5mを 測る方墳で、残丘の

高さは比高約1.3mを 測ることが

わかった。盛 り上は旧表上の上か

ら盛られていた。

・周溝

9号墳側で一部検出しており、

9号墳の周溝を切ることがわかっ

ている。

・主体部

ボーリング棒で墳丘頂部を探っ

たところ、石にあたる場所があり、

石材を利用した主体部が残ってい

る可能性が高い。

・遺物

出上していない。 第119図  8号墳盛り上観察場所

1.淡褐色砂質土
2赤掲色粘質土
3.明掲色砂質土
4淡褐色土
5,濁淡褐色土

6.淡褐色砂質土(炭混 )
7淡黒色土
8.黒色ブロック入り淡褐色土
9黒色土
10.淡掲色砂質土(炭混 )

0                   2m

8号墳セクション図
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9号墳
9号墳は標高50.00mという尾根上で一番高い平坦面に築かれている。北東では7号墳、南東では

8号墳、また北方では10号墳と墳裾が接している。

・墳丘 (第 121図、第122図 )

残存状況は良好で、調査前から方墳の形状が明瞭であった。規模は8m× 7.5mを測り、東西方向

にやや長い。盛り土は旧表土上から盛っており、一番高いところで旧表土上に約50釦が残っていた

(第 122図 )。

・周溝 (第 121図 )

平面L字形で比較的浅く、墳丘の東側と西側に掘られていた。東側の周溝は8号墳の周溝と重なっ

ており、調査区の端の上層を観察したところ、 8号墳の周溝はまだ南につづいており、 8号墳の周溝

が 9号墳の周溝を切っていることがわかった。西側の周溝からは、土師器の杯 1点、高郭 3点が、そ

の場で潰れたような状況で出土した (第 123図 )。

・主体部 (第 124図 )

墳丘の辺と平行の方向に掘られた、不整形な長楕円の土娠で、盛り上中に掘られている。上場は長

さ2.4m、 幅0.5m、 下場は長さ2.25m、 幅0.46mを 測る。プラン検出面から床面までの深さは0.24mを

測る。床面は主軸方向は水平で、横断面は水平に近いが中央がやや低くなっている。墓壊は、十分木

ノ

須恵器片

鉄鉾

0                    5m

第121図  9号墳検出状況および遺物出土状況図
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。その他

9号墳の南西には平坦面があり、この平坦面は調査区域外に広がっている。調査区内では遺構は検

出できなかったが、調査区内の古墳からは出上しなかったような新しいタイプの須恵器片 (第 126図 )

や鉄鉾 (図版105)が出土した。したがって、調査区外に広がっている平坦面には、製鉄遺跡やそれ

にともなう生活遺跡が埋もれている可能性が高いと思われる。

・遺物

周溝内から、杯 1点、高杯 3点が出土した。125図 1、 2は よく似た形状を呈する高杯である。 1

はやや杯部が歪んで口径が大きいが、どちらも杯部は九く、杯部と脚部の接合方法や各部の器面調整

は全く同じである。 3は少々残りが悪いが、外部に段を有するもので、内外面には赤色顔料が塗布さ

れている。 4のイは風化が著しい。

墳丘南西部の平坦面から、鉄鉾といっしょに、第126図の皿 2点、高台付き皿 2点が出土した。す

べて底外面に回転糸切りの痕跡を残している。

＼

H243__@静

P     
ヽ

124-1

0               50cm

第123図  9号墳周溝遺物出土状況図

号墳周溝出土土器実測図
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5150m

51.50m

1 濁暗褐色土
2濁褐色土

0                 1m

第125図  9号墳主体部実測図
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第126図  9号墳南西平坦面出土土器実測図
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10号墳

10号墳は、 9号墳と12号墳の間の非常に狭い尾根上平坦地に位置している。墳丘は標高50,00mの

地点に築かれている。

墳丘を失っていたため、当初はその存在はわかっていなかったが、地山の精査をおこなっている最

中に周溝内に堆積した黒色上の一部を確認し、存在が明らかとなった。

・墳丘

後世の山道に削られて半分近くを失っており、盛り上はまったく残つていなかった。。

周溝から墳丘を復原すると、一辺4.5m、 周溝を含めると一辺 5mを 測る、きわめて小規模な方墳

である。

。周溝 (第 127図 )

完存しないが、地形から判断すると平面コの

字形に掘られていたと思われ、調査時では、地

山面から10cIII程度の深さが残っていた (第 128

図)。 周溝の底面からは土師器の壷 1点 (第 129

図)が出上した。

・主体部

残存しない。

・遺物

土師器の小型丸底壺が 1点出土 した (第 129

図)。 胴部最大径が 9 cIIIに対し、頚径が8.lcIIlと

大きいのが特徴である。口縁部の立ち上がりは

2 cln強で外反するものである。

5050m

0                    互

第128図  10号墳セクション図

0          5cm
半

第129図  10号墳周清出土土器実測図

0                    5m

第127図  10号墳検出状況および遺物出土状況図

後世の道による崖
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■号墳

11号墳は 9号墳の北西、12号墳の南西に位置し、丘陵の尾根をやや西に下がった、標高49m前後の

緩斜面に築かれている。11号墳の西側は急傾斜な谷である。

・墳丘 (第 130図、第131図 )

規模は 6m× 7mを測り、周溝を含めると6.5m× 8mを測る、方墳である。盛 り上は旧表土上か

ら盛っており、一番高いところで旧表土上約40clnの盛り上が残っていた (第 131図 )。

・周溝 (第 130図 )

墳丘の南西側と南東側に、平面 L字形に掘られている。南東側の周溝は本来はもっと幅広であった

と思われるが、後世の山道によって掘り下げられており、正確には検出できなかった。周溝の深さは、

南西側では旧表土面から約30cIIl、 地山面からは約10clnで、他の古墳に比べると非常に浅い。周溝内か

ら遺物は出上しなかった。

・主体部 (第 132図 )

角丸方形の上墳で、上場の長さ 2m、 幅0.44m、 下場の長さ1.82m、 幅0.32mを 測る。プラン検出

面から床面までの深さは18clnを 測る。床面は、主軸断面は水平であるが、横断面はU字状を呈してい

る。主体部の主軸は、墳丘の辺の対角線方向と一致している。副葬品は出土しなかった。

・遺物

出土しなかった。

|

EEl

0                     5m

第130図  11号墳検出状況図
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1 淡掲色土および主体部の掘り込み
2,赤褐色土
3褐色土
4.濁掲色土
5,黒掲色土
6黒色土(旧表土 )
7.淡掲色土
8.濁掲色土
9淡褐色土
10.黒色土
11 掲色土

1.淡褐色土および主体部の掘り込み
2赤褐色土
3.褐色土
4淡褐色土
5濁淡褐色土
6黒褐色土
7黒色土
3炭を含む淡褐色エ

第131図  11号墳セクション図
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第132図  11号墳主体部実測図
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12号墳

12号墳は10号墳の北、11号墳の北東に位置し、丘陵の尾根をやや西に下がった、標高47.50m前後

の緩斜面に築かれている。12号墳の西側は急傾斜な谷である。

・墳丘 (第 133図、第134図 )

一部後世の撹乱の跡を残しているが、残存状況は良好で、規模 9m× 8.5mを測り、周溝を含める

と13m× 9.5mを 測る、方墳である。残丘の高さは、比高1.2mを測る。盛り上は、旧表上の上から盛っ

ており、一番高いところで約 lmが残っていた。盛り土方法について記すと、第134図のA― A′ でA

側を観察した場合、当時の旧表土面にかなり傾斜があったためか、まず28～ 31層 を盛って墳丘の北端

を決めると同時に、地形の低いところに土を盛って、敷地を水平面に近づけようとした意図がうかが

える。次に、地形が低いA側にさらに広い範囲で 9～ 27層 を集中して盛り上をし、このことは流土防

止の意味も含んでいるのかもしれないが、さらに水平面に近づけた後、 1～ 8層 を水平に盛って仕上

げている。このセクションは、傾斜が急な場所に墳丘を築く際の工夫が垣間見えて興味深い。

・周溝 (第 133図 )

墳丘の東側、南側、西側に平面コの字状に掘られている。周溝の深さは、深いところで旧表土面か

第133図  12号墳検出状況および遺物出土状況図
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・主体部 (第 135図 )

主体部上には、大小多数の山石が無秩序に積まれていた。まず、上の方の石を一次除去すると、大

きめで上下が平坦な石ばかりが一列に並んで出土し (図版88)、 そのレベルで、主体部の平面プラン

を検出した。

主体部は土墳で、角丸方形を呈しており、規模は上場で長さ2.95m、 幅0.62mを 測 り、下場で長さ

2.85m、 幅0.42mを 測る。平面プラン検出面から床面までの深さは約20clxlである。また、石の一次除

去で現れた、大きめの石の下場から床面までの深さは、中軸上ではわずか 8 clnで、場所によっては、

石が床面に接しているところもある。石は土墳内に落ち込んだ状況である。墓媛の長軸断面は、中央

がやや低 くなっており、横断面はU字状を呈している。墓媛床面の標高は48.95mで 、墳丘が高いわ

りには上方に位置している。墓墳の床面では、両端のほぼ中軸ライン上の細長い範囲から白色粘土が

出土した。この白色粘土は床面直上と、やや浮いたレベルからも出土した。用途は不明である。副葬

品は出上しなかった。

なお、主体部の主軸は、方墳の辺の対角線方向と同じ方向である。

・遺物

周溝内から須恵器 2点 と土師器片多数が出上した。

第136図の 1は須恵器の蓋で、器形は九みを帯びている。肩部の稜

は鋭さがないが、口縁端部内面には明瞭な段を有している。天丼部は

丁寧な回転ヘラケズリを施している。 2は杯で、焼き歪みが著しい。

器形はやや偏平だが、立ち上がりは高く、口縁端の内面には明瞭な段

を有している。底部は丁寧な回転ヘラケズリを施している。

上師器片は多数出上したが、体部の微細な破片がほとんどで復原、

図面化はできなかった。

第137図 は、12号墳の北東斜面から出土した、須恵器の高台付邦で

ある。周溝から出上した須恵器とは、かなり時間的隔たりがあり、本

古墳とは直接関係ないものと思われる。

0          5cm

一
第136図

12号墳周清出土土器実測図

第137図

12号墳周辺出土土器実測図
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埋葬施設A
埋葬施設Aは丘陵尾根上からやや東に下がった、標高48.50mの 緩傾斜地に位置している。そこは、

5号墳と6号墳の周溝の肩から約 lm離れた場所である。

・遺構 (138図 )

一部 2段掘りで、角丸方形の上媛墓である。

規模は、上場で長さ134cln、 幅58clnを 測り、下場で主軸126cIIl、 幅42cIIIを測る。地山面からの深さは

調査時で30cmを測る。

床面はほぼ水平に掘りこんでいるが、北東側が高くなるように貼り土をして、その上に平たい割り

石をタイル状に敷いている。石材は和区羅石である。石の敷き方は、北東端に大きめの 1枚石を置き、

中央付近で広がり、南西側で萎んでいる。したがって、遺体は北東側に頭を向けて安置されていたと

考えられる。

南西端で、やや内傾して立っている石は小口石であろう。北東端では側壁側に1つ立ち石があるが、

小口側には無い。これは北東側が地形的に低くて流上が著しいため、失ってしまったものと思われる。

・遺物

出土しなかった。

48.50m

0                          1m

第138図 埋葬施設A遺構実測図

濁淡褐色土
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埋葬施設B
埋葬施設Bは、丘陵尾根上の 5号墳の北側墳裾に接するように、 4・ 5号墳間の周溝の中に位置し

ている。標高は約47.00mの 地点である。

・遺構 (第 139図 )

組合せ箱式石棺墓である。

石材は、すべて周辺で産出する和区羅石の自然石を利用している。

蓋石は、基本的には 3個の大きな石であるが、中央の石の上にはさらに大小の石を高く積み上げて

いる。

棺は、小口石を側石で挟み込むタイプで、基礎石には6個の大きな石を並べ、その上に小さな石を

一段積んで高さをそろえている。積み石を持つという点で、石室の要素も感じられるが、自然石を利

用しているためのやむを得ない手法とも考えられる。床面は地山のままで、副葬品は出土しなかった。

棺は、内法で長さ80cln、 最大幅30cIIl、 深さ18cmを測る。

掘り方は角丸方形で、上場は長さ140cul、 幅76cIIl、 深さ26clnを測る。下場はほぼ長方形で長さlm、

幅46cIIlを測り、周縁には、石材を固定するための幅15cHl前後、深さ5～ 10cIIIの溝を巡らせている。

・遺物

出上しなかった。

埋葬施設 C・ D Eについて
第140図 を見ると、丘陵の高い方に埋葬施設 C、 lm東方に埋葬施設D、 0.5m東方に埋葬施設Eが、

主軸を斜面の標高と平行のほぼ北東に向けて位置している。したがって、埋葬施設C・ D・ Eは、丘

陵東側の急斜面に作られた一連の埋葬施設と考えられる。

埋葬施設群が位置する斜面の山手側には、弧状の周溝が 2本掘られているが、どの埋葬施設も墳丘

の痕跡はとどめていない。ただ、埋葬施設Dの作り方は、斜面の地山を削って平坦面を作り、そこに

に石を据えて石室状石棺を作り、周囲に盛り上をして石を支えているもので、この埋葬施設Dに関し

てのみは、盛り上が存在していた可能性は十分に考えられる。

さて、溝Ⅱは平面形が弧状で、両端を結んだ距離は4.5mを 測る。埋葬施設Dか Eに ともなうもの

であるが、遺構の配置を見ると、埋葬施設Eは周溝の中央部よりもやや北にずれて位置しているため、

埋葬施設Dに ともなうものと判断される。したがって、溝 Iは埋葬施設Cに ともなうものである。溝

Iは、平面形がやや角丸方形がかった弧状で、両端を結んだ距離は4.3mを 測る。深さは溝Ⅱに比べ

て深く、調査時で地山から35cIIlであった。

3基の埋葬施設をとおしたセクションを観察すると、まず、埋葬施設Dを作るために斜面の地山加

工をおこなって平坦面を作り、盛り土をしながら石室状石棺を作っており、西側に周溝を掘っている。

埋葬施設Cは、埋葬施設Dの周溝のほぼ中央部分の幅をやや拡張して、掘り方となし、石棺を据えて、

さらに排水のための周溝を西側に掘っている。また、埋葬施設Eは、埋葬施設Dの盛り上を切つて掘

り方を掘っている。
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以上のことから、埋葬施設Dが一番最初にこの急斜面に作られ、その後埋葬施設C・ Eが作られた

ことがわかるが、埋葬施設Cと Eの新旧関係はセクションからは判断できなかった。

出土遺物を観察すれば、埋葬施設Eの方が若千古い様相を呈しているが、埋葬施設Cからは焼き歪

んだ蓋が 1点 しか出土しなかったため、確実な根拠とはいえない。

0                      2m

第140図 埋葬施設 C・ D・ E遺構検出状況図
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埋蔵施設C
丘陵東偵1の急斜面に作られた埋葬施設で、標高は47.50mを 測る。調査前は自然地形のようで等高

線に乱れは無かった。一連の埋葬施設 C、 D、 Eの中では西端に位置する。

・遺構 (第 141図 )

周溝をともなう、小型の組合せ箱式石棺墓である。

石材は、周辺で産出する和区羅石の自然石を利用している。

蓋石は 1個の大きな石であるが、蓋石を据えた後、蓋石の周縁にかかるように、小さい石や須恵器

の奏破片を並べている。蓋石を取るためには、まずこれらの石を取り除かねばならない。

石棺の基礎石は、 5個の大きな石で構成されている。内訳は、小口に各 1個、東側側石に 1個、西

側側石に2個である。基礎石の上には、さらに小さめの石や須恵器の甕片を 1段積んでいる。基礎石

が低い西側の側石では一部 2段に積んで高さの調整をはかっている。

棺は、内法で長さ68cIII、 最大幅26cm、 高さ26cHlを測る。

床面は須恵器床で、須恵器の甕の破片が敷き詰められていた。使用された甕片は、焼成の具合やタ

タキロ痕の違いから、 3個体の甕が使われていることがわかったが、破片はほとんど接合できず、破

片の状態でこの場所に持ってきたと思われる。棺の南端には、やや東寄りに須恵器の蓋が置かれてい

た。枕に使用されたものと思われるので、遺体は頭を南側にして安置されていたと考えられる。

棺のほぼ中央の東端から勾玉、西端からは管玉が各 1個出土した。

掘り方は、次で記す埋葬施設Dの周溝の幅をやや拡張して利用している。

また、この石棺墓の西偵1には周溝が掘られている。周溝の平面形は、やや角九方形に近い弧状で、

溝の最大幅は80cm、 深さは40cmを測り、溝の両端部を結んだ距離は4m強 を測る。墳丘の痕跡は見ら

れない。

・遺物

須恵器 (第 142図 )

口縁端部内面に段の痕跡を有する。焼き歪みが見られる。

玉類 (第 143図 )

1は、赤馬璃製の勾玉で、 2は碧玉製の管玉である。

0       5m
崇

第142図 埋葬施設 C出土土器実測図
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第143図 埋葬施設 C出土玉類実測図
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埋葬施設D
丘陵東側の急斜面に作られた埋葬施設で、標高は47.20mを 測る。調査前は自然地形のようで等高

線に乱れは無かったが、小さな石が 1点苔蒸して転がっていた。一連の埋葬施設 C・ DoEの 中では
中央に位置する。

・遺構 (第 144図 )

周溝をともなう、石室状組合せ箱式石棺墓である。

石材はすべて和久羅石で、自然石のほか、一部割り石にして利用している。

この埋葬施設を作るにあたっては、急傾斜の斜面の地山を削り込んで、狭いながらもフラット面を

作り出している。そして石構の基礎石を据え、周囲を上でささえながら棺を作りあげている。その手

法は横穴式石室に似ている。

蓋石は無い。表土直下が側石上面になっていたため、かつては存在していたかもしれないが、調査

時にはその痕跡は残っていなかった。石構の基礎石は、11個の大きな石で構成されている。小口側に

各 1個、西側側石に4個、東側側石は一部抜き取られているが推定 5個である。小口側や西側の基礎

石の上には、さらに小さめの石を数段積み上げている。東側の基礎石上に積み石が見られないのは、

表土面が低くなっているため流されたものと思われる。

棺は、内法で長さ190clxl、 最大幅40clllを測る。棺内の平面形は、北端から中央付近までがほぼ同じ

幅で、中央付近から南端にかけては両側石が内側に入り込み、徐々に狭くなっている。遺体は、頭部

を北に向けて安置されていたことがうかがえる。蓋材までの高さは不明だが、西側側石の高さから推

定すると約40clnである。

床面は、南半分の地山がやや高く、北側約 3分の 2が須恵器床で、南側 3分のとが礫床である。た

だし、この埋葬施設の須恵器床は、砕いた奏片ではなく、完形の蓋郭が隙間無く敷かれたものである。

使用された蓋杯の内訳は、蓋が 9′点で、杯が12ィ点である (第146図、第147図、第148図 1～ 3)。 敷き

4700m

1 淡褐色土
2褐色土
3濁褐色土
4淡掲色土
5緻密な淡褐色土

0                           1m

第145図 埋葬施設 D埋土セクション図
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方は、すべて口縁部を下に向けて、蓋の天丼と杯の底部を上向きに置いていた。石棺の北端では蓋杯

が 2段に重ねられており、枕代わりにされていたようである。蓋と杯の配置には規則性は見いだせな

い。南側の礫床は、大きめな平石 7個を敷いていた。棺材と同じ石の他に、紫色の九みを帯びた石も

1点混じっている。これらの平石は、蓋郭に比べて高さが低いため、あらかじめ南側の地山レベルを

高くしていたと思われる。

棺の北端から20cIII南の位置からは、かなり散乱した状態で碧玉製の九玉、管玉 (第 149図 )が出土

した。遺体がつけていたネックレスであろう。

棺の南端から66cln北の位置からは、須恵器の壷 (第 148図 4)が出土した。その下面は、礫床より

やや浮いていた。

掘り方は、石材を安定させるためだけの浅い溝のみを検出した。掘り方全体の法量は、長さ210clll、

/

＼

1 0cm

3

第146図 埋葬施設 D出土土器実測図

-141-
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最大幅72clnを測り、溝は幅20cIIl前後、深さは 5～ 15cIIlを測る。

第147図 埋葬施設 D出土土器実測図 (2)
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0               10cm

第148図 埋葬施設 D出土土器実測図 (3)

また、この石室状組合せ箱式石棺墓の西側には周溝が掘られている。周溝の平面形は弧状で、最大

幅は70cIIl、 深さは30cIIl前後、周溝の両端部を結んだ距離は4.3mを 測る。墳丘の痕跡は見られない。

・遺物

須恵器

須恵器床に利用された蓋は、すべて口縁端部内面に段の痕跡を有するものである。杯は立ち上が り

が高めであるが内傾し、器形はやや偏平である。個々の遺物については後頁に遺物観察表を参照され

たい。

全体を概観すると、俯敵図面で示したとおり、蓋の第146図 1は焼成が悪く天丼面が剥離しており、

2、 4、 5、 6、 8は、焼成時の割れやひび割れが顕著なものである。郭では第147図 1～ 9と 第148

図 2は焼成時のひび害Jれが顕著で、第147図 4、 5、 9と 第148図 3は焼成が悪く軟質である。

以上に記したとおり、屍床に敷かれていた蓋郭のほとんどは焼成時の不良品によって占められてい

る。このことは被葬者の生前の環境を物語っているようで興味深い。

第148図 4は副葬されていた小壷である。完形で出上した。

玉類

碧玉製の九玉が 2個、管

玉が11個出上した。個々の

詳細については後頁の遺物

観察表を参照されたい。
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埋葬施設 E
丘陵東側斜面に作られた埋葬施設で、標高は46.70mを測る。調査前は自然地形のようで等高線に

乱れは無かった。一連の埋葬施設CoDoEの 中では東端に位置する。
・遺構 (第 150図 )

石蓋土娠墓である。

土墳は、埋葬施設Dの覆土上から掘られている (第 140図 )。

形状は 2段土墳で、上場は角九方形で長さ152cIIl、 幅94cIIIを測る。上面から20cIIlの深さのところで

段がつき、幅15cIIl前後の平坦面がめぐる。この平坦面の内法は長さ214clll、 幅52cIIIを 測 り、下場まで

の深さは25clllを測る。下場はやや角丸方形で長さ212cIIl、 幅50clllを沢1る。土墳の深さは50cIIlを測る。

蓋石は、すべて周辺から産出する和久羅石の自然石で、基本的には6個の大石で蓋をして、隙間を

小さめな石でうめている。蓋石は若干落ち込んでいたが、土墳の段部分に石の下場がくるように置い

ていた。

残存状況から石蓋土壊墓と呼称したが、埋葬時には棺が存在していたようである。

その権は、南北の小口には板状の石を配置し、東西の側壁には板材等の有機物を利用していたらし

い。横断セクションを観察すると、両脇の 9層の薄濁褐色土に挟まれるように 7、 8層が堆積してい

る。この両脇の 9層部分が有機質の構材の痕跡と考えられる。図面化はしていないが、蓋石を除去し

て埋土を平面的に観察した際には、左右の側壁側に薄濁褐色上が両端の小口を結ぶように細長く見ら

れ、その間に7層のふかふかした濁褐色上が入り込んでおり、棺内の形状が明瞭にわかった。蓋石が

落ち込んだのはこの両側壁側の有機質の棺材が朽ちた段階であろう。棺の内法を復原すると、長さ18

8cIII、 幅26cIIlを測る。

床面は、ほぼ水平な地山である。北端には中央よりやや西側に寄せて、杯が 2点、上下を逆にして

地山直上に置かれていた。これらは枕に使用されたと考えられるので、遺体は頭を北方に向けて安置

されていたことがわかる。遺体の頭部が置かれていたと思われる場所の西側からは、刃先を南に向け

た刀子が 1点出土した。

構に蓋をした後は、掘り方上部まで上を埋め戻している。埋土した後に、北端の掘り方上面に一部

かかるように須恵器の蓋 2,点とイ 1点を供献したようである。
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152--1

152--2

47.00m

第150図 埋葬施設 E遺構実測図

47.00m

1.明褐色土
2褐色土
3灰色土
4.やや明るい褐色土
5,明淡褐色土
6 きめ細かい灰褐色土
7ふかふかした濁掲色土
8.し まった濁褐色土
9,薄濁褐色土

0                          1m
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・遺物

須恵器

掘 り方上面から、須恵器の蓋 2点と郭 1点が出上した。151図 1、 2は蓋で、口縁端部内面には段

を有する。 3は杯で、立ち上がりはやや高めで丸みを帯びた形状を呈している。

152図 1、 2は床面直上から出土した杯で、立ち上がりがやや高めで偏平な形状を呈している。

個々の詳細については後頁の遺物観察表を参照されたい。

鉄製品

第153図は床面直上から出土した刀子で先端部を欠損している。中子から刃部へはバチ状に開くタ

イプである。

i

0         5cm
崇

第152図 埋葬施設 E床面出土土器実測図

0         5cm
崇

第151図 埋葬施設 E供献土器実測図

ー第153図 埋葬施設 E出土鉄製品実測図

埋葬施設F
埋葬施設Fは、丘陵東側斜面に作られた埋葬施設で、標高は46.10mを測る。埋葬施設 C・ DoE

の一連の埋葬施設群の南東下方に位置している。主軸の方位が前記の埋葬施設群とは大きく違うため、

独立した埋葬施設と考える。
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・遺構 (第 154図、第155図 )

組み合せ箱式石棺墓である。

石材は、床石以外は周辺で産出する和久羅石の自然石である。床石は丸みを帯びた偏平な石材を使

用している。

蓋石の上には大小の石材が無秩序に積み上げられていた。それらの石を除去すると、実際に棺を覆っ

ている 4個の大石が出上した。

棺の基礎石は、12個の石で構成されている。内訳は、小口に各 1個、北東側側石に 5個、南西側側

石に 5個である。基礎石の上には、ところどころに小さい石を積んで高さの調整をはかっている。

棺は内法で、長さ134clll、 最大幅30cln、 高さ28clllを 測る。

床面は、ほぼ水平の礫床で、棺材よりもやや丸みを帯びた石を敷いている。

北西側が地形的に標高が高いこと、床面の礫の敷き方が丁寧であることから、遺体は北西側に頭部

を向けて安置されていたと思われる。

調査時での掘り方は角丸方形で、地山面から掘り込まれていた。上場は長さ166clll、 幅58clnを 測り、

下場は長さ155cln、 幅46clllを測る。深さは46clnを測る。

・遺物

出上しなかった。

0                          1m

第 154図 埋葬施設 F遣構 (蓋石)実測図 (1)
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第155図 埋葬施設 F遺構 (蓋石下)実測図 (2)
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埋葬施設G
埋葬施設 Gは 2号墳南西の平坦面、標高43.70mに位置する。地山精査中に、角丸方形の淡褐色砂

質上の平面プランを確認して、その存在がわかった。

・遺構 (第 156図 )

断定はできないが、形状や大きさから判断して土墳墓と思われる。

土墳は角丸方形で、上場は長さ224clll、 最大幅72cIIlを測 り、下場は長さ198cm、 最大幅57cIIlを 測る。

地山面からの深さは86clnを測る。

土墳内からは和久羅石の自然石が 7個出土した。北東端の 1個は埋土中からの出上で、ほかの 6個

は床面直上からの出上である。

セクションを観察すると、弓なり状の上層が見えるのだが、埋葬時の状況が明瞭ではない。

・遺物

出土しなかった。

4400m

4400m 1.濁褐色土
2,褐色土(I)
3暗褐色土(I)
4.暗褐色土(Ⅱ )
5明褐色土
6.掲色土(Ⅱ )

0                         1m

第156図 埋葬施設 G遺構実測図
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埋葬施設H
埋葬施設Hは 1号墳の西の平坦面、標高42.30mに位置する。 1号墳の周溝との距離はわずか lm
である。地山精査中に蓋石を発見し、その存在がわかつた。

・11言ユtイ1草言;―
                                        ・

組み合せ箱式石構墓である。

石材は周辺で産出する和久羅石の自然石である。蓋石は2個残っていたが、石棺の半分については

抜き取られていた。復原すると、4個の蓋石があつたと思われる。

石棺は、4個の大きな石で構成されている。内訳は、小口、側石に各 1個ずつである。側石力Ⅵ 回ヽ

石に挟まれる.タ イプで、側石は土圧のためか内傾が著しい。

棺は小さく、内法で長さ66cln、 幅20cm、 高さ14clnを測る。

床面には、厚さ3～ 4c14の砂が二面に敷かれている。

掘り方1ま角丸方形で、上場
―
で長さ130cll、 幅70cIIIを測り、下場で長さ100cln、 幅55c41を測る。地山面

からの深さは30cmを測る。

・遺物

出土しなかつた。
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性確不明の土壊
7号墳の墳丘を除去し、地山面を精査している最中に楕円形の平面プランを検出した (121図 )。 標

局は48.50mの 地点である。

・遺構 (第 158図 )

不整形な土墳である。上場は93clll× 126clllの いびつな楕円形で、下場は21cln× 28伽の楕円形である。

深さは60cIYlを測る。埋土中には 2～ 3 cln大を中心とする炭を多く含んでいる。

9号墳築造時の旧表土面より下の地山面から掘り込まれている。

・遺物

炭以外は出土しなかった。

4850m

A′

A′

1.炭を多く含む
淡褐色砂質土
2白斑淡赤色土
3.し まった淡褐色砂質土
4淡赤褐色土

0                         1m

第158図  9号墳墳丘下の上境実測図

石器

米坂古墳群調査中に約20点の石器が出土した。

第159図 1～ 4は、黒曜石製の鏃で、 5は安山岩製の鏃である。 6は黒曜石製ののスクレイパーで、

7は安山岩製のスクレイパーである。12は頁岩製の打製石斧である。 8～ 11は、 3号墳周辺から出土

した黒曜石の剥片である。剥片数は少ないけれども、 3号墳の周辺でかつて石器製作がおこなわれた

ことがうかがえる。

個々の詳細については後頁の遺物観察表を参照されたい。
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小結
西尾町には古墳時代中期と推定されている廟所吉墳や観音寺山古墳があり、これらは一辺30mを測

る大方墳である。この 2基の大方墳が大橋川寄りの丘陵地に築かれているのに対し、米坂古墳群は北

側の少し奥まった丘陵に位置している。

米坂古墳群は上記の 2大古墳が単独で存在するのに対し、30基以上の小規模な方墳から構成されて

いる。小規模古墳で構成される古墳群とはいえ、墳裾が接するほどに高密度に築かれた景観は実に壮

観である。これほど高密度に築かれた古墳群は、面積的にははるかに違いがあるが、密度の点では松

江市内の百塚古墳群、そのすぐ南に位置する人雲村の増福寺古墳群に匹敵するであろう。

では、まず古墳群の築造時期について考えてみたい。出土遺物より、 1、 2、 9、 10号墳が古墳時

代中期の築造である。続いて 5、 12号墳が後期初頭で、墳形が近似した 8号墳もこの時期の可能性が

高い。最後に築かれたのが 3号墳で後期半ばである。 4、 6、 7、 11号墳については遺物が出上して

いないため時期は不明であるが、墳丘の切り合いから6号墳→ 5号墳、 9号墳→ 7号墳の前後関係が

わかる。このように築造時期を見てみると、尾根上にならぶ古墳群は規格性をもって順序よく築かれ

たのではなく、必要に応じてわずかな隙間をぬうように築かれたことがわかる。

墳丘を持たない埋葬施設についてみると、副葬遺物をともなうものが少なく時期不明なものが多い

が、一連の埋葬施設 C、 D、 Eについては、土層よりD→ (C・ E)の関係がわかる。主軸がほぼ同

じ方向を向いていること、遺体の頭部がすべて北向きであることから、 3基は後期後半のきわめて短

期間の内につくられたと思われる。

以上が調査の結果として得られた、古墳群および墳丘を持たない埋葬施設の前後関係、築造時期で

ある。要約すれば、調査区内の古墳群は 5世紀に築造が開始され、 6世紀半ばをもって築造が終了し

ている。また、その後墳丘を持たない埋葬施設群が 6世紀後半に造られている。

米坂古墳群は調査区以外にも多くの古墳が分布しており、調査区内の調査結果のみについて米坂古

墳群の営造時期を語ることは危険かもしれないが、調査区外の古墳を表面観察すると、いずれも調査

区内に見られたような “ザブトン古墳"であり、横穴式石室を内部主体に持つようなタイプの古墳は

見られない。また、 8世紀後半には9号墳の南側平坦面に製鉄関連の遺跡の存在が考えられることか

ら、この丘陵における墓域としての性格は6世紀後半には早々と終焉をとげ、約 2世紀の空白期間を

経た後、生活域へと変化したものと考えられる。

次に、米坂古墳群における特徴をあげてみたい。

第 1は、非常に高密度に古墳が築かれていることである。このことは前記したとおりである。

第 2は、主体部の主軸が方墳の辺の対角線上に置かれている古墳が存在することである。

3、 4、 11、 12号墳がこれにあたり、築造時期は6世紀初頭から6世紀中葉である。主体部の軸が

辺と平行に置かれている古墳も見られるが、 9号墳が 5世紀末の築造であることが判るだけで、他は

遺物が出土していないため時期不明である。他にこのような類例は少ないが、松江市周辺では14基の

古墳について確認されている。時期はおおむね 5世紀半ばから6世紀前半の間におさまるようである。

米坂古墳群においてその状況がよくわかる12号墳は、墳形、規模、時期、遺物の出土状況において敷

―-154-―



居谷 5号墳に最も近似している。

第 3は、弧状の周溝を持つ、墳丘を持たない埋葬施設が存在することである。

埋葬施設 C、 Dがこれにあたり、時期は6世紀後半である。類例は、布志名大谷Ⅱ遺跡の 4号墳に

見ることができる。報告書では「遺物が出土していない………前期古墳である可育酵性も否定できない。」

と記され古墳として扱われているが、墳丘は無く、規模や形状が埋葬施設 C、 Dと よく似ている。

第 4は、墳丘を持たない埋葬施設の組み合せ箱式石棺が、側石、小口石とも基礎石の上に小さい石

を 1段から数段積み上げて造られていることである。

各埋葬施設の説明欄では単に「組合せ箱式石棺墓」と記してきたが、この造り方は竪穴式石室や横

穴式石室の構築方法に通じるものがあるが、時期的に考えると横穴式石室の影響を受けたものと思わ

れる。この造り方は埋葬施設B、 C、 D、 Fに見られるが、Dが最も顕著であり「石棺系竪穴式石

室」と呼ぶこともできるであろう。ただ、埋葬施設B、 C、 Fは、大きさや形状が不揃いの自然石を

利用しているため、必然的にこのような形状にせざるを得なかった可能性も高い。

最後に、この古墳群の背景について考えてみたい。

西尾町における古墳の分布を見てみると、廟所古墳や観音山古墳が中期と推定されているほか、米

坂古墳群で中期末から後期中葉までの古墳が確認された。単純に考えると廟所古墳や観音寺山古墳が

首長クラスの古墳で、米坂古墳群はその下層クラスの古墳であろう。そうすると、古墳時代中期から

後期中葉にかけて西尾町にはそれだけの古墳群を造り得る豪族の拠点があったことが考えられる。

その例点の中心部は定かでないが、米坂遺跡においてほぼ同時期の集落跡が検出され、その集落範

囲は今回調査を実施した範囲よりもかなり広がっているものと推察される。また、安蔵主遺跡周辺の

丘陵端部に同時期の集落跡の存在が推測される。したがって、和久羅山から派生する低丘陵端部縁辺

に広く集落跡が埋もれている可能性が高い。この地の豪族が背景に持つ主たる生業は推測の域を出な

いが、この付近は畑作に適した微高地や、水田に適した低湿地が広いうえ、南側には漁労にも水運に

も便利な大橋川が流れていること等を総合すると、人間の生活にとって非常に都合の良い場所であっ

たと思われる。

ところが、後期後半にはいると米坂遺跡の集落は廃葉され、米坂古墳群における古墳の築造も見ら

れなくなる。中期から後期初頭にかけてここを墓域としてきた豪族は、この時期において没落したか、

もしくは他の場所に拠点を移したのであろう。ちなみに埋葬施設 C、 D、 Eが後期後半に造られてい

るが、これらは墳丘を持たない埋葬施設であり、これまで古墳を築いてきた豪族とは違う集団か、同

じ豪族傘下にあったとしても、墳丘を造れないクラスの墓であったと思われる。

最後に、この大きな時代変換期をむかえた原因のヒントとなる遺構として埋葬施設Dをあげておき

たい。埋葬施設Dの屍床には、明らかに焼成時に不良品となった須恵器の蓋郭ばかりが敷き詰められ

ていた。時はおりしも大井浜で須恵器の生産量が飛躍的に増加した時期である。

1

2

3

松江市教育委員会 。財団法人松江市教育文化振興事業団『敷居谷古墳群』(1997年 )

島根県教育委員会『布志名大谷 I遺跡、布志名大谷Ⅱ遺跡、布志名才ノ神遺跡』(1997年 )
松本岩雄氏によって仮称されている。
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付編
発掘調査の合間をぬって 2号墳北東の古墳 (第88図 -2)の墳丘測量を実施した。
当初は、比高 4mの高まりが 2段築成状に観察されたことから、廟所古墳に匹敵する規模の古墳か

と意気込んで測量にかかったのだが、結果は第160図のとおりである。

2段築成かと思われた平坦面は、平面オムスビ形で自然地形そのものであった。

この古墳は、小さな独立丘陵状の高まりという地形を利用して、上部を方形に削りだし、かつ削っ

た土を盛り上して一辺12mの方墳を築いたもののようである。墳丘の高さは1.5mを 測り、残りが良

い。墳頂部をピンポールで突き刺すと石にあたる。

降りしきる雪の中、平板の上に積もる雪をアリダードで払い除けながらの測量であったが、大古墳

が小古墳に化けたとき、測量 3人組はからだも心も冷えきってしまったのである。

第160図  2号墳北東の古墳測量図
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1号墳周溝出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法   量 (cln) 胎 土 焼 成 色 調 備  考

94-1 土師器 杯
口径112

器高60

石英、長石微粒

をわずかに含む
良好 (内、外、断)淡橙褐色

94-2 土師器 杯
長石微粒を

多く含む
軟
(外面)赤橙色

(内断面)淡褐色

94-3 土師器 高杯
口径149 器高97

底径100

長石微粒を

多く含む
不良 (内、外、断)赤褐色

94--4 土師器 高郭
長石微粒を

わずかに含む
軟

色

ｊ

橙

断

外

内 淡褐色

94-5 土師器 重 頸径58
長石微粒を

多く含む
悪ヤ (内、外、断)淡橙褐色

1号墳出土鉄製品観察表

図面

番号
種 類 法 量 (cln) 備  考

95-1 鏃 ≧部のみ残存

95-2 鏃 茎部のみ残存

1号墳墳丘下出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼 成 色 調 備  考

土師器 甕
日径17.4(復元)
頸径132

石英、長石微粒

を多く含む
管
軟

(内、外、断)淡褐色

2号墳周清出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cln) 胎 土 焼 成 色 調 備  考

99-1 土師器 不
口径106 器高54

最大径■ 8

石英、長石微粒

を多く含む

やや

軟
(内、外、断)淡褐色 内外面に赤色顔料付着

99-2 土師器 邦
口径122

器高55

長石微粒を

少々含む
良好 (内、タト、断)明橙～淡褐色

2号墳南側平坦面出土鉄製品観察表

図面

番号
器 種 法 量 (cm) 備  考

100-1 鉄
刃部長15

残存長255

幅095 厚03
基部を欠損

100-2 鏃
残存長22

断面06X04～ 045× 025
茎部のみ残存
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3号墳主体部出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

104-1 須恵器 邪
口径117 受部径1425

器高545

長石微粒を

少々含む
良好

断外、随

内

石 回転

104-2 須恵器 杯
口径■ 1 受部径138

器高52

長石微粒を

多く含む
曽
軟

(内、外、断)

淡灰色
右回転

3号墳周清出土土器観察表

面

号

図

香
種類 器 種 法 量 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備   考

105- 1 須恵器 杯
口径107 受部径138

器高45
長石微粒を

多く含む
良

断外、座

内
右回転
焼成時のとビ割れ

あり

105-2 須恵器 杯
口径122 受部径143

器高65
緻密あまり

砂粒を含まなし

悪い

軟

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転

面

号

図

番
器 種 法 量 (cm) 備  考

紡錘車 上径33 下径24 高さ20 子し径26 重さ2608 須恵質

3・ 4墳間周溝出土遺物観察表

5号墳主体部出土土器観察表

面

号

図

香
種類 器 種 法   量 (cnl) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

113- 1 須恵器 蓋
口径134(推定)
器高57

長石、石英微粒

を少々含む
良好

断外、座

内

右回転

113-2 須恵器 杯
口径110 受径部186

器高62

長石微粒を

少々含む
良好

断外、座

内

右回転

9号墳周清出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 胎   土 焼 成 色 調 備  考

124-1 土師器 高イ
口径 (推定)165 顕径20
底径94 器高110

長石、石英粒を

少々合む
良

(内、外、断)

淡橙褐色

124-2 土師器 高不
口径134 頸径225

底径96 器高122
石英、長石粒を

少々含む
良

(内、外、断)橙褐色

(外面一部)黒色

124-3 土師器 高イ
口径 (推定)165 票径 3
底径不明 器高不明

長石、石英微粒

を少々含む
重
心

(内、外、断)淡橙褐色

(内、外面)赤色顔料
内、外面に赤色顔料残存

124-4 土師器 杯
l mm弱の石英長

石粒を密に合む
悪 し

(内、外、断)

明橙色

9号墳南西平坦面出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 ろくる 備  考

126-1 須恵器 皿 底径94
長石微粒を

わずかに合む
良好

断外、座

内

右回転

126-2 須恵器 皿 底88
長石微粒を

わずかに含む
良好

断外、廂

内

不明

126-3 須恵器 高台付皿 底径1200(推定)
長石微粒を

多く含む
貞好

断外、座

内

右回転

126-4 須恵器 高台付皿 底径90(推定)
長石微粒を

わずかに含む
史好

断外、座

内

右回転
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10号墳周溝出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cm) 胎   土 焼 成 色 調 備  考

土師器 士霊 顕径80(推定)
石英、長石微粒

を多く含む
重
い

(内、外)淡褐色

(断 )黒色

12号墳周溝出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cln) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

136-1 須恵器 蓋
口径121

器高57

長石微粒を

多く合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

136-2 須恵器 杯
口径 歪みが著しい
器高49 受部径135～ 112

長石粒を

わずかに含む
良好

(内、外、断)灰色

外面一部自然釉
右回転 焼き歪みが著しい

12号墳周辺出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法 量 胎   土 焼 成 色    調 ろくろ 備  考

須恵器 高台付杯
口径130 底径82

器高48

長石微粒を

多く含む
良好

(内、外、断)

灰色
左回転

埋葬施設 C出土土器観察表

面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

須恵器 霊
口径144～ 117

器高49
石英微粒を

多く合む
良好

(内、外、断)

灰色
右回転 焼き歪みあり

埋葬施設 C出土玉類観察表

面

号

図

番
種類 法   量 (cm/g) 材 質 色     調 備  考

143-1 勾玉
長27重 さ418
断面095× 08

赤めのう 薄橙色

143-2 管玉
長18 重さ218
断面09× 085

碧玉 薄青緑色
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埋葬施設 D出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備   考

146-1 須恵器 蓋
口径1305

器高41
長石微粒を

わずかに合む

天丼部は

軟

(内、外、断)

淡灰色
石 回転 天丼一面剥離

146-2 須恵器 蓋
口径144

器高46
長石、石英微粒

を多く含む

やや

軟

(内、外、断)

白灰色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

146-3 須恵器 蓋
口径1305

器高

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、断)

灰～淡灰色
右回転

146-4 須恵器 蓋
口径141

器高39
長石微粒を

多く合む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転
口径端を約1/3周

欠損

146-5 須恵器 蓋
口径137

器高45

imm前後の長石

石英粒を多く含む
悪 し

(内、外、断)

淡灰褐色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

146-6 須恵器 蓋
口径143

器高38
長石、石央微粒

を多く含む
良好

(内、外、断)

淡灰色
右 回転
焼成時のヒビ割れ

焼き歪みあり

146-7 須恵器 蓋
口径143

器高455

長石、石英微粒(1

mm前後)を多く含む
やや軟

(外 )灰色～白灰色

(内 )淡灰色
右回転

146-8 須恵器 蓋
口径1295

器高455

長石微粒を

わずかに含む
やや軟

(内 、外、断)

白っぽい灰色
右 回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-1 須恵器 不
口径118 受部径144

器高40
長石微粒を

多く含む

良

(やや軟)

(内、外、断)

淡灰色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-2 須恵器 杯
口径123～ 102

受部径145～ 132

lmm弱 の長石
粒を多く含む

良好
断外、座

内

右回転
焼成時のヒビ割れ

焼き歪みあり

147- 3 須恵器 杯
口径120 受部径143

器高39
長石微粒を

多く合む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-4 須恵器 邦
口径128 受部径146

器高545

長石、石英粒を

少々合む
悪 い

(内、外、断)

淡褐色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-5 須恵器 杯
口径127 受部径153

器高45
長石微粒を

若干合む
悪 い

(内、外、断)

淡灰褐色
不明
焼成時のヒビ割れ

あり

147-6 須恵器 杯
口径126 受部径149

器高48
lmm前後の長石、

石英粒を多く含む
重
心

(内、外、断)

淡灰色
右回転
焼成時のとビ割れ

あり

147-7 須恵器 杯
口径122 受部径147

器高435

lmm弱の長石

石英粒を少 含々む
悪 い

(内、外、断 )

淡灰褐色
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-8 須恵器 杯
口径121 受部径143
器高41

lmm弱の石英、

長石粒を多く含む
良好

断外、庭

内

右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

147-9 須恵器 杯
口径120 受部径141

器高335
石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

148- 1 須恵器 杯
口径■ 9 受部径141
器高41

lmm前後の石英

長石粒を密に含む

良好

やや軟

断外、配

内

右回転

148-2 須恵器 杯
口径121 受部径146

器高405
石英、長石微粒

を多く含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転
焼成時のヒビ割れ

あり

148-3 須恵器 郭
口径128 顎径150

器高535

長石微粒を

少々含む
重
心

外

内

淡灰色

断)褐色
右回転

t48-4 須恵器 士望
口径73 頸径66
器高76 月同部最大径943

石英、長石微粒

を少々含む
良好

(内、外)淡いレンガ色

(断 )淡褐色
右回転
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埋葬施設 D出土玉類観察表

図面

番号
種類 法 量 (cm/g) 材質 備 考

149-1 丸玉 高さ085 径10× 10 重さ087 聖玉 一方穿孔

149-2 九玉 径103 高075 重さ094 聖玉 不整形、一方穿孔、実にいい加減な作り

149-3 管玉 長さ16 径075× 08重 さ134 筆玉 割れ防止のえぐりを入れた後、一方穿孔

149-4 管玉 長さ185 径085× 08 重さ155 筆玉 一方穿孔

149-5 管玉 径078× 076 長204 重さ138 筆玉

149-6 管玉 長さ20 径08× 08重 さ175 筆玉 両側穿子し

149-7 管玉 長さ18径 085× 08 重さ164 聖玉 両側穿孔

149-8 管玉 長さ235 径085× 08 重さ203 筆エ

149-9 管玉 長さ226 径084× 085 重さ202 聖 王

49- 管玉 長さ286径 084× 085重 さ214 筆玉

49- 管エ 長さ25 径088× 085 重さ239 翌 玉

49- 管玉 長さ25径 09× 09重 さ262 聖玉

49- 3 管玉 長さ25径 095× 095重 さ290 聖 玉

埋葬施設 E供献土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

151-1 須恵器 蓋
口径 127

器高405

長石微粒を

わずかに含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

151-2 須恵器 蓋
口径133

器高44

長石微粒を

多く含む
歌

(内、外、断)淡灰色

天丼部のみ淡褐色
右回転

151-3 須恵器 郭
口径121 受部径145

器高43
長石微粒を

わずかに含む

良好

やや軟

(内、外)淡掲色

(断 )掲色
右回転

埋葬 E主体部出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法   量 (cm) 胎 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

152-1 須恵器 杯
口径110 受部径1325

器高36

長石微粒を

少々含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

152-2 須恵器 郷
口径112 受部径134

器高38
長石微粒を

少々含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

埋葬施設 E出土鉄製品観察表

図面

番号
種類 法 量 (cm) 備 考

刀子 残存長98 先端を欠損

米坂古墳群出土石器観察表

図面

番号
種  類 法 量 (cm/g) 材 質 備 考

159-1 石鏃 長さ残存部30 幅23 厚さ045 重さ205 黒曜石 先端をわずかに欠損

159-2 石 鏃 縦29横 195厚 さ05重 さ184 黒曜石

159-3 石鏃 縦15横 13 厚さ025 重さ041 黒曜石

159-4 石鏃 全長175 最大幅125 最大厚03 重さ037 黒曜石

159-5 石鏃 残存長14 最大幅18 最大厚025 重さ064 安山岩 先端を欠損

159-6 スクレイパー 縦38 横48 厚さ13 重さ1876 黒曜石

159-7 スクレイパー 縦42 横58厚 さ065 重さ1875 安山岩

159-8 剥 片 縦14 横 9厚 さ02重 さ056 黒曜石

159-9 剥片 縦25 横 5厚 さ03重 さ147 黒曜石

159-10 剥 片 縦30 横 7厚 さ06重 さ259 黒曜石

159-H 剥片 縦39 横 6厚 さ11 重さ844 黒曜石

159-12 折製石斧 残存長96 最大幅53 最大厚15 重さ13615 流紋岩 刃部を欠損
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柴尾遺跡

位置と環境

柴尾遺跡は松江市西尾町390-1ほ かに所在する (第 161図 )。

そこは和久羅山から派生している丘陵先端で、低丘陵に挟まれた狭い谷間の地形である。この谷に

は豊富な湧水がこんこんと流れ出しており、その水量は、狭い谷間状地形にはいく筋もの水路が作ら

れているのもかかわらず、あちこちで氾濫した痕跡が見られるほどである。現在ではその豊富な湧水

を利用して調査区南東ではかきつばた畑が作られている。調査区は、かつては水田として耕作されて

いたようであるが、現在は荒地化してなかば湿地となっている。

周辺の遺跡としては、直線距離にして約400m東方に米坂古墳群があるほか、約150m東方の丘陵状

にも吉墳状の高まりが確認される。また、すぐ西の低丘陵上には中世の小規模な山城があり、その山

頂部に丼戸が存在することは地元の作業員の間でも有名な話しであった。

さて、柴尾遺跡を調査することになった発端は、平成 2年度に松江市教育委員会が柴尾遺跡周辺で

土器片を表面採集したことによる。したがって、柴尾遺跡を遺物散布地と考え、平成 9年度において

開発予定地1000ポ全面について発掘調査を実施することとなった (第 162図 )。

安い

丼

彪

第161図 柴尾遺跡位置図
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1700m
_ E′

9砂混じりの濁灰色±  15
10ふかふかした掲色土 (客土)
11 灰色粘質土
12砂混じりの灰色粘質土
13小礫を含む灰色粘質土
14黒色粘質土
15礫を含む灰色粘質土
16褐色土

柴尾遺跡 トレンチセクション図 (2)

調査の概要

発掘調査は、平成 9年 8月 21日 から平成 9年 9月 1日 まで、実質 7日 間を費やして実施した。当初

は、湧水が多い遺物散布地ということで、遺物包含層が深いことが考えられたため、まず重機で試掘

トレンチを掘って土層を観察することにした。 トレンチは調査区の両端と中央に 3本、東からT-1、

T-2、 T-3と 設定した。以下、トレンチごとに概要を述べる (第 163、 164図 )。
(T-1)

地形の制約上「く」の字状の トレンチにした。まず、重機で 2～ 1.5m掘 り下げたところ、上部に

は褐色の客土層があり、その下は灰色粘質土を中心とする水田耕作土層があった。水田耕作時の水路

と畦の杭も見つかった。その下も基本的には同じ様な灰色粘質土が見られたが、それ以下は黒色粘質

土を中心とする層に変わり、沼地の底泥の様相を呈していた。また、その層を切って純粋な深さ不明

の角九小礫の層があり、小川が流れていた様子が見受けられた。黒色土の下は部分的に白色粘土層が

見られたため、遺物包含層は無いものと判断し、それ以上の掘 り下げは中止した。以上、層序につい

て記したが、遺物はまったく出上しなかった。水田耕作土中からも遺物が出上しなかったため、水田

耕作の時期についても不明である。

(T-2)

ここも2～ 15m掘 り下げたところ、上部には褐色の客土層があり、その下には灰色粘質土を中心

とする水田耕作土層があった。T-1か ら続くような位置には畦に使用 したと思われる杭が検出され
た。耕作上の下も深い灰色粘質上があり、さらにその下は黒色粘質上が見られた。したがって、T―

2も T-1と ほぼ同様の層序であると判断されたため、それ以上の掘 り下げは中止した。遺物はまっ
たく出上しなかった。

(T-3)

建物があったため、北側のやや地形が高くなっている場所についてのみトレンチを掘った。ここは

土地を1段高くするために褐色土を中心とする客土層がかなり厚く、客土層を切るようにして作られ

た水路の痕跡が見られた。層序は客土層の下に灰色粘質上があり、その下に黒色粘質上が見られた。

したがって、T-1、 2と ほぼ同様の層序と判断されたため、それ以上の掘り下げは中止した。遺物
はまったく出土しなかった。

|

1700m 2~3
F′   4
5

6

7

8

第164図

褐色土 (客土)
灰色粘質土
砂混じりの灰掲色粘質土
白灰色粘質土
砂混じりの灰色土
灰色土
褐色粘質土
灰掲色粘質土

2m

―-165-―



小結
全面調査にはいる前に、試掘トレンチを3本掘つて地面下の様子を観察したところ、基本的な土層

はいず
―
れも同じで上から客土層、耕作土層、灰色粘質土層、黒色粘質土層であつた。客土層は1近1年の

ものである。水田耕作が行われた下限の時期は遺物が出土していないため不明であるが、主層が細分

できないことからあまり遡るとは考えられない。それ以下の灰色粘質土層は若千の木片を含んでいた

が、木製品の類は出土しなかつた.。 黒色粘質1土層は木片すら含んでいなかった。したがつて、灰色粘

質土層以下は人間の活動の痕跡が見られない泥地状の無遺物層と解釈される。

'分布調査の際に上器片が表採されているが、それは東方に隣接する回場整備された水国の客土中に

混在していた可能性が高い。以上のことから当該地は遺跡とは断定しがたく、本遺跡の調査はトレン

チ調査 3本にとどめることとなり、全面調査には到らなかった。
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岩汐遺跡

位置と環境

岩汐遣跡は、松江市大井町字岩汐68-1外に所在する。

そこは大きな谷の出口付近で、西に岩汐峠をのぞみ、北、西、南方を低丘陵に囲まれ、東側は大橋

川河口を埋め立てた広い水田地帯に面している。調査地の北側半分は谷の水田で、南側半分は丘陵先

端の斜面にあたる。この水田部分からは、かねてより多数の上器が出上していた。

大井町は、733年に勘造された『出雲国風土記』に「大井浜………、また陶物を造れり。」と記され

ているように、出雲地域の須恵器の一人生産地で、これまでの調査によって、 6世紀初頭から9世紀

代まで須恵器が生産されていたことがわかっている。したがって、周辺には、須恵器生産とそれにか

かわる人々の生活遺跡や墳墓等が非常に多くかつ広範囲に分布している。

調査地周辺の遺跡としては、調査区の谷を挟んで北側の丘陵東端に、 6世紀後半から奈良期にかけ

て生産がおこなわれたババタケ窯跡があり、この窯跡から西方約300mの同丘陵南側斜面には岩汐窯

跡がある。岩汐窯跡は 4基の窯跡が知られており、操業時期についてはババタケ窯跡とほぼ重なる。

また、この両者の窯跡の中程の地点には後廻遺跡があり、窯跡特有の遺物が採取されて窯跡推定地と

考えられている。また、調査区の南側の丘陵には岩汐南窯跡が位置している。このように、岩汐遺跡

周縁の丘陵は須恵器窯の密集域となっているのである。

調査の概要

岩汐遺跡の調査は、平成 4年 10月 2日 から平成 5年 1月 14日 の間、実質51日 間を費やして実施した。

調査面積は578ポである。

調査は、まず トレンチ 4本を設定して、遺跡の性格を確認することにした。その結果、T-1では、

青灰色～灰掲色砂礫層の上に小石、須恵器片を含む暗褐色土が南側丘陵から流れ込んだように堆積し

ており、遺構は存在しなかった。また、T-2で も、灰白色～黄褐色土層の上に礫、須恵器を中心と

した多量の遺物含む灰色～灰褐色～褐色土層が、南側丘陵から流れ込んだように堆積しており、遺構

は存在しなかった。

したがって、T-1、 2から出上した遺物はすべて南側丘陵からの流れ込みと考えられたため、丘

陵先端部を東側より、G-1、 2、 3、 4、 5の 5区画に分けて全面調査を実施し、遺構の有無やそ

の性格を確かめることにした。

各調査区の南北の上層堆積状況を観察すると、G-1は、地山の上に礫、小石、土器を含む褐色～

明褐色土層が調査範囲外の南側丘陵部から流れ込んだように堆積していた。G-2は、地山の上に礫、

小石、土器を含む黒褐色～灰褐色～茶褐色土層が調査範囲外の南側丘陵部から流れ込んだように堆積

していた。G-3は、地山の上に礫、小石、土器を多量に含む茶褐色～灰褐色土層が調査範囲外の南

側丘陵部から流れ込んだように堆積していた。G-4は、地山の上に白灰色砂礫層が堆積し、その上

に礫、小石、土器を多量に含む茶褐色～灰掲色土が整地されたように堆積していた。G-5は、地山

の上に土器を含む灰褐色土と黄褐色上が調査範囲外の南側丘陵部から流れ込んだように堆積していた。
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次に、東西方向の上層堆積状況を観察すると、G-1、 2では、地山の上に黒褐色土～黒色上が堆

積しており、ところどころで黒褐色土～黒色土が後世の撹乱を受けたように層位的に複雑に乱れてい

ることが確認された。G-3～ 5では、地山の上に礫、小石、土器を含む責褐色上、茶褐色～灰褐色
土が自然的に堆積している状況を呈していた。

一方、遺物の出土状況および構成を見ると、各グリッドから土師器、須恵器、陶磁器、土錘等の破

片が多量に出土するとともに、須恵器窯の窯体片、炭、焼土塊も調査区の南端付近のG-1、 2を 中

心として多数出土した。

遺構は、G-1で石列を検出したが、これは後世のコンクリート水路とほぼ一致しているので、コ

ンクリート水路が作られるまでの水路に関連する遺構と考えられる。石列以外の遺構は検出できなかっ

た。

第168図 岩汐遺跡G-1平 面図
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第169図 岩汐遺跡セクション図 (1)
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遺物
試掘調査で出土した遺物を概観すると、小さな破片が大部分を占めているが、 6世紀初頭から9世

紀代の大量の遺物が出上した。中でも6世紀半ばから後半にかけての須恵器の量が多い。

出土遺物を概観すると、第172図 10、 第173図 2、 3の ように、明らかに焼き損じと見られる個体も

混じっており、南側丘陵に窯跡や灰原が存在することを示唆している。また、図面化できる点数は少

なかったが、第172図 11～ 13の上師器の高イや第172図 15の土製支脚、第172図 16の上錘など、生活遺

跡に関連する遺物も多く出土した。

全面調査で出土した遺物を概観すると、基本的には試掘調査で得られた結果と同じ様相を呈してい

た。以下、グリッドごとに観察する。

lGから出上した遺物を見ると (第 175図 )、 大量の破片に混じって、8割近く復原できた整形な横

瓶 (5)が出土した。おそらく近辺で実用品として使用されていたものであろう。竃か甑の↓巴手 (4)

や紡錘車 (6)も 出土し、生活遺跡にともなう遺物が目立つ一方、焼き膨れが著しい高杯 (2)も 出

上した。

2Gか ら出上した遺物を見ると (第 176図 )、 完形の上器は無く、いずれも破片ばかりである。竃か

甑の把手が 2点 (11、 12)出土したほか、竃の前面庇部分 (13)が出土した。

3Gか ら出土した遺物を見ると (第 177図 )、 完形の上器はなく、いずれも破片ばかりである。焼成

時に置台と癒着した須恵器 (15)や、別個体の上器と癒着した須恵器 (16)が出土し、灰原の存在が

近いことがうかがわれる。また、土製支脚 (17)や漁労関連の上錘も5点 (18～ 22)出上し、生活遺

ヽヽ
、、、、
＼

0                       1 0cm

岩汐遺跡 T-1出 土遺物実測図
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第172図 岩汐遺跡T-2出土遺物実測図

第173図 岩汐遺跡 T-3出 土遺物実測図

第174図 岩汐遺跡 T-4出 土遺物実測図
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10cm

第175図 岩汐遺跡 lG出土遺物実測図
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跡の存在もうかがわせる。

4Gか ら出土した遺物を見ると、いずれも破片ばかりである。灰原関連の遺物は見られず、土製支

脚 (8)や土錘 2点 (9、 10)が出上した。

5Gか ら出土した遺物を見ると、完形に近い土器が多い。例外もあるが、他のグリッドより古いタ

イプの須恵器の量が多い。

第176図 岩汐遺跡 2G出土遺物実測図
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小結
岩汐遺跡には遺構が存在しなかったが、須恵器を中心とする大量の上器片が出土した。これらの土

器片は、土層堆積状況から判断して、遺跡の南側低丘陵から土砂とともに流れ込んだ状態で出上した

ことが判明した。

南側低丘陵は非常になだらかな地形で、現在は茶畑として利用されており、いつの時代かは不明で

あるが、開墾して整地された様相を呈している。その開墾のおりに、丘陵上にあった遺跡の遺物包含

層、さらには遺構面の土砂までを、丘陵端部に押しやってなだらかな地形を作ったのであろう。その

丘陵先端部に岩汐遺跡が位置していると推察する。

したがって、T-2、 T-3、 3G調査区から、焼き損じの須恵器や窯体片など灰原関連の遺物が

出土したことより、この調査区の南側丘陵には、6世紀後半を中心に操業された須恵器窯が存在した

ことが明らかとなった。また、GlからG4にかけては大量の生活関連の遺物も出上していることか

ら、須恵器窯の周辺には須恵器工人達の居住地域もあったものと思われる。土錘や紡錘車も出土して

いることから、工人達は須恵器生産のかたわら、漁労や機織りもおこなっていたようである。

ところで、T-5Gか ら出土した須恵器は、1～ 4Gよ りも古い 6世紀前半代のものが多いことか
ら、丘陵の西側には東側に先行する時代の遺跡が存在すると考えられる。遺跡の性格は、出土遺物の

みでは判断できない。

少し大きな視野からながめてみると、位置と環境の41aで記したとおり、岩汐遺跡が位置する谷の北

側丘陵には、 6世紀後半を中心に操業された須恵器窯跡が、少なくとも6基は存在することがわかっ

ている。また、今回の調査によって、南側丘陵にも6世紀後半の須恵器窯が存在したことがほぼ確実

となった。これが周知の遺跡、岩汐南窯跡と重なるものであるのか、また別の窯であるのかについて

は不明と言わざるをえない。。

6世紀後半といえば、大井地区において須恵器の生産量が飛躍的にのびた時期といわれている。言

い換えれば、須恵器窯数が以前にも増して増加した時期である。まさにその時期に、岩汐遺跡が位置

する谷に面した南北の丘陵において、多数の須恵器窯が作られ、生産が開始されたのである。

―-180-一



T-1出―土違物観察表
図面

1需 鞭 器 種 法   最 lcm) 胎   上 焼 虜 色 調 ろくろ 備  考

171-1 須恵器 邪
IEl径114

S鵠黎確H140

―
密、砂粒を

わずかに合も
R4T

(内、外i断 )
灰色―

右回転|

171-鬱 鶴 器 郎
H径■-0

委弾謡径1よ0

密、1軸を

わずかにatr
良好

(内、外、野)

灰色
右回転

171-3 鶴 4
1日経H準 器高

'.'農徽 お 受部径1■1
動 を

含む
良好

(内、外、断)

灰色
右回鍬 焼き歪みあり

171‐-4 須蔑器 杯
|口径 10B

授蔀後1主4
長石控を

含tF
1風好

(内、外、断)

i魔色
右H転 焼き蓋みあり

171-5 須轟器 杯
HttA2.0 器高ae

受部径1■4
密 良

(内、外、断,

医色
右回転
火ぶくれ、焼き歪

みあり

171--61 須講 皿
H径loや 器高必

“
低経12や

密、長店級逓避

含む
良好

(内―、|"《 断)

募務色
右回転

171-7 須慮器 高杯 家根ヨ朝毀笹を

わずかに含む
鍛

(内、断)反色

(外)暗庚色
右醜 |

171・‐3 須恵器 部
密、長石微粒を

必ずかに含む
良好

(内t外、断)
灰色

右回転

171・―・9 須恵器 高蛛 密 良好
(内(外、野)
魔色

右回転

171-10 銃 器 壷 口密ηlコ 密 良好
(内i外卜断)募色
(瓶 )うⅢ線

右回転

171-11 1須意器 藍 H径22n 密 良紆
(内、新)灰毬 い)茶朧

翰り ,すヤ線
右回転

1■-12 須謡 霊
奮、節 雑を

含む
良好
(内、外、断)

灰色
右回転
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T-2出 土遺物観察表
面

号

図

番
種類 器 種 法 量 (cm) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

172-1 須恵器 郭
口径88

受部径116

密、砂粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

172-2 須恵器 高不
長石粒を

合む
普通

(内、外、

灰色

凹子)
右回転

172-3 須恵器 高郭
密、砂粒を

わずかに含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

172-4 須恵器 高郭
密、長石微粒を

含む
良好

断外、座

内

右回転

172- 5 須恵器 高杯
密、長石微粒を

わずかに合む

やや

不農

(内、外、断)

灰色
右回転

172-6 須恵器 高杯 密 良好
断外、座

内

右回転

172-7 須恵器 高郭
密、長石粒を

合む
良好

断卜
、
色

夕

灰

内
右回転

172-8 須恵器 士璽 口径206
密、長石微粒を

含む
良好

断外、座

内

右回転

172-9 須恵器 高台付杯
密、長石粒を

含む
良好

断外、庭

内

右回転

172--10 須恵器 不 明 円盤直径138 密 良好
外

断

暗灰色

灰色
右回転
焼き台か ?

焼き歪み著しい

172-11 土師器 高 不
01～ lmm大の
砂粒を含む

良
(内、外、断)

淡黄褐色

172-12 土師器 高 不
密、01～ 05mm大の

砂含をわずかに含む
良

外

内

赤みがかった褐色

断)淡責褐色

172-13 土師器 高杯 底径118
長石粒を

わずかに合む
良
(内、外、断)

淡責褐色

172-14 土師器 奏 口径172
長石微粒を

含む
不 良

(内、外、断)

淡責褐色

172-15 土師器 土製支脚
lmm大の長石
粒を多く含む

良
(内、外、断)

暗褐色

172-16 土錘
幅37 長さ36
子し在登08

長石微粒を密に

含む
良
(内、外、断)褐色

黒褐色の部分有

T-3出 土遺物観察表
面

号

図

香
種類 器 種 法   量 (cm) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

173-1 須恵器 郭
密、長石粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

173-2 須恵器 高不
密、長石微粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転 焼き歪み著しい

173-3 須恵器 長頸重 密 良好
(内、外、断)

灰色
右回転
ひび割れ

焼き歪みあり

T-4出 土遺物観察表
面

号

図

番
種 類 器 種 法 旦

塁 (cm) 土 焼 成 色 調 ろくろ 備  考

174-1 須恵器 蓋 口径 128
密、 lmmま での

白色細砂粒を含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
左回転

174-2 須恵器 蓋
口径130

器高40

lmm大の白色
砂粒も多く含む

良好
内

外

暗灰色

黒灰色
右回転

174-3 須恵器 杯
口径104

受部径128

密、lmmま での白

色細砂粒を多く含む
良好

内

外

断)灰色
明青灰色

右回転

―-182-一



lG出土遺物観察表
面

号

図

番
種類 器 種 法   量 (cHl) 胎 土 焼  成 色 詞 ろくる 備  考

175-1 須恵器 郭
口径118

受部径148
密、長石粒を

わずかに含む
良好

断外、随

内

右回転

175-2 須恵器 高郭
密、長石粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転 火ぶくれあり

175-3 須恵器 高杯 脚部底径112
密、長石微粒を

わずかに含む
良好

断外、朧

内

右回転

175-4 須恵器 (把手) 長石粒を合む
やや

不良
掲色～茶褐色 右回転

175-5 須恵器 横瓶
口径132

器高305

密、長石粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

175-6 紡錘車
上部径285 下部径51
器高27 了し径085

密、05～ lmm大

の長石粒を含む
農好

(内、外、

灰色

断 )
須忘質

2G出土遺物観察表
図面

香号
種類 器 種 法   量 (cln) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

176-1 須恵器 蓋
口径118

器高39
密 良好

(内、外)

灰色
右回転

176-2 須恵器 郭
口径92

受部径114

密05mm大の

長石粒を含む
良好

断外、随

内

右回転

176--3 須恵器 不
口径■ 0 器高40
受部径128

密 良好
(内、外 )

灰色
右回転

176-4 須恵器 寺台付皿
口径184 器高30
底径126

密 良好
(内、外 )

灰色
右回転

176-5 須恵器 高杯
密05ヽ lmm大の

長石を含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

176-6 須恵器 台付董
密、砂粒を

含む
史好

(内、断)灰色

(外 )暗灰色
右回転

176-7 須恵器 魅
密、05～ lmm大の

長石を含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

176-3 須恵器 壷 口径 174
密、長石粒を

わずかに含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

176-9 須恵器 一蛍 口径160
密、05mmの砂粒

をわずかに含む
良好

内

柚

外、断)灰色

うす緑
右回転

176--10 須恵器 宣
密、長石粒を

含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

176-11 須恵器 (把手 ) 密 良好
(内 、外、

灰色

断 )

176-12 須恵器 (把手 ) 密 吏好
(内、外、

灰色

断 )

176--13 土師器 竃
05～ lmm大の

砂粒を多く含む
良好

(内、外、断)

淡責褐色
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3G出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (伽 ) 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

177- l 須恵器 蓋
口径134

器高28
長石微粒を含む 良好

(内、外、断)

一部黒有

灰色
右回転

177-2 須恵器 蓋
口径132

器高39

密、長石、石英

を含む
良好

(内 、外 )

灰色
右回転

177-3 須恵器 不
口径Hl 器高43
受部径136

長石粒を含む 良好
(内、外)暗灰色

(断 )灰色
右回転

177-4 須恵器 高郭 口径160
密、長石粒を

含む
良好

(外 )暗灰色

(内、断)灰色
右回転

177-5 須恵器 高杯 脚部径104
密、長石を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

177-6 須恵器 高杯
脚低径99

脚高48
長石、石英を

少々含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

177-7 須恵器 高郭 底径116
2～ 5mmの

長石を含む
良好

断外、座

内

右回転

177-8 須恵器 高杯
脚底径86

脚高32

密、長石微粒を

含む
良好

(内、断)灰色

(外 )暗灰色
右回転

177-9 須恵器 高 不
長石、石英を含

む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

177-10 須恵器 小壷 底径50
長石、石英を含

む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

177-11 須恵器 士霊 口径 144
長石微粒を

含む
良好

断外、座

内

右回転

177-12 須恵器 甕 口径222
長石微粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

177-13 須恵器 甕 口径 186
密、長石微粒を

わずかに含む
良好

断外、座

内

右回転

177-14 須恵器 長顕壷 底径109
長石粒を

多く合む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

177-15 須恵器 壷 底径87
長石微粒を

含む
良好

(内、断)灰色

(外)黒、(癒着面)灰色
焼き台のな着あり

177-1 須恵器 邦
長石微粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 ) 重ね焼き土器の癒

着あり

177-17 土製支脚 断面直径605
長石微粒を

多く含む
良 掲色

177-1 土錘
長さ35 幅09
子し花曇02

密、長石微粒を

わずかに含む
良好 暗灰色

177-1 土錘
幅08

7しそ≧03
密 良好 灰掲色

177-20 土錘
長さ42 幅15
子しぞ≧03

長石粒を含む 普通 責褐色～黒褐色

177-21 土錘
長さ44

幅19 7し径03

05mm大の

砂粒を合む
良 褐 色

177-22 上錘
幅25

孔径09

05～ lmm大の

砂粒を合む
普通
淡責掲色
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4G出土遺物観察表
図面

番号
種類 器 種 法 量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

178- l 須恵器 杯
口径110 器高35
受部径132

密、長石粒を

含む
良好

(内、外)

暗灰色
右回転 焼き歪みあり

178-2 須恵器 郭
口径84

受部径106

密、長石粒を

含む
良好

(内、断)灰色

(外 )灰色、(柚 )黒色
右回転

178-3 須恵器 高杯
密、 lmm大 の
長石粒を含む

良好
(内、外、

灰色

断 )
右回転

178-4 須恵器 高杯 底径108
密、長石粒を

含む
良好

(内、外、

灰色

断 )
右回転

178-5 須恵器 小重
長石粒を多く

合む
良好

断外、庭

内

右回転

178-6 須恵器 平瓶の把手
長石粒を

わずかに含む
良

灰褐色
右回転

178-7 須恵器 密、長石粒を

含む
良好

(外 )

灰 色
右回転

178--8 土製支脚
長石粒を

多く含む
良
(外 )褐色

(断 )灰色

178-9 土錘
幅13

孔径025
長石粒を含む 良好 淡責掲色一部暗褐色

178-10 土錘
幅13

孔径05
密、長石微粒を

わずかに含む
良好 淡褐色一部暗褐色

5G出土遺物観察表
図面

番号
種類 器 種 法   量 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

179-1 須恵器 蓋
器高55

口径118
密 良好

(内、外)

灰色
右回転

179-2 須恵器 蓋
口径146

器高47
長石粒を含む 良好

(内、外 )

灰色
右回転 焼き歪みあり

179-3 須恵器 蓋
口径117

器高50
密 lmm大の

長石粒を含む
良好

(内、外)

灰色
右回転

179-4 須恵器 蓋
口径128

器高345
密 良好

(内、外 )

灰色
右回転 焼き歪みあり

179-5 須恵器 蓋
口径141

器高51
長石を含む 不良

(内 )白掲色

(外 )黒褐色～褐色
右回転

179-6 須恵器 杯身
口径最大131 最小100 器高46

受部径最大144 最小125
密、長石粒を

含む
良好

Ｄ

色

夕

灰

内
右回転 焼き歪みあり

179-7 須恵器 不
口径96 受部径127
器高40

密、長石粒を

含む
良好

(内、外)

灰色
右回転

179-8 須恵器 高杯 脚部底径83
密、長石を

わずかに含む
良好

(内 )灰色

(外、断)暗灰色
右回転 自然釉かかる
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岩汐峠遺跡

位置と環境

岩汐峠遺跡は、松江市大井町字岩汐野山108-1ほ かに所在する。

岩汐峠の峠頂は、山が断層をおこしてできたV字形地形の谷間にあたり、東北側と南西側は急傾斜

な山になっている。岩汐峠は大井町と朝酌町の町境にあたり、ここから南東に緩やかな斜面を下れば

大井町の集落に至り、北西に下れば朝酌町の集落に至る。幅 lm前後の細い道であるが、近年まで大

井町と朝酌町を結ぶ最短距離の生活道として活用されてきたということである。岩汐峠は現在では背

の高い笹や潅木が生い茂っているが、約50年前までは茶畑として利用されていたらしく、峠頂から東

にかけては石垣や地形加工をみることができる。

周辺の遺跡は、近いところでは確認されていない。大井町側では古代の須恵器窯跡が数多く分布し

ており、朝酌町側では特に古墳時代後期以降の遺跡が非常に多く分布している。地理的な面から考え

ると、当時の人々は中海や大橋川といった水上交通を活発に利用して往来していたと思われるが、岩

汐峠越えの道は陸路を歩く人にとっては重要なルートであったに違いない。

調査の概要

平成 2年度の試掘調査の結果、峠頂付近と少し東に下がった場所で遺物、遺構を検出していたため、

そこを全面調査し (第 180図 )、 朝酌町へ下がる緩斜面にもトレンチを3本設定して、古代からの道の

痕跡を探ろうと試みた。

調査は、平成 5年 11月 16日 から平成 6年 2月 1日 にかけて、実質40日 間をかけて実施した。

A区は試掘調査の時点で円礫や須恵器片が出上していた場所で、150ドについて調査を実施した。

土層は上から表土、褐色砂質土、黒色土、地山であった。試掘調査で見つかつた石敷遺構は、当初性

格がわからなかったが、雨上がりに断層のボーリング調査に来ていた人から「字を書いた石があるよ」

との指摘を受け、恥ずかしながら初めて礫石経塚であること力半J明 した。冬季で天候の悪い日が多かっ

たうえ、朝霜などで円礫はいつも泥まみれ状態で発見が遅れた次第である。遺構は礫石経塚 1カ所の

みであった。周辺からは、幅広い時代の須恵器片が点々と出土した (第 193図 )。

B区は50ポ、C区は60ポについて調査を実施した。いずれも層序はA区と同じであつた。B区では、

直径 lm弱、深さ約 8 0 clnを測る底に炭が堆積した土壊 2カ 所を検出したが、地元の作業員の話しか

ら、これらは戦後に家庭用の炭を焼いた簡易な炭焼き穴、小炭焼きの上壊であることがわかった。ほ

かに遺構、遺物は出土しなかった。

D区は、480ポについて調査を実施した。かつて耕作がおこなわれていた痕跡として表面には石垣

や水路の痕跡が残っていた。層序は、暗褐色上の下が地山である。全面を地山まで掘り下げたところ、

調査区中央付近は巨大な岩石がゴロゴロしており、遺構は検出できなかった。南西側ではピット群が

検出されたが、このピット群は不整形な形状のものがほとんどで、大部分が樹根の痕跡である可能性

が高いと思われる。遺物は風化が著しい須恵器小片数点が出土したのみである。

峠から北西に下った緩斜面に設定したトレンチは、いずれも整然とした層序で、遺物は出土せず、
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礫石経塚

A区の遺構としては唯一、礫石経塚を検出した。礫石経塚は峠頂の最高部の平坦地をややはずれた、

標高68.00m前後の東北側の緩斜面に築かれていた (第 181図 )。 おそらく峠頂の道端にあたる場所で

あろう。

・遺構 (第 182図 )

遺構は平面方形で、周囲は長辺40軸前後の大きめな山石を積み上げて囲いを作っている。山石は周

辺で産出する石を利用している。囲い石は当時の地表面の上から積み上げており、北西側の積み石は

2～ 3段が残っていたが、そのほかは崩落や抜き取りで残りが悪かった。復原すると、外法は一辺約

5m、 内法は一辺約3.5mを 測る。経石を含む円礫は 5 cln前後のものが多く、経塚周辺にも散乱して

土師質土器

P6さ

妥三甕
亀為星
。Q。式
っ 。3。

引
妙

交
ヽ

篭礁
。

土師質土器

0                       2m
l                    _

第182図 経塚平面図
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68.50m

1.円礫層
2褐色砂質土
3黒色土

0                       2m

第183図 経塚セクション図

いたが、当初は石囲いの内側の2.5× 2.5mの範囲を、地表

面から15cm程度掘り下げて、その中に納めていたようであ

る。円礫層は、厚いところで約20clnを測る (第 183図 )。 経

石が埋納された回数は、セクションからから判断すると、

一度か、数度にわたったとしてもきわめて短い期間内であっ

たと思われる。

・遺物

礫石経塚の石囲いの内側からは、経石に混じって中世土

師器、古銭が出土した。

中世土師器

皿や杯 6～ 7点分の破片が出土し、そのうち復原できた

ものは第184図 に示した 3点である。 1は完形品の皿で、

口径11釦、器高2.4飢を測る。器面調整は内外面とも回転

ナデで、底部はナデた後上へ押し上げている。 2は雰で、

口径12cm、 底径 6 cm、 器高4.3cmを 測る。器面調整は内外

面とも回転ナデで、底部は糸切りである。 3は郭で、口径

11.7cm、 底径6.6cln、 器高3,9clnを 測る。器面調整は内外面

とも回転ナデで、底部は糸切りである。

1～ 3と も口縁端部にススが付着しており、

使われていたことがうかがえる。。

古銭

7J点が出土した。第185図の 1は成平元賓

2は景徳元賓 (初鋳1004年 )、 3は嘉祐通費

4は熙寧通賓 (初鋳1068年 )、 5は元豊通賓
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灯明皿として

(初鋳998年 )、

(初鋳1056年 )、

(初鋳1078年 )、

A′

0               5cm

第184図 経塚出土土器実測図



6は聖宋元賓 (初鋳1101年 )、 7は腐食のため解読不明である。1～ 6はすべて宋銭である。

経石

経石は川原石を主とする円礫に、墨で経文の文字を1石につき1文字ずつ書いた一字一石が大半で、

多字一石も4点出土した。円礫は非常に大量に出土し、総数は数えていないが、そのうち墨書文字が

確認できた円礫の総数は全体の 1割にもはるかに満たないと思われる767′点であった。長い年月を経

て、墨書文字が消えてしまった経石もあるであろうが、大部分は文字が書かれていない円礫が納めら

れていたようである。

一字一石は、経文を一石につき一字ずつ書いたものと思われるが、どの教典を書いたものかについ

ては不明である。判読できた文字とその出土個数は、199頁の表で示したので参照されたい。

また、この経塚の性格を判断するためには、多字一石の文が大きなヒントになると思われる。赤外

線を照射しても読めない部分があって非常に残念なのだが、その文は第186図の 1が「茸法界万霊」、

2が「曳松吉ホ」13が「茸0●乃母●ホ」、 4が「・…●吉ホ」であった。 1以外は人名が書かれてい

るようである。

円礫に書かれた墨書文字は、墨の濃さや筆跡等に若千の違いが認められ、素人目に判断して下記の

ように5タ イプの字に分けることができた。

a.墨が薄めで、線が太く大きめで大胆な字………………第187図

b.墨が濃く、線が細く小さめで達筆の字…………………第188、 189図

c.線に細い太いの強弱がある、小さめな字………………第190図

d.線がやや太めで、流れに欠ける字………………………第191図

e.全体に角ばった字…………………………………………第192図

このことから、経石は5人前後の複数の人の手によってかかれたことが推定される。

註 (1)ネ は菩の略字である。

第185図 経塚出土古銭拓影
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墨書文字の種類と個数

文字 個数 文字 個数 文字 個数 文字 個数 文字 個数

佛 8 駄 2 天 1 連 1 忍 1

若 6 之 2 蘇 1 説 1 来 1

圭
口 5 而 2 鉱

1 寛 1 飛 1

法 5 生 2 深 1
埜

1 演 1

諸 5 或 2 甚 1 H日 1 去「 1

衆 4 学副 2 待 1 局 1 賃 1

大 4
ム
ロ 2 観 1 度 1 時 1

得 4 典 2 卜可 1 池 1 皇
里 1

終
刀
仕 有 2 妙 1 猶 1 人 1

帝
メ 4 念 2 何 1 昴 1 清 1

見 3 及 2 行 1 西 1 減 1

我 3 2 座 1 上 1 亦 1

供 3 華 2 因 1 海 1 号 1

所
つ
け 血

（
2 界 1 浮 1 安 1

便 3 王 2 常 1 衣 1 覚 1

身
つ
０ 在 2 護 1 土 1

ケ
陛 1

世
つ
０ 特 2 闇 1 一立 1

セ
1

千 3
レ
邑
‐ヽ
フ 1 持 1 養 1 家 1

釜
ロ 3 主 1 決 1 尽 1 誼 1

是 2 十 1 思 1 悩 1 商 1

記 2 百 1 ヤ由 1 専 1 梵 1

摩 2 方 1 荘 1 丘 1
士
口 1

不 2 億 1 文 1 lTh 1 須 1

誰 2 住 1 1 向 1 義 1

慧 2 方 1 遊 1 過 1 隆 1

経 2
田
再 1

メ
本 1 歳 1 縦 1

随 2 燈 1 済 1 蔵 1

明 2 聞 1 解 1 牧 1

矢日 2 カロ 1 面 1 仁 1

為 2 胞 1 衆 1 当 1

幡 2
レ
し 1 敗

い
1 中 1
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・A区の礫石経塚に伴わない遺物

表土や褐色砂質土層から、須恵器破片が若干出土した。

第198図の1～ 5は蓋、6,7は杯、 8は灯明皿、9は高杯、10は壺である。個体数が少ないわり

に、時期幅が広いことが特徴であり、峠の路傍というこの場所の性格を物語っているようである。

・D区遺構 (第 194図 )

調査区の南西角を中心に、若千のピットを検出した。これらのピットは不整形のものが多く、大部

分は樹根の痕跡と思われる。D区付近はかつて茶畑として利用されていたので、それにともなう掘立

小屋のようなものがあったかもしれないが、ピットから建物跡を復原することはできなかった。

調査区の中央から南西方向は、高さlm近い人力では動かせないような転石がゴロゴロしており、

遺構は存在しなかった。

遺物は、須恵器の小片が数点出土したが、いずれも2～ 4 clll四 方くらいの甕の器壁部分で、割れ日

は風化して丸くなっていた。

4

1

1 0cm

第193図  A区出土土器実測図

＼っ
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小結
岩汐峠は大井町と朝酌町の町境であり、両町を結ぶ峠越えの道が通っている。この峠頂で、道の北

東脇と考えられる緩斜面で礫石経塚を 1所検出した。

この礫石経塚は、外法 5mの石囲いの中に経石を納めたもので、当初は地表面に露出していたと思

われる。石囲い遺構の中には、数え切れないほど大量の円礫が納められており、その中に混じって経

石767点が出土した。円礫は 5 cll前後の大きさで、墨書があるものと無いのものでの違いは見られな

かった。経石は、円礫に墨で経文を一石につき―字ずつ書いた一字一石が大半で、 4点だけ多字一石

も出土した。教典の種類は不明である。

墨書の筆跡を観察すると、複数の人の手によって書かれたことがわかり、墨書されていない円礫は

あるいは文字を書けない人が他の人と一緒に経文を唱えながら納めたものかもしれない。

多字一石を見ると、「章法界万霊」のほかは、「■松吉ホ」など、人名がしるされたもので、この

経塚の性格は、祖先の追善供養の意味合いが強いと思われる。

この礫石経塚の時期については、年号が墨書されていないため明確ではない。しかし、経塚内から

出土した灯明皿を観察すると、12世紀にさかのぼってよいような土師質土器も出上しているが、それ

らは、いわゆる “ヘソ皿"と 呼ばれる中世土師器と共伴しているので、16世紀代の経塚と考えてよい

であろう。また、経塚内から出土した古銭はすべて北朱銭で、17世紀になって急速に普及した寛永通

賓が混じっていない点からも16世紀代と考えて差し支えないものと考える。

ところで、16世紀代の出雲地方といえば戦乱の時代である。この経塚にはこのような時代背景も関

与しているのであろうか、この点に関しては推測の域を出ない。
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多字一石観察表

図面番号 墨 書 文 字 石 材
法 量 (cln/g)

備 考
縦 横 厚 重

186-1 て法界万霊 流紋岩 12 230

186-2 丈松吉ネ 13 394

186-3 章○○乃母○ホ 11

186-4 ………ホ 1233

図面番号 墨書文字 石 材
法 量 (cm/宮 )

備 考
縦 横 厚 重

187-1 安 流紋岩 085

187-2 滅

187-3 若 065 165

187-4 億

187-5 浮 145

187-6 念

187-7 愁

187-8 日， 209

187-9 圭
日 075

187-10 人

187-11 中

187-12 幡 220

187-13 念 075 219

187-14 悩 277

187-15 連 230

187-16 11

187-17 佛 412

187-18 得 255

187-19 華 11 249

188-- 1 説 187

188--2

188--3 誰

188-4 供

188-5 226

188-6 寛

―字一石観察表 (I)

図面番号 昌書文字 石  材
法 量 (cm/g)

備 考
縦 横 厚 重

188-7 衣 流紋岩 12

188-8 駄 116

188-9 丘 07

188-10 界 111

188-11 是 17 318

188-12 土 15 262

188-13 常 155

188--14 阿

188-15 立

188-16 経 255

188-17 皿

188-18 深 202

188-19 観 283

188-20 妙 800

188-21 並
日 11 474

188--22 待 1 15 372

188--23 諸

189-1 得

189-2 得

189-3 便

189-4 千 11

189-5 於 075

189-6 笠
口

189-7 陥 ?

189-8 身 13 177
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図面番号 曇書文字 石 材
法 量 (cn1/g)

備 考
縦 横 厚 重

189-9 大 流紋岩 292

189-10 我 322

189-11 我 156

189-12

189-13 胞 095

189-14 及

189-15

189-16

189-17 619

189--18 488

189-19 士
ロ 14 880

190-1

190-2 而 11

190-3 聞 10

190-4 於

190-5 生 15

190-6 及 334

190-7 知 120

190-8 11 211

190-9 有

190-10 燈

190-11 住

190-12 謂 17 365

190-13 猶 075 288

190-14 方

190-15 在 396

190-16 在

190-17 華

190-18 身 225

190-19 善

190-20 天 095

―字一石観察表 (Ⅱ )

図面番号 墨書文字 石 材
法 量 (cm/g)

備 考
縦 横 厚 重

190-21 見 流紋岩 212

190-22

190-23 典

191-1 十 328

191-2 千

191-3 万 12

191-4 明

191-5 王

191-6 蘇 14

191-7 慧 375

191-8 甚

191-9 不

191-10 特 105

191-11 荘

191-12 於 115

191-13 世

191-14 世 159

191-15 大 188

191-16 所

191-17 差
自

191-18 善 149

191-19 之 122

191-20 126

191-21 思

192-1 決 278

192-2 記 355

192-3 文

192-4 法

192-5 持

192-6 閣 11 41 1

192-7 護 16 445
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―字一石観察表 (皿 )

図面番号 墨書文字 石  材
法 量 (cn/g

備 考
縦 横 厚 重

192-8 用 流紋岩

192-9 座 422

192-10 成

192-H 行

192-12 何

192-13 世

192-14 千

192-15 便 362

192-16 之

192-17 見

192-18 佛

192-19 所

192-20 王

岩汐峠遺跡A区出土土器観察表

図面

番号
種類 器 種 法 量 (cnl) 胎 土 焼  成 色 調 ろくろ 備  考

193-1 須恵器 蓋
口径131

器高57
密 (長石粒を

わずかに含む)
良好

(内、外、断)

灰色
右回転

193-2 須恵器 蓋 口径133 密 良好
(内、外 )

灰色
右回転

193-3 須恵器 蓋
口径132

器高39
密 良好

(内、外 )

灰色
右回転

193-4 須恵器 蓋
口径95

器高46
密 (長石粒を

含む)
史好

(内 )灰色

(外 )白灰色～灰色
右回転

193-5 須恵器 蓋
口径168

器高18
砂粒を多く

含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

193-6 須恵器 不
口径117

受部径146

2mm～ lmm大

の長石粒を含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転

193-7 須恵器 杯
口径100

受部径126
密 良好

(内、外 )

灰色
右回転

193-8 須恵器 皿
口径88

器高225
密 良好

(内、外、断)

灰色
右回転 底部糸切り

193-9 須恵器 高イ 密 良好
(内、外 )

灰色
右回転

193-1( 須恵器 壼 口径118
長石粒を

含む
良好

(内、外 )

灰色
右回転
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結 五
HH

平成 5年度から平成 9年度にかけて、西尾地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業にかかる

発掘調査として西尾町、朝酌町における発掘調査を実施した。また、今回の事業に先立って大井 2期

地区農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業にかかる発掘調査として朝酌町、大井町における発掘

調査を実施している。上記の 2事業は、中海大橋から川津町まで、和久羅山南麓に農道を建設しよう

とするものであって、発掘調査は道路建設の幅に限って実施した。

西尾町付近の『出雲国風土記』の記載は必ずしも明確ではないが、天和 3年編纂の F出雲国風上記

抄』によれば、現在の西尾町は奈良時代には島根郡山口郷に含まれ、大井、朝酌町は島根郡朝酌郷に

含まれるという。しかし、加藤義成氏の F出雲国風上記参究』では、今回調査を実施した遺跡はすべ

て朝酌郷の内に含まれている。また、服部氏も?と しながらも西尾町を朝酌郷の中に含めておられる。

後者の説に従うとすれば、今回の発掘調査は古代の朝酌郷を東西に横断して調査したことになり、興

味深い結果を得ることができた。

朝酌郷に関する一番古い文献は、F出雲国風土記』である。

それによると、朝酌郷の地名伝承については「朝酌郷、郡家正南一十里六十四歩。熊野大神命詔、

朝御鯨勘養、夕御鯨勘養、五贄緒之庭定給。故云朝酌。」と記されている。加藤氏の通釈によると、

熊野大神の仰せによって、大神の朝夕の神センに奉仕する部族をここにお定めになった。そこで朝の

御膳に奉仕する部族の意で朝酌というのである。一般人が利用した朝酌渡の項には「朝酌促戸渡、東

有通道、西有平原、中央渡。則答亘東西、春秋入出大小雑魚、臨時茶湊笙邊、硲駿風水屋衝、或破壊

杢、或製日魚、於ソ鳥被捕。大小雑魚、濱謀家間、市人四集、自然成廊央。」とあり、賑わいの様子が

記されているほか、江北道の項では「朝酌渡、廣八十歩許、自國庁通海邊道央。」と記されている。

また大井濱の項では「大井濱。則有海鼠海松。又造陶器也。」とあり、漁労をおこなうとともに須恵

器を生産していたことが記されている。

以上が西暦738年、 8世紀前半の朝酌郷の様子である。

今回の発掘調査を実施した遺跡は 9遺跡で、時期は 5世紀から16世紀にわたるが、特に古墳時代後

期における興味深い調査成果を得たのでここで改めて概観してみたい。

西尾町地内には、廟所古墳や観音寺山古墳といった一辺30mを測る大方墳が大橋川に近い低丘陵上

に築かれている。発掘調査はなされていないが、現時点では墳形等から中期古墳と推測されている。

これに対し、約30基の小規模古墳から構成される米坂古墳群がやや北の奥まった低丘陵上に築かれ

ている。調査の結果、その築造時期は 5世紀後半から6世紀半ばということがわかった。いわゅる古

式群集墳である。単純に考えると、前記の二大古墳が豪族の首長層の古墳であり、後者がその下層有

力者の古墳群と考えられよう。そうすると、古墳時代中期から後期半ばにかけて、西尾町にはこれだ

けの古墳群を造り得る豪族の拠点があったことが考えられる。

その拠点の中心部は定かでないが、米坂遺跡において、古墳時代中期から後期後半にかけての遺物

が出土し、米坂古墳群が造営された時期とほぼ同時期の集落跡を検出した。米坂遺跡で検出した集落

第 垂早
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跡は、地形の面から考えると、調査区外にも南北方向に長く広がっているものと推測される。また、

米坂遺跡の約200m東方の安蔵主遺跡では、遺構は検出できなかったが、客土層中から現代の陶磁器

に混じって古墳時代中期から後期を中心とする土器の小片が大量に出上した。この客土はどこから持っ

てこられたのかは明確ではないが、安蔵主遺跡をとりまく周囲の丘陵端部には、土を削り採った痕跡

を崖状の地形として観察することができる。丘陵端部を削り取って平地面を広げ、かつ削り取った土

を地形の低い場所に客上したものと思われるが、おそらくその削 り取られた丘陵端部に集落跡の遺跡

が存在していたのであろう。

このように見てくると、米坂遺跡や安蔵主遺跡周辺といった、和久羅山から派生する低丘陵南端部

縁辺には古墳時代中期から後期にかけての住居跡が広く埋もれている可能性が高い。

西尾町を拠点とした豪族が背景に持っていた生業は不明であるが、この付近は生活に適した低丘陵

が広がっているうえ、畑作や水田に適した微高地や低湿地が広がっており、南側には漁労にも水運に

も便利が良い大橋川が東西方向に流れている。これらのことを総合すると、西尾町近辺は人間の生活

にとって非常に都合が良い場所であったと思われる。

ところが、古墳時代後期後半にはいると突然米坂遺跡の集落は廃絶され、米坂古墳群の築造も見ら

れなくなる。その後、西尾町では米坂古墳群で 6世紀後半の墳丘を持たない埋葬施設が造られたのを

最後に、それ以降はしばらく遺跡の空白地域となる。そして、 8世紀後半には米坂丘陵は墓域として

ではなく、製鉄関連の生活域として利用されているのである。

西  尾  町 朝 酌 町 大 井 町

５

世

紀

(騒薯重冨古墳)|~
日 米坂古墳群 |

米坂遺跡
須恵器の生産

６

世

紀

)造
営

  t
日 〒〒彊暮橿突墓群造営

出雲地方の須恵器生産独占

岩汐南窯跡等

７

世

紀

―

＼》

＼ジ

８

世

紀

4-―――――――――――――――F

米坂丘陵で製鉄開始

当雲回風土記』に記された時駕

出雲地方の独占的生産終わる

９

世

紀

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｊ

古代朝酌郷 (一部)の動向
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これに対し、朝酌町では6世紀中葉頃から多くの古墳が築かれ始めている。全長60mと いう巨大な

前方後円古墳の魚見塚古墳や、墳丘は失っているが精美な石棺式石室を内部主体に持つ朝酌岩屋古墳

が首長墓的存在としてあげられるだろう。そのほかにも廻原古墳群、九日宮古墳群など数多くの小規

模古墳が 7世紀後半まで連綿と造営され続けている。

また、朝酌町では6世紀後半には遅倉横穴墓群が造られている。朝酌町は横穴墓掘削に適さない土

質であるにもかかわらず、古墳ではなくあえて横穴墓という埋葬形態をとっていることには何らかの

理由があるだろう。今回の発掘調査では多数存在すると推測される横穴墓群の内、 5穴について調査

を実施したが、 2号横穴墓と5号横穴墓から耳環や刀子、太刀が出土したほかは、須恵器類の遺物し

か出土しなかった。屍床はすべて須恵器床で、 2号横穴墓の屍床甕片を観察したところ、焼成時に焼

き歪みが生じて製品とならなかった不良品を利用していることがわかった。被葬者は須恵器製作工人

と密接な関係があったことが推測される。遅倉横穴墓群の調査では6世紀後半に造営が開始され、 7

世紀前半まで追葬がおこなわれていたことが確認できた。

この付近における集落遺跡は見つかつておらず、朝酌町で古墳群を造営し続けた豪族の生活拠点は

現時点では不明である。ただ、朝酌町を南北に流れる清水川周辺の谷地形は水田耕作に適した地形で

あり、この縁辺部に集落が埋もれている可能性は高い。

ちなみに朝酌町の古墳の特徴をあげるとすれば、石棺式石室もしくは石棺式石室の亜流と称される

内部主体を持つ古墳がほとんどを占めていることであろう。石棺式石室を内部構造に持つ古墳の分布

が、大庭町に続いて朝酌町に集中が見られることから、朝酌の豪族は出雲東部の在地首長、オウ勢力

の影響を強くうけていたことが窺える。

このように、朝酌郷では6世紀中葉を境に大きな歴史的変動を見ることができるのである。

では、この時期はどのような時期であったかを考えてみたい。朝酌町近辺で一香大きな出来事とい

えば、 6世紀後半に出雲地域に散在していた須恵器生産地が大井町 1カ所に集中し、独占的な須恵器

生産が開始されたことであろう。

岩汐遺跡が位置する谷を取り巻く丘陵縁辺は、まさにこの時期の須恵器窯跡が特に多く分布してい

る。現時点で存在が明確となっているのは、岩汐南窯跡、ババタケ窯跡、後廻谷窯跡である。岩汐遺

跡を調査した際には、 6世紀後半を中心とする灰原関連の遺物、生活関連の遺物が大量に出上した。

須恵器生産には薪集めに始まり、粘土採取、粘土精製、器物成形、陰干し、焼成、各地への輸送など

多くの過程が必要であり、専門工人のほか多くの労働力を必要としたであろうことは想像に難くない。

したがって、 6世紀後半に大井町で飛躍的な須恵器の増産がおこなわれると同時に、大井町周辺の人

口も以前に増して膨れあがっていたことは間違いない。筆者は、この時期の大増員に際して集められ

た人々が、米坂周辺に居住していた人々であったと考える。

米坂遺跡が廃絶する6世紀後半に造られた、米坂古墳群内の埋葬施設Dを見てみると、その屍床は

ほとんど焼成時においてひび割れた、不良品の蓋杯ばかりが敷かれた須恵器蓋杯床であった。この埋

葬施設の被葬者は焼き損じの須恵器をまとまって入手することができる環境にあり、かつ良質の玉類

を身につけることができる人物であった。これらのことにより、埋葬施設Dの被葬者は、須恵器生産
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訳 、尽

馬 潟

1.米坂古墳群 2.廟所古墳 3.観音寺山古墳 4.遅倉横穴墓群 5.旭宮古墳群 6.廻原古墳群 7.朝酌小学校校庭古
墳 3.朝酌小学校前古墳 9.朝酌上神社跡古墳 10,朝酌岩屋古墳 11.魚見塚古墳 12.明事山古墳 13.阿弥陀寺裏
山古墳群 14.阿弥陀寺古墳群 15.大井古墳群 16.山巻古墳 17.イ ズキ山古墳群 13.向 山古墳 19.池ノ奥古墳群
20.イ ガラビ古墳群 21.別所古墳 22.石屋古墳 23.荒神畑古墳 24,手間古墳 25.岩舟古墳
a.松ケ鼻窯跡 b.岩汐南窯跡 c.岩汐窯跡 d.後廻谷窯跡 e.ババタヶ窯跡 f.廻谷窯跡 g.寺尾窯跡
h.ジャバン窯跡 |.山津窯跡 !.池 ノ奥窯跡 k.明曽窯跡 |.勝田谷窯跡
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に関与した人物の中でもある程度階層の高い人物であったことが推察されるのである。

最後に、朝酌町では石棺式石室を内部構造に持つ古墳が多いこと、 7世紀末まで連綿と古墳が造り

続けられていることより、朝酌町の豪族はオウ勢力とのつながりが深く、また、遅倉横穴墓群の内部

施設の状況から大井の須恵器生産とも関わりが深かつたこと、さらに想像を膨らませて、 6世紀後半

頃から『出雲国風上記』に記載されているような、後の出雲国造が信奉した熊野大神へ仕える部族と

して位置づけられていた可能性があることを指摘して稿を終えたい。

以上、調査の結果をふまえながらも、かなり推測を混じえて古代朝酌郷の古墳時代後期の動向につ

いて述べてきた。しかし、これだけの推論を導き出せる調査成果を得ることができたということで、

今回の発掘調査は有意義であったと考える。

加藤義成『出雲国風土記参究』(1957年 )

服部亘「朝酌地区と『出雲国風土記』」『しまねの古代文化』第1号 (1993年 )

註 1に同じ。

魚見塚古墳「八雲立つ風土記の丘No140」 (1996年 )の説にしたがう。

註 1

2

3

4
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図版 1

遅倉横穴墓群遠景 (南より)

遅倉横穴墓群近景 (南西より)



図版 2

轍
遅倉横穴墓群調査後全景

‖号横穴墓 (左 )と 2号横穴墓 (右 )の位置関係



図版 3

F.

監擁|ふFttit=

3号横穴墓 (左 )と 4号横穴墓 (中 )と 5号横穴墓 (右 )の位置関係
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